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祉
部
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
て
お
ら
れ
た
関
山
氏
に
難
病
迎
結
成
の
相
談
を
し
た

こ
と
か
悽
か
し
く
想
起
さ
れ
ま
す
。
１
時
、
1
3
団
体
で
結
成
さ
れ
た
難
病
連
は
、

現
在
3
3
団
体
4
0
0
0
名
の
方
々
で
構
成
さ
れ
る
大
き
な
組
織
に
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

　

ア
グ
ネ
ス
チ
ャ
ン
を
講
師
と
す
る
演
題
「
み
ん
な
地
球
に
生
き
る
人
」
で
は
、

癌
と
た
た
か
い
、
病
と
向
き
合
い
な
が
ら
周
囲
の
人
々
と
共
に
生
き
る
μ
び
を

伝
え
、
多
く
の
人
々
に
感
動
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
…
石
ｆ
難
病
連
の
ボ
イ
ス
ダ
ン
ス
の
発
表
や
総
勢
6
0
名
の

合
明
団
の
歌
声
は
、
実
に
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
特
に
始
め
て
発
表
さ
れ

た
「
北
の
リ
ア
ス
で
」
の
曲
は
、
難
病
連
結
成
の
原
点
を
伝
え
る
も
の
と
し
て

長
く
歌
い
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
1
0
年
間
で
、
と
か
く
、
Ｍ
祉
の
谷
間
に
お
か
れ
て
き
た
難
病
患
者
や
難

病
問
題
が
岩
手
の
地
に
樅
付
き
は
じ
め
た
手
ご
た
え
を
感
じ
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
支
援
や
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ア
イ
ア
の
杵
様
方
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

難
病
を
取
り
巻
く
状
況

　

４
月
４
日
に
Ｊ
Ｐ
Ａ
（
全
国
雛
病
疾
病
団
体
協
議
会
）
の
幹
事
会
が
開
佻
さ

れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
伊
藤
た
て
お
代
表
か
ら
難
病
を
と
り
ま
く
課
題
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｐ
Ａ
が
、
今
日
ま
で
力
強
い
運
動
を
す
す
め
て
こ
れ
た
の
は

伊
藤
代
表
を
抜
き
に
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
先
駅
的
な
取
り
組
み
と
し
て
知
ら
れ
る

北
海
道
難
病
述
を
率
い
、
そ
の
成
果
を
全
国
に
広
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
病
気

の
奥
様
を
召
護
し
な
が
ら
札
幌
と
東
京
を
行
き
来
す
る
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で

は
な
い
は
ず
で
す
が
、
い
つ
も
笑
顔
で
先
頭
に
立
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
は
、
昨
年
の
第
５
回
総
会
で
「
新
た
な
難
病
対
策
・
特
定
疾

患
対
策
」
を
企
国
の
難
病
患
者
の
願
い
と
し
て
採
択
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
厚
生
科
学
審
議
会
疾
病
部
会
、
難
病
対
策
委
貝
会
に
お
い
て
、
委
貝
と
し

て
出
席
の
伊
藤
代
表
か
ら
趣
旨
説
明
を
行
い
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
方
針
に
基
づ
く
新
た
な

難
病
対
策
の
検
討
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
政
権
交
代
に
よ
り
、
金
と
政
治
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

民
ｔ
党
政
権
が
め
ざ
す
国
民
本
位
の
政
治
改
革
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

画
期
的
な
も
の
を
感
じ
ま
す
。
患
者
代
表
を
委
員
に
入
れ
て
患
者
会
の
提
言
を

中
心
に
論
議
さ
れ
る
こ
と
に
大
き
な
ｉ
±
び
を
感
じ
、
全
圓
の
仲
間
た
ち
の
日
頃

の
署
名
活
動
が
実
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

ま
た
、
難
病
対
策
委
員
会
で
は
、
今
後
の
難
病
対
策
の
在
り
方
の
検
討
に
資

す
た
め
、
建
病
の
研
究
課
題
と
し
て
①
雛
病
研
究
の
た
め
の
調
査
活
動
②
難
病

,j



の
基
盤
整
備
③
災
害
時
対
策
に
係
る
危
機
竹
理
体
制
の
研
究
等
こ
れ
か
ら
が
本

番
で
す
。
厚
労
省
は
、
「
難
治
性
疾
患
の
研
究
予
算
配
分
や
医
療
費
助
成
を
含

め
、
難
病
問
題
を
総
合
的
に
検
討
す
る
「
簸
病
問
題
検
討
チ
ー
ム
」
を
設
置
し

て
す
す
め
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
検
討
チ
ー
ム
に
Ｊ
Ｐ
Ａ
か
ら
も
委
は
を
送
り
、

当
而
す
る
課
題
に
つ
い
て
意
見
反
映
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
立
支

援
法
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
廃
止
し
新
た
な
「
障
稗
者
基
本
法
」
の
制
定
に
向
け

て
、
障
害
者
団
体
か
ら
も
代
表
を
入
れ
た
密
議
会
の
活
勁
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
（
難
病
医
療
費
支
援
制
度
）
へ

　
　
　
　
　
　

1
1
疾
患
追
加
指
定

　

今
口
、
難
病
は
5
0
0
0
か
ら
7
0
0
0
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
医

学
の
進
歩
に
伴
い
、
新
た
な
病
気
も
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｐ
Ａ
の
重
ね
て
の
交
渉
に
よ
り
、
2
0
0
9
年
1
0
月
よ
り
Ｈ
疾
患
の
追
加
桁

定
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
特
定
疾
患
研
究
事
業
は
、
5
6
疾
患
と

な
り
多
く
の
大
き
な
前
進
を
勝
ち
収
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
難
治
性
疾
患
克

服
事
業
の
予
算
額
か
1
0
0
位
円
に
復
活
し
た
こ
と
や
子
ど
も
手
当
の
財
源
確
保
に

伴
う
「
扶
箆
控
除
・
配
偶
者
控
除
の
廃
止
」
は
、
特
定
疾
患
以
外
に
も
多
く
の

患
昔
家
族
の
生
活
を
破
壊
す
る
も
の
で
し
た
が
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
粘
り
強
い
収
り
組

み
の
結
果
、
扶
養
控
除
廃
止
案
の
一
部
が
撤
同
さ
れ
、
2
3
歳
か
ら
6
9
一
喊
ま
で
の

成
年
扶
養
控
除
が
存
続
さ
れ
ま
し
た
。
５
０
０
万
人
に
も
彫
響
を
及
ぼ
す
成
果

と
し
て
特
筆
さ
れ
ま
す
。

　
　

第
３
種
郵
便
の
存
続
を

　
　
　
　
　

総
務
省
交
渉
に
参
加

　

2
0
1
0
年
４
月
６
日
、
総
彷
省
に
赴
き
、
総
勢
７
名
の
参
加
で
「
心
身
障

害
者
川
低
料
３
穐
郵
便
」
に
関
す
る
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
総
務
宵
側
か
ら
審

議
官
な
ど
５
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
は
、
1
9
7
1
年
か
ら
障
巾
‥
者
の
福
祉
の
向
ｈ
の
た
め
に
低
料
で

刊
行
物
を
郵
送
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
各
の
件
発
や
自
立
と
社
会
参
加

に
貢
献
し
て
き
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
を
悪
用
し
て
一
部
の
企
業

が
行
っ
た
不
適
正
利
川
が
発
覚
し
、
郵
政
会
社
は
、
①
５
０
０
部
以
上
②
8
0
％

が
有
料
販
売
等
の
厳
し
い
足
か
せ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
多

く
の
障
害
嗇
団
体
は
、
送
付
か
難
し
く
な
っ
た
う
え
、
発
行
が
出
来
な
く
な
っ

た
例
も
あ
る
等
の
厳
し
い
実
態
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
渉
で
は
、
以
ｈ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
特
に
も
8
0
％
以
上
の
発
売
と

い
う
条
件
緩
和
や
５
０
０
部
以
上
と
い
う
制
限
の
緩
和
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し

た
。
私
か
ら
も
広
域
県
岩
手
の
状
況
を
説
明
し
、
機
関
紙
な
ど
の
果
た
す
役
割

か
ら
制
度
の
柔
軟
な
対
応
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。
審
議
官
は
、
極
め
て
紳

士
的
な
対
応
で
、
私
た
ち
の
意
見
を
長
時
間
聞
き
、
「
本
‐
の
杵
さ
ん
の
意
見

を
今
後
、
厚
労
竹
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
継
続
し
た
交
渉
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
　

財
政
難
の
克
服
を

　
　
　
　

不
要
入
れ
歯
や
飲
料
水
の
設
置
を

　

将
に
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
活
動
と
成
果
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

財
政
基
盤
が
希
薄
で
事
務
局
も
十
分
な
機
能
を
米
た
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
専
任
の
事
務
局
長
を
迎
え
る
こ
と
と
し
、
そ
の
給
料
保

障
等
今
後
の
課
題
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
組
織
も
財
政
雛
ｆ
に
あ
り

ま
す
か
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
存
在
を
よ
り
大
き
く
し
て
い
く
た
め
に
も
避
け
て
通
れ
な

い
緊
急
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

街
頭
署
名
活
動
に
よ
る
募
金
活
動
の
強
化
や
不
要
入
れ
曲
の
回
収
、
飲
料
自

販
機
の
設
置
等
地
方
組
織
も
潤
う
よ
う
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
当
而
す

る
課
閣
で
あ
り
ま
す
。
岩
予
と
し
て
も
、
関
係
各
機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
資
金
獲
得
に
向
け
て
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

５



岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会

第
十
回
定
期
総
会

岩
手
県
難
病
連
第
十
回
定
期
総
会

　

ｔ
成
９
１
一
年
５
月
2
3
‐
巾
、
午
前
1
0
時

よ
り
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
１
第
。
会

議
室
に
お
い
て
、
第
1
0
川
定
期
総
会
を

開
催
し
た
。
一

　

議
長
は
、
１
ｉ
代
表
即
;
>
-
>

々
い
出
席
、
委
任
状
Ｈ
：
＞
ｃ
：
で
総
会
成
＞
~
:
を

バ
。
‥

　

ｔ
成
2
0
年
度
活
動
報
ｔ
‥
、
決
筧

お
よ
び
監
介
報
告
が
’
括
し
て
報
告
さ

れ
、
質
疑
を
継
て
承
認
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
ｔ
成
９
１
‘
年
度
の
活
動
方
針

案
、
剌
業
計
画
案
お
よ
び
’
Ｐ
詐
案
か
提

案
さ
れ
た
。
特
に
、
難
病
連
結
成
1
0
年

記
念
小
業
と
し
て
、
・
人
会
開
催
・
お

よ
び
・
記
念
誌
発
行
ふ
提
案
さ
れ
た
。

　

出
席
行
か
ら
の
活
発
な
討
議
を
継
て
、

ほ
ぼ
原
案
ど
お
り
決
定
し
た

●
５
月
2
3
日
出

　

・
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

2
0
0
9
年
度
活
動
方
針
・
事
業
計
画

第
３
号
議
案

　
　

平
成
剥
一
年
度
活
動
方
針
・
事
業
計
画

１

、
活
動
方
針

　

雌
病
の
根
治
的
な
治
療
法
の
一
ｙ
期
実
現
を
求
め
つ
つ
、
孤
び
一
し
が
ち
な

雛
病
患
J
i
ｒ
　
．
家
族
の
細
織
化
を
進
め
、
悄
報
交
流
を
行
い
、
患
行
家
族
Ｑ

Ｏ
Ｌ
（
唯
活
の
質
）
の
向
Ｌ
を
目
桁
し
ま
す
ニ
打
政
・
医
療
・
各
福
祉
同

体
、
社
会
団
体
、
メ
デ
ィ
ア
等
と
協
力
、
協
調
し
、
難
病
患
者
・
家
族
が

直
而
す
る
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
広
く
訴
え
、
難
病
患
者
・
家
族
に
対
す

る
令
巾
民
的
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す

　

そ
の
な
針
を
実
現
す
る
た
め
に
必

要
な
財
政
基
盤
の
確
＞
^
"
を
目
桁
し
ま
す
上
1
0
周
年
£
念
人
会
を
成
功
さ
せ
、

内
外
に
難
病
忠
者
に
対
す
る
支
援
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
幅
広
い
活
動
を

術
築
し
て
い
き
ま
す

　

〔
具
体
的
活
動
指
針
〕

１
、
組
織
強
化
と
事
務
局
体
制
の
整
備

　

巾

　

独
り
ぽ
っ
ち
の
難
病
患
酋
を
な
く
す
た
め
、
未
組
織
の
患
＆
・
家
族

11



　
　

会
の
組
織
化
を
支
援
し
、
難
病
連
へ
の
加
人
促
進
を
は
か
る
。

○

　

…
石
手
県
、
各
巾
町
村
、
病
院
等
と
の
連
携
を
深
め
、
多
く
の
難
病
患

　
　

嗇
・
家
族
が
結
集
で
き
る
柔
軟
な
細
織
体
を
目
桁
し
て
い
く
。

ｅ
ｏ

　

患
者
・
家
族
か
ら
の
相
談
活
動
を
行
う
。
ま
た
地
域
で
の
相
談
活
助

　
　

を
開
佻
す
る
。

圃

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
大
を
図
り
、
患
者
家
族
の
支
援
体
制
を
確
立
す

　
　

る
。

一
回

　

行
政
に
対
し
て
以
下
の
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
　

①

　

在
宅
難
病
患
ｉ
ｔ
]
の
移
勁
支
援
抱
び
に
駐
巾
場
の
確
保
（
難
病
患

　
　
　
　

者
の
ハ
ー
ト
プ
ラ
ス
｀
‐
及
）

　
　

②

　

災
害
時
の
支
援
と
医
療
体
制
整
備

　
　

③

　

難
病
患
者
の
就
労
支
援

　
　

④

　

難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
作
成

０

　

難
病
連
に
次
の
組
織
を
冊
き
、
事
務
岫
と
連
携
し
な
が
ら
自
ｔ
的
な

　
　

専
門
部
活
動
を
展
開
す
る
。

　
　

①

　

総
務
部

　

運
営
一
般
、
規
約
一
綱
領
、
法
制
の
研
究
、
各
繩
調

　
　
　
　
　
　
　
　

在

　
　

②

　

組
織
部

　

忠
者
団
体
組
織
の
拡
充
と
意
見
集
約
、
ｎ
助
会
員
拡

　
　
　
　
　
　
　
　

大
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　

③

　

柵
祉
部

　

難
病
患
者
の
柵
吐
の
向
上
、
就
学
・
教
育
、
就
労
に

　
　
　
　
　
　
　
　

関
わ
る
各
機
関
と
の
連
携

　
　

④

　

情
竃
部

　

機
関
誌
「
い
わ
て
な
ん
れ
ん
」
・
会
報
の
発
行
、
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　

川
年
記
念
誌
の
発
行

　
　

⑤

　

文
化
部

　

介
咄
団
、
美
術
展
の
開
佻

　
　

⑥

　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

難
病
相
談
全
般
の
迎
営
企
画

　
　

⑦

　

会
計
部

　

難
病
迎
の
会
計
全
般
に
関
わ
る
こ
と

２
、
福
祉
活
動

(2)(3)
４

疾
病
団
体
の
要
求
を
取
り
ま
と
め
関
係
機
関
へ
改
笛
‥
策
を
要
望
・
陳

情
し
、
改
善
に
努
め
る
。

岩
１
　
県
及
び
巾
町
村
に
難
病
患
者
の
実
態
調
査
を
要
望
す
る
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
在
宅
難
病
患
者
の
生
活
支

援
事
業
の
拡
大
を
求
め
る
。

日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
と
連
携
し
、
雇
川
対
策
、

年
金
な
ど
難
病
患
行
・
家
族
の
生
活
堪
盤
を
確
立
さ
せ
る
。

３
、
医
療
活
動

Ⅲ

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療
制
度
発
足
に
よ
る
患
者
・
家
族
の
医
療
に

　
　

対
す
る
不
安
を
解
消
す
る
た
め
各
病
院
・
保
健
所
と
の
連
携
を
強
化

　
　

し
、
課
題
解
決
に
あ
た
る
。

Ｃ
Ｊ

　

患
Ｊ
ｔ
．
家
族
か
ら
の
相
談
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
・
顧
問
団
の
協
力

　
　

を
得
る
。

ａ

　

医
療
に
関
わ
る
相
談
や
無
料
検
診
が
業
の
確
立
・
医
療
費
に
対
す
る

　
　

公
的
扶
助
を
求
め
て
い
く
。

-
*
■
"
*
>

ｏ
u
t
病
対
策
の
充
実
。
原
因
の
究
明
と
治
療
法
の
確
″
｀
・
医
療
北
に
対

　
　

す
る
公
的
扶
助
を
求
め
て
い
く
。

ｉ
ｎ

　

臓
器
侈
植
、
肝
炎
対
策
な
ど
の
強
化
の
た
め
街
頭
署
名
運
助
等
の
強

　
　

化
を
は
か
る
。

o

　

岩
Ｖ
ｔ
’
　
県
に
難
病
医
療
ネ
″
ト
ワ
ー
ク
の
創
設
・
拡
充
を
求
め
て
い
く

閉

　

岩
手
県
の
難
病
吠
療
体
制
の
充
実
に
向
け
て
、
患
者
が
安
心
し
て
通

　
　

院
で
き
る
医
療
体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

四
／



４

ゝ
１

21

情
報
活
動

　

難
病
迎
に
お
い
て
愉
報
を
集
約
し
、
各
会
へ
の
情
報
を
提
供
す
る
。

　

機
関
誌
及
び
通
信
を
発
行
す
る
。
1
0
周
年
に
向
け
て
の
記
念
誌
を
編

　

纂
す
る
。

ａ

　

会
貝
や
賛
助
会
員
か
ら
の
積
極
的
な
寄
稿
を
依
頼
す
る
。

５

ゝ

　
　

・
タ
イ
ト
ル

　

「
難
病
支
援

　

岩
手
県
民
の
槃
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

？
Ｃ
＼
Ｔ
ｒ
　
県
難
病
述
1
0
周
年
記
念
大
会
」

　
　

・
開
催
‐
時

　

平
成
2
1
年
Ｈ
月
2
9
口
○

　
　

・
開
催
場
所

　

岩
手
県
民
会
館

　

中
ホ
ー
ル

　
　

・
内

　
　

容

　

関
係
者
の
顕
彰
、
感
謝
の
集
い
、
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
講
演

　

ア
グ
ネ
ス
ー
チ
ャ
ン

Ｃ
ｖ
Ｊ

　

記
念
誌
の
発
行

　
　

・
発
行
于
定

　

平
成
2
1
年
1
0
月
中
句

　
　

・
「
私
の
闘
病
体
験
」
を
募
集
す
る
。
応
募
締
め
切
り
は
平
成
2
1
年

　
　
　

７
月
3
0
日
湘
。
体
験
記
は
選
考
会
を
経
て
表
彰
す
る
。

　
　

・
体

　
　

餓

　

Ａ
４
版

　

１
０
０
頁

　

３
、
０
０
０
部
発
行

ｅ
ｏ

　

感
謝
状
の
附
呈
、
招
待
軒
名
簿
の
作
成
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
準
備
な

　
　

ど
結
成
1
0
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　

記
念
大
会
の
開
催

　

・
タ
イ
ト
ル

　

［
難
病
支
援

　

岩
手
］

６
、
財
政
基
盤
の
確
立

(１
(2){3}

会
貝
が
協
力
し
介
い
賛
助
会
口
の
拡
大
を
進
め
て
い
く
。

岩
１
　
県
並
び
に
巾
町
村
に
対
し
支
援
を
要
請
し
て
い
く
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
嘔
業
を
拡
充
推
進
し
て
い
く
。

４

Ｊ
Ｐ
Ａ
と
連
挑
し
た
「
不
要
入
れ
歯
」
の
同
収
剌
業
を
す
す
め
る
。

７
、
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
目
指
す
。

８
、
難
病
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
実
施

１

2j

難
病
の
啓
蒙
・
啓
発
の
た
め
、
県
内
各
市
町
忖
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動

を
実
施
す
る
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
と
連
携
し
て
錐
病
相
談
１
１
０
番
の
移
動
棚
談
を
行

９
、
患
者
移
送
サ
ポ
ー
ト
（
ア
ク
セ
ス
）
の
実
施

　
　

通
院
・
通
勤
に
困
難
を
伴
う
難
病
患
者
等
の
移
送
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

を
組
織
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

０

ゝ
１

21

難
病
連
文
化
活
動
の
推
進

会
貝
ら
に
よ
る
介
唱
団
の
支
援
を
行
い
、
癒
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
通

し
て
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
交
流
・
親
睦
を
深
め
て
い
く
。

車
い
す
ダ
ン
ス
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

月
２
回
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
で
活
勤
し
て
い
る
。
機
会
を
求
め
て

舞
台
発
表
を
し
て
い
る
。

ａ

　

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
が
中
心
と
な
り
、
電
動
巾
い
す
サ
″
カ
ー

　
　

に
取
り
組
み
、
岩
ｆ
県
身
体
障
が
い
者
体
肯
館
で
活
動
し
て
い
る
。

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
対
外
試
合
に
出
場
す
る
。

４

難
病
連
芙
術
作
品
展
を
開
催
し
、
在
宅
難
病
患
嗇
の
創
作
意
欲
を
引

き
出
し
て
い
く
。

８
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第10回

　

「

県
保
健
福
祉
部
長
と
の
懇
談
会
お
よ
び

　
　
　
　

｛

　
　
　
　
　
　
　

県
議
会
陳
情
に
対
す
る
対
応
状
況

一
平
成
’
一
‘
年
1
0
月
2
6
日
鼎

●
盛
岡
地
区
合
同
庁
舎

■
重
点
要
望
事
項

要
望
内
容
①

　

難
病
患
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

国
の
就
労
支
援
モ
デ
ル
剌
業
に
参
加
す
る
な
ど
難
病
患
者
の
就
労
支
援

　
　

を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

回
答
内
容

　
　
　

難
病
患
i
i
;
；
の
就
労
に
つ
い
て
は
、
疾
患
や
症
状
に
よ
り
統
一
的
な
対
応

　
　

が
困
難
な
こ
と
や
、
雇
川
者
の
理
解
か
必
要
な
ｙ
≪
｡
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま

　
　

す
が
、
今
後
と
も
忠
者
団
体
や
関
係
嗇
と
協
議
し
な
が
ら
、
県
と
し
て
ど

　
　

の
よ
・
つ
な
支
援
が
で
き
る
か
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　

な
お
、
国
の
ｍ
病
患
ｉ
ｉ
；
：
就
職
支
援
モ
デ
ル
事
業
は
、
弔
成
1
9
年
度
～
平

　
　

成
2
1
年
度
ま
で
の
３
ヵ
年
剌
業
で
あ
り
、
本
県
で
は
ｔ
成
９
１
一
年
度
の
剌
業

　
　

実
施
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
専
任
職
Ｕ
の
配
置
や
、
モ
デ

　
　

ル
嘔
業
所
・
モ
デ
ル
患
者
の
選
定
等
か
ら
年
度
内
に
こ
の
剌
業
で
’
ｒ
定
す

　
　

る
モ
デ
ル
就
労
等
の
実
施
が
困
難
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
実
施
を
Ｕ
一
送
っ

　
　

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ｆ
成
９
９
一
年
度
以
降
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

　
　

の
’
ｒ
算
等
施
策
の
動
向
を
Ｑ
守
り
な
が
ら
検
討
し
て
参
り
た
い
と
号
え
て

　
　

お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

］
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
〕

要
望
内
容
②
・

　

難
病
・
難
治
性
患
者
の
相
談
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

難
病
・
難
治
性
忠
行
の
相
談
支
援
窓
‐
を
県
南
地
区
、
沿
岸
地
区
に
も

　
　

設
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

回
答
内
容

　
　
　

難
病
患
者
・
家
族
の
相
談
・
支
援
は
、
各
保
健
所
に
お
い
て
特
定
疾
患

　
　

の
申
請
時
に
状
況
を
お
聞
き
し
な
が
ら
相
談
対
応
し
て
い
る
ほ
か
、
訪
問

　
　

相
談
や
医
療
相
談
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
在
宅
療
養
の
支
援
に
努
め
て
お

　
　

り
ま
す
。

　
　
　

ま
た
、
祢
医
療
圏
毎
に
桁
定
し
て
い
る
難
病
患
者
人
院
施
設
確
保
＼
.
Ａ
.
業

　
　

に
よ
る
協
力
病
院
で
も
医
療
に
関
す
る
棚
談
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
こ

　
　

れ
ら
の
相
談
対
応
に
当
た
っ
て
は
、
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
迎
携

　
　

し
な
が
ら
行
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
そ
の
充
実
と
連
携
体
制
の
強
化
に
努

　
　

め
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
〕

要
望
内
容
Ｉ

　

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
　
　

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
拡
人
に
伴
い
、
収
業
委
託
費
を
増

　
　

額
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

回
答
内
容

　
　
　

難
病
棚
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
迎
営
に
係
る
委
託
料
は
、
収
業
内
容
に



基
づ
き
清
算
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、

本
年
４
月
の
事
務
室
移
転
後
の
状
況
を
踏
ま
え
、
業
務
ほ
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

（
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
）

■
要
望
事
項

要
望
内
容
①
妙
担
当
課

　

雇
用
対
策
・
労
働
室
へ

　

障
害
者
等
の
就
労
に
つ
い
て

　
　
　

持
病
を
抱
え
て
働
い
て
い
る
労
働
者
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

　
　

よ
う
、
事
業
主
、
経
営
者
や
人
事
管
理
担
当
者
を
桁
導
・
監
督
し
、
ハ
ロ
ー

　
　

ワ
ー
ク
の
窓
口
に
難
病
に
理
解
あ
る
係
員
を
配
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

要
望
内
容
②
八
ｙ
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
へ

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
加
算
料
金
に
つ
い
て

　
　
　

こ
の
加
算
徴
収
は
適
法
な
の
か
？
負
担
軽
減
措
置
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

要
望
内
容
③
０
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
へ

　

療
養
介
護
病
床
の
確
保
に
つ
い
て

　
　
　

「
難
病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、
小
業
内
容
を
わ
か

　
　

り
や
す
い
広
報
と
実
施
を
、
各
自
治
体
に
桁
導
し
て
く
だ
さ
い
。

要
望
内
容
④
八
ｙ
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
へ

　

本
県
に
お
け
る
臓
器
の
移
植
体
制
の
確
立
に
つ
い
て

　
　
　

７
月
1
3
H
に
改
正
臓
器
移
植
法
が
成
在
し
、
１
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
る

　
　

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
県
に
お
い
て
も
施
設
整
備
や
人
員
の
配
置
等
に

　
　

十
分
な
準
備
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ド
ナ
ー
や
ド
ナ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　

の
支
援
体
制
も
推
進
し
て
く
だ
さ
い
。

要
望
内
容
⑤
妙
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
へ

　

透
析
患
者
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
確
立
に
つ
い
て

　
　
　

各
透
析
施
設
で
の
感
染
拡
人
を
防
ぐ
艮
休
的
な
対
策
を
早
期
に
確
立
し

　
　

て
、
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

要
望
内
容
有
ｙ
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
へ

　

肝
炎
患
者
の
受
診
率
向
上
に
つ
い
て

　
　
　

肝
炎
患
者
の
早
期
発
＝
５
？
た
め
、
受
診
率
を
向
Ｌ
さ
せ
る
よ
う
広
く
Ｐ
Ｒ

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

要
望
内
容
７
　
八
ｙ
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
へ

　

難
病
患
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て

　
　
　

緊
急
時
の
緊
急
医
療
１
　
幔
を
作
成
し
、
会
八
外
難
病
患
者
に
も
配
布
し

　
　

て
い
る
。
大
規
佼
災
害
時
、
地
域
に
お
け
る
難
病
患
者
支
援
の
ネ
″
ト
ワ
ー

　
　

ク
つ
く
り
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
つ
い
て
も
、
市
町
忖
を
桁
導
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。

要
望
内
容
⑧
八
ｙ
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
へ

　

交
通
費
の
補
償
に
つ
い
て

　
　
　

患
者
が
他
県
の
病
院
で
受
診
し
た
場
合
、
患
者
・
家
族
に
交
通
費
の
保

　
　

証
を
お
願
い
し
た
い
。

要
望
内
容
⑨
八
ｙ
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
へ

　

生
活
保
障
に
つ
い
て

　
　
　

就
労
が
で
き
な
い
ま
ま
に
親
の
援
助
で
生
活
し
て
い
た
膠
原
病
患
＆
が
、

　
　

現
在
、
親
を
介
護
し
て
い
る
。
親
か
亡
く
な
っ
た
後
の
生
活
保
障
を
考
え

　
　

て
ほ
し
い
。
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平
成
2
0
年
度
、
８
月
か
ら
署
名
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
署
名
７
、
０
０
０
余

筆
を
も
っ
て
、
県
議
会
へ
の
請
願
し
、
左
記
の
よ
う
に
対
応
す
る
旨
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

請
願
陳
情
の
内
容

　
　

咋
年
度
実
施
し
た
県
議
会
l
i
n
e
願
（
受
理
番
号
3
5
～
3
8
）
の
結
果
に
つ
い
て
、

　

詳
し
く
ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

対
応
状
況

　
　

別
添
の
「
県
議
会
へ
の
請
願
陳
情
に
対
す
る
県
の
対
応
状
況
」
の
と
お
り

　

で
す
。
〔
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
、
児
童
家
庭
課
、
雇
用
対
策
・
労
働
室
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
療
局
業
務
課
、
学
校
教
育
室
〕

臍
願
陳
情
の
内
容

　

―

　

岩
予
県
に
お
け
る
難
病
医
療
充
実
の
た
め
に
難
病
診
嬢
体
制
の
整
備
と

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

川

　

難
病
・
難
治
性
疾
患
患
者
に
対
す
る
総
〈
‥
的
な
対
応
窓
‐
を
県
内
数

　
　
　
　

力
所
に
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

対
応
状
況

　
　

難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
各
ほ
健
所
で
関
係
機
関
等
と
の
連
携

　

に
よ
り
個
別
対
応
し
て
い
る
ほ
か
、
難
病
拠
点
・
協
力
病
院
に
お
い
て
入
院

　

調
整
や
医
療
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
か
、
今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
機
能
の

　

充
実
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
〕

　

Ｉ

　

臓
器
移
植
の
推
進
、
肝
炎
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
患
者
の
声
を
反
映
さ

　
　
　

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

対
応
状
況

　
　

患
者
団
体
と
の
懇
談
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
患
者

　

団
体
等
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
肝
炎
対
策
へ
の
反
映
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
〕

　

Ｉ

　

臓
器
移
植
の
推
進
、
肝
炎
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
県
立
病
院
間
の
連
携

　
　
　

体
制
を
さ
ら
に
す
す
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

対
応
状
況

　
　

臓
Ｓ
移
植
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
県
立
病
院
に
お
い
て
の
実
施
は
困

　

難
と
考
え
て
お
り
、
今
後
と
も
県
内
の
臓
器
移
植
施
設
で
あ
る
岩
予
医
科
大

　

学
附
属
病
院
と
連
携
し
な
が
ら
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　

肝
炎
対
策
に
つ
い
て
は
、
肝
疾
患
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
桁
定
を
受
け
た

　

岩
１
　
医
科
大
学
附
属
病
院
等
肝
疾
患
診
療
ネ
″
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
他
施
設

　

等
と
も
迎
携
を
計
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

県
立
病
院
間
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
は
、
他
医
療
機
関
へ
の
照
会
に
当
た
っ

　

て
は
、
紹
介
状
は
も
と
よ
り
必
要
に
応
じ
て
検
査
デ
ー
タ
等
も
提
供
し
て
お

　

り
、
今
後
と
も
患
者
の
意
向
を
１
　
分
に
淳
重
し
、
照
会
先
と
の
連
携
を
図
り

　

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
担
当
課

　

医
療
局
業
務
課
）

　

２

　

難
病
患
者
の
災
害
時
対
策
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
し
て
い
た
だ

　
　

き
た
い
。

対
応
状
況

　
　

難
病
患
者
の
情
報
提
供
や
「
地
域
支
え
合
い
マ
″
プ
づ
く
り
剌
業
」
に
よ

　

り
、
巾
町
村
に
お
け
る
要
支
援
者
の
災
害
時
支
援
計
画
の
策
定
を
支
援
し
て

　

お
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
特
に
刄
門
的
な
対
応
が
必
要
な
在
宅
人
工
呼
吸
器
使
川
患
占
等
に

　

対
し
て
は
、
直
接
保
健
所
が
安
西
確
認
す
る
な
ど
市
町
村
と
連
携
し
て
支
援
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し
て
ま
い
り
ま
す
。

〔
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
〕

　

３

　

難
病
患
者
の
特
性
に
留
意
し
た
就
労
支
援
を
す
す
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

対
応
状
況

　
　

障
稗
者
就
労
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
、
難
病
患
者
の
相
談
支

　

援
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
岩
手
障
害
者
職
業

　

セ
ン
タ
ー
と
迎
携
し
、
就
労
を
希
望
す
る
難
病
患
者
の
就
業
評
価
や
ジ
ョ
ブ

　

コ
ー
チ
支
援
の
実
施
を
依
頼
し
ま
す
。
ま
た
、
就
業
支
援
貝
等
に
よ
る
事
業

　

所
訪
問
の
際
に
、
難
病
患
者
の
就
労
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
担
当
課

　

雇
用
対
策
・
労
働
室
〕

　

４

　

小
児
慢
性
疾
患
患
者
の
医
療
助
成
の
充
実
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

対
応
状
況

　
　

小
児
慢
性
疾
患
患
者
の
医
療
助
成
に
つ
い
て
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治

　

療
研
究
事
業
に
お
い
て
、
特
定
の
Ｈ
疾
患
に
つ
い
て
、
患
者
家
族
の
医
療
費

　

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
医
療
費
の
公
費
負
担
を
行
っ
て
い
ま
す
か
、
今

　

後
も
国
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
担
当
課

　

児
童
家
庭
課
〕

　

５

　

障
が
い
を
持
つ
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
対
応
す
る
特
別
支
援
教
育
の

　
　

充
実
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

対
応
状
況

　
　

平
成
2
1
年
５
月
Ｉ
ロ
現
在
、
主
と
し
て
病
弱
を
対
象
と
す
る
県
立
特
別
支

　

援
学
校
が
４
校
、
特
別
支
援
学
級
は
小
学
校
に
６
学
級
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

　

在
籍
児
童
生
徒
の
総
数
は
２
５
６
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

医
療
機
関
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
県
立
中
部
病
院
、
岩
手
医
科
大
学
附
属

　

病
院
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
岩
手
病
院
、
同
釜
石
病
院
、
も
り
お

か
こ
ど
も
病
院
の
５
か
所
で
、
通
学
の
ほ
か
、
訪
問
教
育
も
行
っ
て
い
る
。

　

在
隋
者
の
疾
病
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
以
前
で
は
艮
期
人
院
が
必
要
で
あ
っ

た
、
喘
息
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
と
い
っ
た
疾
患
に
つ
い
て
は
、
医
療
の
進
歩
に
よ

り
減
少
し
、
一
方
、
精
神
・
行
動
障
稗
、
神
継
疾
患
、
先
天
性
疾
患
が
増
え

て
き
て
い
る
。

　

従
来
、
痰
の
吸
引
、
経
管
栄
養
、
導
尿
等
、
医
療
行
為
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
に
は
保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
護
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
県
の
事
業
と
し
て
特
別
支
援
学
校
に
行
護
婦
を
配

置
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
８
校
、
対
象
児
童
生
徒
3
8
名
に
対
し
、
１
日
当

た
り
1
8
名
（
3
2
名
）
の
召
護
婦
を
非
常
勁
で
配
置
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
小
・
中
学
校
の
通
常
学
級
に
も
在
籍
者
か
お
り
、
例
え
ば
心
臓

疾
患
の
あ
る
児
童
生
徒
が
ａ
ｆ
校
や
校
内
の
移
動
等
を
容
易
に
す
る
た
め
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
設
置
等
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
施
設
改
善
等
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
担
当
課

　

学
校
教
育
室
〕

　

６

　

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
を
早
期
に
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

対
応
状
況

　
　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
内
に
独
立
し
た
相
談
室
を
整
備
し
、
平
成
2
1
年
４

　

月
よ
り
ご
利
川
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
〔
担
当
課

　

保
健
衛
生
課
〕
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全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会

　

第
1
2
回
研
究
大
会

開
催
‐
＝
2
0
0
9
年
1
0
月
1
7
‐
４
　
～

会
場

　

＝
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
…
‐
ｆ

18
日
呻

智子菅原｢プレストークの紹介｣

　

研
究
ト
ヘ
会
め
ち
㈲
行
は
、
県
外
か
ヽ
‥
ｌ
ｏ
ｏ
々
ｎ
、
県
内
は
、

州
病
連
会
は
い
ほ
か
、
行
政
、
ぽ
健
萌
や
陶
院
川
談
室
い
ぢ
り

な
と
川
な
り
余
で
し
た

　

会
ほ
い
む
々
は
、
々
け
や
会
場
な
と
い
係
と
し
て
、
さ
め
細

か
い
肥
咆
を
し
て
く
だ
さ
り
、
と
て
わ
り
暖
か
い
劣
川
気
い
Ｌ
へ

公

　

と
い
う
Ｌ
昨
片
山
奸
叶
を
い
た
た
い
た

　

こ
協
力
あ
り
か

と
・
つ
こ
さ
ト
ま
し
た

　

…
ｈ
Ｆ
難
病
川
談
-
ｙ
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

修
漓
演
か
あ
っ
た

般
定
式
ｊ
也
と

研

一
般
発
表

　
　

込
化
的
Ｊ
［
動
と
田
談
小
例
に
っ
ト
て

　
　
　

矢
羽
ｙ
叫
Ｌ
、
…
６
Ｌ
県
咄
・
炳
川
談
．

-
･
Ｖ
'
:
-
.
-
’
セ
ン
タ
ー
・

　
　

病
ヒ
八
に

　
　
　

鈴
木

　
　

川
・
…
ｈ
Ｌ
県
咄
病
・
疾
病
団
９
　
辿
絡
協
議
を
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＋
４
　
７
ｆ
ロ
ン
症
友
・
の
八
万

　
　

フ
レ
ソ
、
ト
ー
ク
白
絹
介

　
　
　

菅
原

　

J
S
‐
。
ｊ
‐
…
ｈ
Ｆ
県
網
膜
色
素
変
性
雇
友
心
会
・
・

研
修
講
演

　
　

ｙ
‐
楽
療
法
の
実
践
に
つ
い
て

　
　
　

ｗ
‐
田

　

川
徳
ふ
６
Ｌ
晴
和
病
院
々
‐
楽
療
法
Ｌ
’

’
．
｀
・

　

Ｍ
Ｈ
ｎ
Ｌ
Ｆ
Ｅ
に
｀

ｆ
’
。
４
匹
Ｄ

司「病と共に」鈴木

／／

ﾉ|

｀～－i9川



１

名

　

称

　

令
閥
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会

　

第
1
2
回
研
究
人
会
（
盛
岡
）

２
、
目

　

的

　

ｆ
成
1
5
年
か
ら
各
地
で
開
催
さ
れ
て
き
た
難
病
相
談
・
支
援
セ

　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー
の
方
向
性
を
探
り
、
運
営
・
相
談
に
従
事
す
る
者
の
知

　
　
　
　
　
　

識
、
技
術
等
の
資
質
向
ｈ
を
目
的
と
し
ま
す
。
ま
た
、
吠
療
、

　
　
　
　
　
　

福
祉
、
行
政
関
係
者
、
患
者
・
家
族
同
体
と
の
ネ
″
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　

の
構
築
を
図
り
ま
す
。

３
、
主

　

催

　

令
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
科
学
研
究
費
柿
助
金
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
が
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
服
症
難
病
患
者
の
地
域
吠
僚
体
制
の
構
築
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
研
究
班
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
特
定
疾
患
患
軒
の
自
政
支
援
体
制
の
確
μ
一
に
関
す
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〔小瀬川尚・元子ご夫妻と、４組のメンバーで車いすダンス〕

〔合唱
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〔日舞で祝う山仁キョさん〕

〔作詞者、澪山禎信さんの

　　

｢負けないで｣の朗読〕

〔岩手難病連代表理事の千葉健一さんに感謝状を授与する副代表理事斉藤権四郎さん

　　　　

斉藤さんの左側は副代表理事矢羽々京子さん、右は相談員の根田豊子さん〕
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感
、
イ
ラ
イ
ラ
感

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　

①
行
政
へ
の
臍
願
・
陳
情
活
動

　
　
　

・
昭
和
5
4
年
よ
り
腎
臓
病
の
ロ
ｒ
期
発
見
か
ら
u
-
l

　
　
　
　

会
復
帰
に
ｔ
る
「
腎
疾
患
総
介
対
策
」
の
確

　
　
　
　

政
を
‐
桁
し
、
毎
年
、
１
万
人
以
Ｌ
の
署
名
‥

　
　
　
　

を
集
め
て
国
会
請
願
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　

・
平
成
８
年
に
腎
不
令
忠
嗇
の
災
害
時
対
策
の

　
　
　
　

確
＞
:
を
県
議
会
に
請
願
し
て
採
択
さ
れ
て
い

　
　
　
　

る
。
ま
た
、
適
宣
、
透
析
施
設
偏
在
の
解
消

　
　
　
　

を
め
ざ
し
県
議
会
や
行
政
へ
の
陳
愉
活
動
を

　
　
　
　

行
っ
て
い
る
。

　
　

②
情
報
の
提
供
と
体
験
交
流
を
図
る
た
め
の
活
勣

　
　
　

・
機
関
紙
「
岩
腎
会
だ
よ
り
」
を
昭
和
6
0
年
９

　
　
　
　

月
よ
り
宛
行
。
現
在
は
毎
月
発
行
し
、
１
５

　
　
　
　

２
り
と
な
っ
て
い
る
。

●●

●

③
組
織
強
化
の
活
勣

　

・
平
成
９
年
に
｝
＜
＾
"
Ｃ
地
区
患
行
会
の
結
成
、
ｆ

　
　

成
Ｈ
年
遠
野
地
区
患
者
会
結
成
な
ど
を
巡
め

　
　

て
い
る
。

　

・
弔
成
1
7
年
よ
り
新
人
会
口
奨
励
金
制
度
を
確

　
　

政
し
て
、
会
貝
の
増
人
に
努
め
て
い
る
。

４
移
植
医
療
の
確
立
を
目
指
す
活
動

　

・
昭
和
5
6
年
よ
り
侈
植
医
療
の
確
政
を
口
指
し
、

　
　

臓
器
侈
植
推
進
の
た
め
、
ま
た
、
腎
臓
病
の

　
　

県
民
へ
の
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
街
頭
キ
ャ

　
　

ン
ペ
ー
ン
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。
現
在
は
･
ｉ
＞

　
　

年
１
万
枚
の
ド
ｆ
Ｉ
カ
ー
ド
を
配
布
し
、
県

　
　

行
の
火
態
調
査
（
令
数
調
査
）
を
行
い
、
原

　
　

疾
患
か
ら
忠
者
の
作
ら
し
な
ど
令
般
に
わ
た

　
　

る
鯛
在
を
行
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
報
杵
心
‥
を

　
　

作
成
・
宛
行
し
た
。

⑦
会
員
の
交
流
と
親
睦
を
図
る
た
め
の
活
助

　

・
ｆ
成
。
几
年
よ
り
令
県
交
流
会
を
毎
年
開
佻
。

　

・
ｆ
成
８
年
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
人
会
を
毎
年
、
ま

　
　

た
、
県
内
各
地
で
も
毎
年
開
佻
、

　

・
ｆ
成
1
0
年
よ
り
学
習
会
を
県
内
各
地
に
て
開

　
　

催
。

　

・
ｆ
成
1
0
年
よ
り
栄
養
桁
導
を
各
地
で
の
べ
７

　
　

回
開
催
。

　

・
平
成
1
8
年
よ
り
家
族
交
流
会
を
毎
年
開
催
。

内
1
0
巾
に
お
い
7
2
0
0
人
の
参
加
で
火
施

　

２
岩
手
低
肺
の
会

し
て
い
る
。
こ
の
桔
ｍ
｀
、
ｆ
成
1
0
年
に
小
野

　
　

な
前
会
長
が
、
翌
年
に
は
岩
’
ｒ
県
腎
臓
病
の

　
　

会
が
厚
生
人
匝
よ
り
感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
。

1
5
腎
臓
病
の
啓
蒙
と
知
瞰
の
向
上
を
目
指
す
活
動

　

・
ｆ
成
Ｈ
年
よ
り
県
民
を
対
象
と
し
た
移
植
フ
ォ
ー

　
　

ラ
ム
を
（
財
）
い
わ
て
愛
の
健
康
づ
く
り
財

　
　

団
及
び
県
と
共
催
で
毎
年
開
佻
。

　

・
ｆ
成
９
年
よ
り
忠
Ｉ
ｔ
を
対
象
と
し
て
医
療
問

　
　

題
や
社
会
福
祉
制
度
に
関
す
る
学
習
講
演
会

　
　

を
毎
年
開
佻
、

（
Ｑ
調
査
研
究
事
業

　

・
ｆ
成
1
0
年
、
ｆ
成
1
6
年
に
県
内
の
腎
不
令
患

医
学
的
病
名
肺
機
能
障
害

団
体
代
表
者
名

　

不
在

結
成
年
月
日

　

ｆ
成
６
年
４
月
９
‐

達

　

絡

　

先

　

難
病
連

　

現
在
、
机
織
と
し
て
の
活
動
は
停
ま
し
て
お
り
ま
す
。

35



３
岩
手
ス
モ
ン
の
会

医
学
的
病
名
『
Ｓ
ｕ
ｂ
ａ
ｃ
ｕ
ｔ
ｅ
-
Ｍ
ｙ
ｒ
l
o
-
Ｏ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
ｏ
-
Ｎ
ｅ
ｕ

　
　
　
　
　
　
　

『
ｏ
召
’
尽
』
の
頭
文
字
（
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
）

　
　
　
　
　
　
　

で
す
。

団
体
代
表
者
名

　

帷

　

子

　
　
　

貢

結
成
年
月
日

　

昭
和
4
5
（
1
9
7
0
）
年
５
月
２
口

連

　

絡

　

先

自
覚
症
状

　
　

①
上
行
性
の
下
半
身
の
嘩
れ

　

②
ド
ｔ
身
麻
庫

　
　

③
足
の
底
に
何
か
べ
っ
た
り
着
い
て
る
感
じ

　

④

　
　

歩
行
不
能
に
な
る

　

⑤
失
明
な
ど
‐
に
も
障
害
が

　
　

出
る

　

⑥
足
首
が
強
く
締
め
付
け
ら
れ
る
感
じ

　
　

⑦
常
に
ジ
ン
ジ
ン
し
た
痛
み

　

⑧
そ
の
他

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
助
内
容

　
　

ス
モ
ン
は
キ
ノ
フ
ォ
ル
ム
に
よ
る
薬
害
で
す

　
　

キ
ノ
フ
オ
ル
ム
と
は

　
　
　

キ
ノ
フ
ォ
ル
ム
は
、
1
9
1
8
年
ス
イ
ス
で
外

　
　

用
消
毒
剤
と
し
て
闘
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
に

　
　

は
日
本
薬
局
方
に
劇
薬
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
た

　
　

も
の
で
す
。
こ
の
薬
効
性
の
強
さ
か
ら
、
当
時
の

　
　

陸
軍
が
下
痢
止
め
の
内
服
薬
と
し
て
使
川
し
始
め
、

　
　

欧
米
で
は
、
ア
メ
ー
バ
赤
俐
の
特
効
薬
と
し
て
使

　
　

川
し
て
い
ま
し
た
。
1
9
3
6
年
の
日
本
薬
局
方

　
　

改
正
に
よ
っ
て
、
「
劇
薬
」
に
指
定
さ
れ
た
も
の

　
　

の
、
1
9
3
7
年
Ｈ
支
事
変
勃
発
を
契
機
に
中
国

　
　

大
陸
に
進
出
し
、
「
ア
メ
ー
バ
赤
痢
」
対
策
と
し

て
、
日
本
に
キ
ノ
フ
ォ
ル
ム
の
原
木
輸
人
が
出
来

な
く
な
っ
て
代
川
品
を
作
り
、
代
わ
り
に
1
9
3

9
年
「
戦
時
薬
局
方
改
正
」
に
よ
り
一
般
普
通
薬

に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
キ
ノ
フ
ォ
ル
ム
は
、
収
り

扱
い
注
意
で
あ
っ
た
。
体
重
Ｉ
キ
ロ
に
対
し
て
、

０
　
１
グ
ラ
ム
・
・
・
・
・
ロ
０
　
６
グ
ラ
ム
を
極
址
と
す
る
・
：
と

有
り
ま
し
た
。

ス
モ
ン
と
は

　

ス
モ
ン
「
Ｓ
ｕ
ｂ
ａ
ｃ
ｕ
ｔ
ｅ
-
Ｍ
ｙ
ｅ
ｌ
ｏ
-
〇
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
ｏ
-
Ｎ
ｅ
ｕ
ｒ

ｏ
習
ｔ
ｈ
ｙ
ｊ
（
亜
急
性
・
脊
髄
・
視
神
経
・
末
哨
神

経
障
轡
）
の
略
で
「
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
」
の
頭
文
字
を
と
っ

た
つ
ま
り
（
ス
モ
ン
）
で
あ
り
ま
す
。

　

ス
モ
ン
は
、
1
9
5
5
年
代
に
キ
ノ
フ
ｔ
ル
ム

の
大
量
生
産
、
大
址
消
費
の
時
代
に
入
り
、
そ
れ

と
共
に
全
岡
で
ス
モ
ン
患
者
が
散
発
的
に
発
生
し
、

1
9
6
0
年
代
か
ら
大
址
発
生
に
至
っ
た
。
特
に

北
海
道
釧
路
で
大
発
生
を
見
た
そ
の
原
囚
が
分
か

ら
ず
に
釧
路
病
と
呼
ば
れ
、
埼
玉
県
戸
川
で
大
発

生
し
て
戸
田
の
奇
病
と
呼
ば
れ
た
。
山
形
県
米
沢

や
岡
山
県
井
原
な
ど
で
大
発
生
を
し
ま
し
た
。
一

部
地
域
に
人
発
生
し
た
の
で
伝
染
病
で
は
な
い
か

な
ど
と
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
病
院
で

は
ス
モ
ン
患
者
を
一
箇
所
に
集
め
隔
離
す
る
所
も

あ
り
、
ス
モ
ン
患
者
は
4
0
代
、
5
0
代
の
働
き
盛
り

の
人
で
、
男
性
対
女
性
で
は
女
性
は
圧
倒
的
に
多

く
、
男
性
の
場
合
は
肉
体
労
働
者
に
は
ス
モ
ン
に

な
る
人
は
殆
ど
無
く
、
頭
脳
労
働
者
に
多
く
見
ら

れ
た
。
特
に
学
校
の
先
生
と
か
内
ｉ
Ｓ
事
彷
職
な
ど

に
多
く
見
ら
れ
た
。
1
9
7
0
年
２
月
の
朝
口
新

闘
記
事
の
ト
ッ
プ
に
京
人
教
授
の
「
ウ
ィ
ル
ス
説
」

が
報
道
さ
れ
、
益
々
伝
染
病
説
が
広
ま
り
、
得
体

の
知
れ
な
い
ス
モ
ン
に
苦
し
み
、
ス
モ
ン
の
た
め

に
働
く
事
も
出
来
ず
に
、
経
済
的
な
負
担
と
、
社

会
的
に
は
村
八
分
的
な
目
に
あ
い
、
前
途
を
悲
観

し
て
ス
モ
ン
患
者
が
全
国
で
５
０
０
人
以
上
も
自

殺
ｌ
ｉ
ｅ
が
出
ま
し
た
。
あ
る
銭
湯
で
ス
モ
ン
患
者
が

入
浴
し
よ
う
と
、
何
時
も
行
っ
て
い
る
銭
鴻
に
行
っ

た
ら
、
あ
な
た
が
来
る
と
お
客
さ
ん
か
来
な
く
な

る
か
ら
、
来
な
い
で
く
れ
と
言
わ
れ
た
人
も
有
っ

た
樫
で
す
。

　

1
9
7
0
年
８
月
新
潟
大
学
教
授
俳
忠
雄
先
生

に
よ
り
、
ス
モ
ン
の
原
囚
は
キ
ノ
フ
ォ
ル
ム
で
有

る
と
発
表
し
、
同
年
９
月
８
口
厚
生
省
に
よ
っ
て

キ
ノ
フ
ォ
ル
ム
の
使
川
発
売
禁
止
措
吐
が
収
ら
れ

た
、
そ
の
後
ス
モ
ン
の
発
症
が
終
息
し
た
。

盛
岡
ス
モ
ン
訴
訟
に
つ
い
て

　

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
1
9
7
0
年
９
月
８

日
厚
生
省
に
お
い
て
、
キ
ノ
フ
ォ
ル
ム
の
使
川
発

売
の
禁
止
措
殿
が
と
ら
れ
た
後
に
は
、
新
し
い
ス

モ
ン
患
者
が
一
人
も
発
生
し
て
い
な
い
。
し
か
し

原
囚
が
分
か
っ
た
事
に
よ
り
新
し
い
展
開
か
始
ま
っ

た
。
そ
れ
は
加
害
者
が
出
た
事
に
よ
っ
て
そ
の
責

任
を
梁
た
さ
せ
る
た
め
に
、
訴
訟
を
す
る
事
に
決

ま
っ
た
。
相
手
は
製
一
一
｀
会
社
と
国
に
対
し
て
、
キ

ノ
フ
ォ
ル
ム
を
製
造
販
売
し
た
、
田
辺
製
薬
、
武

田
薬
品
、
チ
バ
ガ
イ
ギ
ー
、
の
製
薬
３
吐
と
、
そ

れ
を
認
可
し
た
国
に
対
し
て
、
損
害
賠
償
を
求
め

る
巾
″
に
し
て
、
1
9
7
1
年
か
ら
キ
ノ
フ
ｔ
ル
ム
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剤
を
投
与
し
た
と
言
う
「
投
薬
証
明
」
を
取
れ
た

人
だ
け
が
、
全
国
ス
モ
ン
の
会
を
通
し
て
東
京
地

裁
に
提
訴
し
ま
し
た
。
岩
手
か
ら
も
数
十
人
の
人

が
提
訴
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
何
時
誰
か
和
解

に
な
っ
た
の
か
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
は
全
く
報
道
さ

れ
ず
に
和
解
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。
投
薬
証
明

を
取
れ
な
か
っ
た
私
達
は
ど
う
す
る
小
も
出
来
ず

に
居
り
ま
し
た
か
、
ス
モ
ン
の
会
全
国
辿
絡
協
議

会
（
ス
全
協
と
略
称
）
と
全
国
の
各
地
ス
モ
ン
の

会
が
強
力
な
運
動
を
進
め
て
来
た
結
果
、
1
9
7

9
年
９
月
1
5
n
‥
田
辺
製
薬
、
武
旧
薬
品
、
チ
バ
ガ

イ
ギ
ー
、
の
製
薬
３
吐
と
、
国
、
に
よ
っ
て
「
投

薬
証
明
の
有
り
無
し
に
か
か
わ
ら
ず
公
平
に
和
解
」

す
る
と
言
う
「
確
認
肖
」
に
調
印
し
た
。
こ
れ
を

契
機
と
し
て
私
も
裁
判
す
る
事
に
決
心
し
て
、
1

9
8
0
年
３
月
3
1
日
に
帷
’
ｒ
宅
に
集
ま
る
よ
う
ガ

リ
版
で
案
内
状
を
印
刷
し
て
差
し
出
し
た
。
そ
の

時
私
の
家
に
は
1
0
名
が
集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。
そ

の
時
に
決
め
た
事
は
、
①
盛
岡
地
方
裁
判
所
に
提

訴
す
る
こ
と
、
②
岩
手
県
民
の
杵
様
に
「
薬
稗
の

恐
ろ
し
さ
」
を
知
ら
せ
る
小
、
を
決
め
皆
ん
な
か

賛
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
ず
弁
護
士
を
お
願
い

す
る
為
に
、
お
手
ス
モ
ン
の
会
で
は
当
時
社
会
党

の
県
議
だ
っ
た
横
田
チ
エ
さ
ん
に
は
大
変
お
殴
‥
話

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
私
か
お
願
い
に
行
っ

た
時
は
そ
の
息
子
さ
ん
に
、
議
席
を
蹟
っ
て
い
た

の
で
、
当
時
共
産
党
の
県
議
横
旧
綾
二
さ
ん
を
、

尋
ね
て
県
議
会
控
室
に
行
っ
て
、
盛
岡
で
ス
モ
ン

訴
訟
を
す
る
の
で
弁
護
士
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

と
お
願
い
し
た
所
、
澪
藤
統
一
郎
先
生
を
紹
介
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
ほ
ｔ
遠
洋
藤
先
生
に
お
口
に
か

か
っ
た
と
こ
ろ
「
私
は
、
薬
許
訴
訟
は
や
っ
た
こ

と
は
無
い
が
東
京
に
は
ス
モ
ン
薬
稗
訴
訟
を
し
て

い
る
弁
護
士
を
知
っ
て
い
る
か
ら
や
っ
て
見
よ
う
」

と
引
受
け
て
頂
い
た
。
そ
の
時
洋
藤
先
生
か
ら
ま

だ
沢
山
ス
モ
ン
患
者
が
居
る
と
思
う
か
ら
、
マ
ス

コ
ミ
を
通
し
て
、
ス
モ
ン
の
潜
在
患
者
の
掘
り
起

こ
し
を
し
よ
う
と
言
う
事
で
、
三
同
ほ
ど
記
抒
会

見
を
し
て
ス
モ
ン
患
者
は
申
し
出
る
よ
う
呼
び
か

け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
ス
モ
ン
被
稗
者
も
増
え
2
7

名
に
な
り
ま
し
た
。
渾
藤
先
生
は
岩
手
県
内
の
弁

も
無
く
原
告
2
7
名
全
員
の
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
そ
の
時
の
和
解
金
は
症
度
１
の
場

合
―
、
０
０
０
万
円
、
症
度
ｎ
の
場
合
１
、
５
０
０

万
円
、
症
度
Ⅲ
の
場
合
２
、
５
０
０
万
円
、
そ
れ

に
年
齢
加
算
、
一
家
の
主
柱
加
算
、
主
岫
加
算
、

が
あ
り
、
更
に
歩
行
不
能
の
寝
た
き
り
の
人
は
超

巫
症
、
目
の
見
え
な
い
人
は
超
重
症
、
□
が
見
え

ず
寝
た
き
り
の
人
は
、
超
超
、
重
症
と
し
て
介
護

手
当
て
が
支
給
さ
れ
て
属
り
ま
す
。

護
上
さ
ん
や
坐
ａ
の
弁
護
士
さ
ん
に
呼
び
か
け
ｔ
、

　

４
岩
手
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

盛
岡
ス
モ
ン
訴
訟
の
弁
護
Ｍ
は
二
十
数
名
と
な
り

ま
し
た
。
弁
護
士
さ
ん
の
色
々
な
手
続
き
を
し
て
、

盛
岡
地
餓
に
1
9
8
0
年
８
月
１
‐
に
第
一
次
訴

訟
原
告
2
2
名
が
提
訴
し
ま
し
た
。
同
年
1
0
月
3
0
日

第
二
次
訴
訟
原
告
４
名
、
1
9
8
1
年
６
月
1
0
日

第
三
次
訴
訟
原
告
１
名
遺
族
１
名
を
含
む
合
計
2
7

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

名
か
提
訴
し
て
裁
判
か
闘
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間

　
　

自
覚
症
状

出
張
裁
判
も
行
わ
れ
訴
訟
時
に
は
投
薬
証
明
か
無

く
て
も
、
ど
の
製
薬
会
吐
に
賠
償
を
求
め
る
か
に

つ
い
て
お
医
者
さ
ん
か
ら
、
投
薬
の
事
実
を
証
明

さ
せ
る
為
に
各
病
院
で
出
張
裁
判
も
行
い
、
そ
の

閥
に
も
１
名
２
名
と
和
解
が
進
み
、
誰
が
何
時
何

処
で
症
度
い
く
ら
で
和
解
に
な
っ
た
か
な
ど
、
新

聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
な
ど
マ
ス
コ
ミ
で
は
小

細
か
く
報
道
し
私
の
初
期
の
目
的
が
迷
成
さ
れ
ま

し
た
。
1
9
8
5
年
７
月
2
9
日
に
一
人
の
脱
落
抒

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

小

　

原

　
　
　

勝

平
成
1
1
（
1
9
9
9
）
年
６
月
４
日

事
務
局

　
　
　

「
病
名
の
山
来
」
西
暦
1
8
1
7
年
に
（
１
９

　
　

２
年
前
）
イ
ギ
リ
ス
の
医
師
で
ジ
ェ
ー
ム
ス
ー
パ
ー

　
　

キ
ン
ソ
ン
氏
に
よ
リ
発
浚
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
　
　

「
症
状
の
特
徹
」
振
戦
↓
手
足
が
震
え
る
。
固

　
　

縮
↓
筋
肉
が
こ
わ
ば
り
首
や
町
が
う
ま
く
同
ら
な

　
　

い
。
無
勤
↓
勁
作
が
遅
く
顔
の
表
愉
が
乏
し
く
石

　
　

の
地
蔵
さ
ん
に
な
る
。
転
倒
↓
少
な
い
段
差
に
も

　
　

つ
ま
づ
き
よ
く
転
ぶ
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
助
内
容
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・
総
会
を
温
泉
一
泊
で
火
施
出
来
た
ら
楽
し
い
だ

　
　

自
覚
症
状

　

ろ
う
な
？
。
こ
れ
が
現
実
と
な
っ
た
の
が
平
成

　

1
6
年
度
か
ら
で
今
年
六
回
‐
と
な
る
。

・
Ｐ
病
忠
者
の
心
掛
け
に
。
人
と
交
わ
る
、
趣
味

　

を
持
つ
、
何
小
に
も
関
心
を
持
つ
こ
と
が
「
薬

　

効
の
三
要
素
」
と
ａ
わ
れ
る
。

・
こ
れ
を
実
践
す
べ
く
総
会
前
夜
祭
と
な
る
懇
親

　

交
流
会
の
演
技
に
向
か
っ
て
、
会
員
各
位
が

　

「
艶
や
か
な
踊
」
「
華
麗
な
小
椅
子
ダ
ン
ス
」

・
「
哀
愁
″
‐
色
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
」
「
力
強
い
コ
ー
ラ

　

ス
」
「
プ
ロ
顔
負
け
の
陸
奥
演
歌
」
等
々
の
練

　

習
披
露
が
一
番
楽
し
い
と
異
口
同
行
。

・
車
倚
子
利
川
の
患
者
で
、
こ
の
１
年
が
待
ち
遠

　

し
い
と
語
る
佐
藤
さ
ん
は
、
横
浜
在
住
の
娘
さ

　

ん
を
毎
年
付
添
に
呼
び
寄
せ
て
、
６
年
間
受
付

　

一
番
手
で
参
加
。
医
療
講
演
に
代
え
て
、
今
同

　

オ
シ
ャ
ベ
リ
タ
イ
ム
（
家
族
の
部
屋
）
と
（
患

　

嗇
の
部
屋
）
を
企
而
‥
、
自
由
な
宛
言
が
好
評
。

５
全
国
膠
原
病
友
の
会
岩
手
県
支
部

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

遅

　

絡

　

先

膠
原
病

支
部
長

　

古

　

川

　

絢

　

子

平
成
1
0
（
1
9
9
8
）
年
４
月

事
務
岫

　

膠
原
病
は
、
女
性
に
多
い
病
気
で
す
。
発
病
の

症
状
と
し
て
は
、
関
節
が
痛
ん
だ
り
筋
肉
痛
、
手

足
か
冷
た
く
指
の
血
の
気
が
ひ
い
た
よ
う
に
白
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
（
寒
い
と
き
や
緊
張
し
た
と

き
に
で
や
す
い
）

　

他
に
倦
怠
感
、
湿
疹
、
微
熱
（
高
熱
の
こ
と
も

あ
る
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
細
胞
の
周
り
を

結
合
机
織
の
中
の
膠
原
繊
維
に
病
変
が
お
き
ま
す
。

８
、
Ｔ
Ｓ
Ｋ
東
北
障
害
行
Ｍ
体
定
期
刊
行
物
協
会

　

（
低
料
第
３
種
郵
便
）
総
会
出
席

９
、
保
健
所
主
催
ま
た
は
共
催
に
よ
る
講
演
会
、

　

交
流
会
に
出
席

1
0
、
岩
手
県
難
病
疾
患
Ｍ
休
連
絡
協
議
会
ｔ
佻
行

　

事
に
出
席

検
査
に
よ
り
病
変
部
が
分
か
り
病
お
も
決
ま
り
ま

　

６
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会

　

岩
手
県
支
部

す
。
１
な
病
気
は
、
全
身
性
エ
リ
ト
マ
ト
ー
デ
ス
・

　
　

強
皮
症
・
多
発
性
筋
炎
・
皮
膚
筋
炎
・
シ
ェ
ー
ク

　
　

レ
ン
症
峡
群
・
混
介
性
結
八
‥
組
織
病
・
成
人
ス
チ

　
　

ル
病
で
す
。

　
　
　

現
在
で
は
ｆ

ｒ
＊
*
期
発
見
・

"
"
―
'
期
治
療
に
よ
り
予

　
　

後
も
良
好
で
結
嬌
、
出
産
、
就
労
し
て
い
る
方
々

　
　

も
お
ら
れ
ま
す
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　

１
、
全
国
膠
原
病
友
の
会

　

支
部
長
会
譲
・
本
部

　
　
　

総
会
・
医
療
甜
演
会
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
交

　
　
　

流
会
出
席

　
　

２
、
他
県
支
部
と
の
交
流
・
役
員
研
修

　
　

３
、
岩
手
県
支
部
ビ
オ
ラ
の
会
総
会
・
医
療
講
演

　
　
　

会
・
相
談
会
・
疾
忠
別
交
流
会

　
　

４
、
岩
手
県
支
部
ビ
オ
ラ
の
会
会
報
発
行

　
　

５
、
膠
原
病
の
子
ど
も
を
持
つ
家
族
の
染
い
・
医

　
　
　

療
講
演
会
・
佃
別
相
談
会

　
　

６
、
地
域
交
流
会
の
実
施

　
　

７
、
国
会
請
願
署
名
募
金
活
助

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

大

　

澪

　

武

　

仁

平
成
1
2
（
2
0
0
0
）
年
６
月
1
2
日

自
覚
症
状

　
　
　

筋
肉
が
痩
せ
て
力
が
出
な
く
な
る
。
足
が
も
つ

　
　

れ
る
。
ボ
タ
ン
が
か
け
ら
れ
な
く
な
る
。
腕
が
Ｌ

　
　

ら
な
く
な
る
。
首
を
支
え
て
い
ら
れ
な
く
な
る
。

　
　

呼
吸
す
る
筋
肉
も
痩
せ
て
、
息
も
吸
え
な
く
な
る
。

　
　

あ
ご
の
力
も
な
く
な
っ
て
食
小
が
咄
め
な
く
な
る
。

　
　

飲
み
込
め
な
く
な
る
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
勁
内
容

　
　
　

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
は
、
脳
や
知
覚
は
一
常

　
　

の
ま
ま
、
休
の
随
意
筋
だ
け
が
動
か
せ
な
く
な
る

　
　

恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
多
く
の
仲
間
が
悩
み
、
今

　
　

も
死
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま

　
　

れ
て
い
ま
す
。

認



　

し
か
し
、
人
£
呼
吸
器
を
装
吐
し
、
周
り
の
方
々

の
協
力
を
得
な
か
ら
、
社
会
運
助
等
に
参
加
し
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
1
0
万
人
に
４
～

1
0
人
の
発
症
と
ａ
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
病
気
と
共

に
闘
い
生
き
る
仲
間
や
、
支
援
者
の
方
々
を
、
い

つ
も
待
っ
て
お
り
ま
す
。

☆
会
ほ
行
志
に
よ
る
、
月
１
∴
凹
の
お
茶
会
（
第
。
．

　

Ｌ
陥
‐

　

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

　

ふ
れ
あ
い

　

ラ
ン
ド
喫
茶
雲
の
Ｕ
り
）
の
開
催

☆
吸
引
講
習
会
等
の
研
修
会
の
開
佻
（
年
２
回
）

☆
会
員
へ
の
友
愛
訪
問
活
動

　

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

７
卯
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
支
部

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連自

進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

駒

　

場

　

恒

　

雄

昭
和
5
3
（
1
9
7
8
）
年
６
月
Ｉ
Ｔ
Ｓ
日

　

絡

　

先

覚
症
状

　

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
は
、
正
縮
に
は
進
行
性

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
こ
と
で
す
。
略
し
て
筋
ジ

ス
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
握
力
の
低
下
と
迎
和
感
、

つ
ま
づ
い
て
転
ん
だ
り
、
虞
位
か
ら
の
立
ち
上
が

り
困
難
や
歩
行
姿
勢
の
異
常
。
脱
力
感
な
ど
の
症

伏
で
肝
機
能
障
害
と
し
て
の
診
断
な
ど
、
様
々
な

　
　

経
過
を
た
ど
り
陥
定
診
断
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

　
　

ま
す
。

　
　
　

病
状
や
発
症
年
齢
な
ど
で
、
様
々
の
タ
イ
プ
に

　
　

分
か
れ
て
い
ま
す
。
幼
児
期
に
診
断
さ
れ
る
柵
山

　
　

型
、
デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
型
。
‘
町
年
期
な
ど
成
人
に
な
っ

　
　

て
か
ら
診
断
さ
れ
る
筋
強
直
性
、
肢
体
型
、
顔
而

　
　

町
甲
上
腕
型
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

筋
ジ
ス
は
、
筋
肉
の
栄
箆
障
害
に
よ
り
体
、
上

　
　

ド
肢
な
ど
を
動
か
す
と
い
う
動
作
、
例
え
ば
歩
く

　
　

こ
と
な
ど
が
で
き
な
く
な
る
大
変
困
っ
た
病
気
で

　
　

す
（
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
は
異
栄
養
と
い
う
意
味

　
　

で
す
）
。
ま
た
、
四
肢
脱
力
な
ど
の
症
状
が
巡
行

　
　

性
で
あ
る
こ
と
、
遺
伝
’
ｒ
異
常
に
よ
る
病
気
で
あ

　
　

る
こ
と
、
筋
肉
の
机
織
に
は
変
性
と
再
生
と
い
う

　
　

病
的
変
化
が
起
き
、
徐
々
に
四
肢
や
呼
吸
筋
、
心

　
　

筋
な
ど
が
低
下
す
る
症
状
と
し
て
い
ま
す
。
近
年

　
　

デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
観
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
、
遺
伝

　
　

’
Ｐ
治
療
、
薬
物
治
僚
な
ど
の
研
究
か
報
告
さ
れ
成

　
　

果
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　

１
、
専
門
医
に
よ
る
相
談
事
業

　
　
　
　

岩
手
県
内
に
は
刄
門
医
が
無
い
こ
と
か
ら
、

　
　
　

宮
城
県
仙
台
市
の
独
ひ
一
行
政
法
人
国
立
病
院
機

　
　
　

構
西
多
貿
病
院
医
師
ら
に
よ
る
吠
療
相
談
を
、

　
　
　

年
に
一
度
県
内
五
会
場
で
県
の
小
業
と
し
て
実

　
　
　

施
。

　
　
　
　

そ
の
ほ
か
、
専
門
医
を
招
い
て
、
病
気
理
解

　
　
　

と
余
病
や
〈
‥
併
症
対
策
の
研
修
会
を
開
催
。

　
　

２
、
療
育
キ
ャ
ン
プ
の
開
催

　
　

患
抒
家
族
を
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
」
に
さ
せ
な

　

い
。
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
仲
間
た
ち
が
一
堂
に

　

会
し
、
交
流
と
親
睦
を
通
し
て
、
自
立
意
欲
と

　

闘
病
意
欲
向
上
を
図
る
１
泊
２
‐
程
度
の
旅
行

　

や
交
流
会
を
開
催
し
て
い
る
。

３
、
専
門
医
や
仲
閥
た
ち
の
情
報
提
供

　
　

曲
目
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
の
ド
部

　

組
織
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
立
精
神
・
神

　

経
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
筋
ジ
ス
研
究
斑
か
ら
最
新

　

情
報
と
、
機
関
紙
「
一
‐
も
ロ
ｆ
く
」
な
ど
の
情

　

報
提
供
。

４
、
年
一
度
の
総
会
と
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
開

　

催

　
　

岩
ｆ
県
支
部
の
総
会
を
年
一
度
開
催
。
束
北

　

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
各
県
持
ち
回
り
で
聞
催
し
、

　

他
県
の
患
抒
家
族
と
の
交
流
や
、
専
門
医
に
よ

　

る
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

５
、
年
会
費
と
加
人
申
し
込
み
先

　

年
会
費

　
　
　

在
宅

　

４
、
０
０
０
円
、

　
　
　

療
箆
介
護
病
棟
生
活
片

　

５
、
５
０
０
円

　

申
込
先

　
　
　

花
≪
ｊ
；
=
二
枚
橋
第
６
地
割
３
０
９
の
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
場
恒
雄
方
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８
岩
手
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会

　
　

全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
支
部

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

心
臓
病

菊

　

池

　

信

　

浩

K
*
成
1
2
（
2
0
0
0
）
年
６
月
2
5
日

自
覚
症
状

　
　
　

４
つ
の
部
屋
、
４
つ
の
弁
か
ら
な
る
心
臓
と
そ

　
　

の
部
屋
へ
つ
な
が
る
血
管
が
正
常
で
な
い
状
態
で

　
　

誕
生
し
た
場
介
光
天
性
の
心
臓
病
と
な
る
。
後
天

　
　

的
な
病
気
と
し
て
は
感
染
性
心
内
談
炎
や
心
筋
炎
、

　
　

川
崎
病
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

Ｉ
ｌ
ｌ
な
症
状
と
し
て
は
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
系
と
呼
吸

　
　

器
の
症
状
で
す
。

　
　
　

チ
ア
ノ
ー
ゼ
と
は
、
唇
や
爪
の
色
、
皮
膚
の
色

　
　

が
紫
色
に
な
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
血
液
中
の
酸

　
　

素
の
量
が
少
な
い
ほ
ど
チ
ア
ノ
ー
ゼ
か
強
く
な
り
、

　
　

休
の
組
織
や
器
官
は
十
分
な
活
動
が
で
き
な
く
な

　
　

り
、
意
識
が
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
心
臓

　
　

に
負
担
が
か
か
り
す
ぎ
た
り
、
心
臓
の
縮
む
力
が

　
　

弱
く
な
っ
て
現
れ
る
症
状
を
心
不
全
と
い
い
ま
す
。

　
　
　

呼
吸
器
の
症
状
は
、
呼
吸
が
荒
く
早
く
な
り
、

　
　

ぜ
い
ぜ
い
息
を
切
ら
し
た
り
、
せ
き
が
出
た
り
し

　
　

ま
す
。
心
臓
病
の
重
い
子
は
、
短
い
距
離
を
歩
い

　
　

て
も
、
息
が
切
れ
て
う
ず
く
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う

　
　

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
ミ
ル
ク
を
飲

　
　

む
址
が
少
な
く
、
ミ
ル
ク
を
飲
む
だ
け
で
ぜ
い
ぜ

　
　

い
し
て
疲
れ
て
し
ま
う
。
汗
を
か
き
や
す
く
泣
き

　
　

声
が
弱
々
し
く
風
邪
を
引
き
や
す
く
風
邪
か
ら
気

　
　

管
支
炎
や
肺
炎
に
な
り
や
す
い
。

　
　
　

ま
た
、
不
整
脈
は
、
不
規
則
な
リ
ズ
ム
で
心
臓

　
　

が
動
き
い
く
な
っ
た
り
遅
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

　
　

で
、
ど
き
ど
き
し
て
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
、
急

　
　

に
血
圧
が
下
が
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

心
臓
病
児
の
子
ど
も
が
将
来
に
向
け
成
艮
・
生

　
　

活
し
て
い
く
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
・
問
題

　
　

か
生
じ
ま
す
。

　
　
　

心
臓
病
を
患
い
な
が
ら
確
立
し
た
社
会
生
活
が

　
　

送
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
次
の
活
助
方
針
の
も

　
　

と
以
下
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

Ａ
活
動
方
針
Ｖ

　
　

川

　

会
員
相
互
の
交
流
に
よ
り
、
悩
み
・
不
安
の

　
　
　

軽
減
に
努
め
助
け
合
う
。

　
　

○

　

会
員
の
要
求
を
受
け
止
め
、
実
現
に
向
け
努

　
　
　

力
す
る
。

　
　

○

　

会
の
存
在
を
広
め
、
会
員
を
増
や
し
、
会
の

　
　
　

体
制
強
化
に
努
め
る
。

　
　

倒

　

現
行
の
医
療
・
Ｍ
祉
制
度
の
利
川
促
進
お
よ

　
　
　

び
、
こ
れ
ら
諸
制
度
を
拡
充
さ
せ
る
運
動
に
取

　
　
　

り
机
む
。

　
　

Ａ
活
勣
内
容
Ｖ

　
　

川

　

交
流
会
・
学
習
会
の
開
佻

　

①

　

医
僚
・
保
健
・
教
育
等
の
み
門
家
に
よ
る

　
　

医
療
講
演
会
・
医
療
相
談
会
の
開
催

　

②

　

茶
話
会
、
交
流
会
・
学
習
会
・
療
育
キ
ャ

　
　

ン
プ
の
開
催

　
　
　

身
近
な
と
こ
ろ
で
の
悩
み
や
ｉ
ｉ
ｎ
し
み
を
語

　
　

り
あ
い
、
少
し
で
も
こ
れ
ら
の
苦
し
み
を
軽

　
　

く
す
る
方
法
を
相
談
し
あ
っ
た
り
、
日
常
生

　
　

活
で
の
小
さ
な
知
恵
や
暮
し
方
を
教
え
助
け

　

③

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

　
　
　

心
臓
病
の
子
ど
も
た
ち
中
心
の
レ
ク
リ
エ
ー

　
　

シ
ョ
ン
（
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　
　

大
会
、
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
等
）
～
病
児
者
が

　
　

自
立
に
向
け
本
人
同
士
の
交
流

　

④

　

本
部
・
他
支
部
、
他
団
体
と
の
交
流
会
。

　
　
　

全
国
迎
営
委
八
会
・
全
国
総
会
、
北
海
道
・

　
　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
へ
の
参
加
。

　
　
　

岩
手
県
難
病
Ｍ
体
連
絡
協
議
会
に
加
盟
し
、

　
　

忠
者
団
体
相
互
の
交
流
・
連
携
に
よ
る
医
療

　
　

福
祉
制
度
の
拡
充
に
向
け
た
活
動
。

９

　

会
報
の
宛
行

　

①

　

会
几
の
声
等
を
紹
介
す
る
。

　
　
　

全
岡
の
会
報
「
心
臓
を
ま
も
る
」
の
ほ
か

　
　

に
、
岩
手
県
支
部
の
会
報
「
ス
キ
ッ
ブ
ー
ス

　
　

テ
ッ
プ
」
を
発
行
し
会
員
の
情
報
交
換
を
は

　
　

か
っ
て
い
ま
す
。

　

②

　

医
療
・
福
祉
・
教
育
・
就
職
情
報
等
を
掲

　
　

祓
す
る
。

○

　

会
以
拡
大

初



①

　

行
政
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
機
関
、
マ
ス

　

メ
デ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
会
の
存
在
や
行

　

小
開
佻
を
広
告
す
る
。

　
　

約
１
０
０
人
に
１
人
の
割
合
で
先
天
性
心

　

疾
患
児
が
生
ま
れ
る
と
い
う
状
況
の
中
、
会

　

の
作
在
を
知
ら
ず
悩
ん
で
い
る
ご
家
族
・
ご

　
　

９

　

本
人
も
多
い
。
そ
し
て
仲
閥
を
増
や
し
て
い

　

く
こ
と
に
よ
り
継
験
交
流
の
質
・
愉
報
量
を

　

充
火
さ
せ
、
よ
り
多
く
の
方
の
不
安
解
消
を

　
　

図
る
。

　

②

　

「
心
臓
病
児
者
の
幸
せ
の
た
め
に
」
等
の

　
　

普
及
、
販
売
箇
所
の
拡
充
を
図
る
。

　

③

　

他
の
日
的
を
同
じ
く
す
る
団
体
と
の
協
力

　
　

に
よ
り
会
口
拡
大
を
図
る
。

剛

　

医
療
・
福
祉
・
教
哩
制
度
の
維
持
・
拡
充

　

①

　

医
療
・
福
祉
・
教
育
制
度
の
維
持
・
拡
充

　
　

の
運
助
を
行
う
。

　

②

　

医
療
・
柚
祉
・
保
健
・
教
育
機
関
と
の
懇

　
　

談
に
よ
り
心
臓
病
児
軒
の
苦
し
み
の
理
解
を

　
　

図
る
。

　

③

　

他
Ｍ
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
会
員
の
要
求

　
　

実
現
運
助
を
行
う
。

○

　

会
運
営
の
維
持

　

①

　

ｎ
助
会
員
の
依
頼
拡
大
、
行
事
開
佻
時
の

　
　

協
賛
依
頼
等
を
行
う
。

　

②

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
閲
体
等
へ
の
協
力
依
頼
・

　
　

連
携
を
図
る
。

叩

　

本
部
、
他
支
部
と
の
迎
携

　

①

　

全
国
総
会
、
全
国
迅
営
委
以
会
へ
参
加
す

　

る
。

②

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
交
流
会
へ
参
加
す
る
。

仙
日
本
て
ん
か
ん
協
会

　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
波
の
会
）

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

て
ん
か
ん

不

　

葉

　

禎

　

子

昭
和
1
9
（
1
9
7
4
）
年
1
2
月
８
日

小
ｉ
ｓ
ｎ
？

　

し
い
の
み
ホ
ー
ム

自
覚
症
状

　
　
　

て
ん
か
ん
と
は
、
何
ら
か
の
原
囚
で
、
脳
の
神

　
　

経
細
胞
で
お
こ
る
一
過
性
の
興
奮
の
た
め
に
、
身

　
　

体
に
発
作
（
て
ん
か
ん
発
作
）
が
現
れ
る
慢
性
の

　
　

脳
の
病
気
で
す
。
発
作
が
脳
の
一
部
か
ら
お
こ
る

　
　

も
の
（
部
分
発
作
）
や
発
作
が
脳
全
休
か
ら
お
こ

　
　

る
も
の
（
全
般
宛
作
）
、
そ
の
他
、
分
類
不
能
な

　
　

も
の
な
ど
あ
り
ま
す
。
脳
の
病
巣
部
分
の
場
所
に

　
　

よ
っ
て
、
発
作
の
あ
ら
わ
れ
方
も
枚
雑
で
す
の
で
、

　
　

日
常
生
活
で
注
意
す
る
こ
と
は
、
発
作
の
タ
イ
プ

　
　

を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
発
作
か
出

　
　

そ
う
な
感
じ
・
不
安
・
吐
き
気
・
頭
痛
・
凝
視
・

　
　

自
動
症
（
部
分
発
作
）
、
意
識
障
害
や
動
作
の
停

　
　

止
（
全
休
発
作
）
ガ
ク
ン
ガ
ク
ン
の
け
い
れ
ん
、

　
　

な
ど
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

岩
乎
県
支
部
の
運
営
方
針
を
次
の
よ
う
に
決
め

　
　

て
（
毎
年
の
総
会
時
に
確
信
し
あ
っ
て
い
ま
す
）

　
　
　

―
、
会
員
の
希
望
や
要
求
を
大
事
に
し
た
活
動

　
　
　

２
、
「
て
ん
か
ん
」
の
正
し
い
理
解
と
知
敵
の

　
　
　
　

普
及

　
　
　

３
、
政
府
、
行
政
に
対
す
る
要
晴
活
動

　
　
　

４
、
支
部
組
織
の
強
化
、
拡
充
と
会
員
の
拡
大

　
　
　

５
、
事
筋
局
の
業
筋
の
円
滑
化
と
協
力
体
制

　
　
　

こ
の
方
針
に
沿
っ
た
年
間
の
活
動
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

　
　

プ
し
ま
す
と
、

　
　

１
に
つ
い
て

　
　
　
　

支
部
通
信
「
や
ま
び
こ
」
（
月
刊
）
を
宛
刊

　
　
　
　

当
初
よ
り
欠
け
る
事
な
く
続
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
２
０
０
号
は
2
0
1
0
年
２
月
の
予
定
）

　
　
　
　

青
年
部
（
患
者
本
人
部
会
）
で
は
、
カ
ラ
オ

　
　
　
　

ケ
会
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
話
合
い
等
集
ま
る
機

　
　
　
　

会
を
計
画
し
、
元
気
を
分
け
合
っ
て
い
ま
す
。

　
　

２
に
つ
い
て

　
　
　
　

て
ん
か
ん
の
正
し
い
理
解
を
得
る
こ
と
（
家

　
　
　
　

族
及
び
社
会
）
の
‐
的
で
、
毎
年
県
下
を
ま

　
　
　
　

わ
っ
て
（
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
）
「
て
ん

　
　
　
　

か
ん
市
民
講
座
」
を
行
う
計
画
を
し
、
実
践

　
　
　
　

し
て
い
ま
す
。
2
0
0
9
年
度
は
県
北
ブ
ロ
″

　
　
　
　

ク
（
久
慈
市
）
と
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
（
奥
州
市
）
。

　
　
　
　

又
、
「
て
ん
か
ん
療
育
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

　
　
　
　

を
８
月
に
行
い
ま
す
。
2
0
0
9
年
は
８
月

　
　
　
　

2
9
・
3
0
‐
に
陸
前
高
田
市
、
高
ｍ
松
原
で
開

　
　
　
　

催
。

4j



10
３
に
つ
い
て

　
　

毎
年
、
Ｈ
月
を
「
て
ん
か
ん
制
圧
月
闘
」
と

　
　

位
置
づ
け
。
こ
の
月
間
を
中
心
に
政
府
請
願

　
　

の
署
名
活
勁
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
団

　
　

体
、
佃
人
の
支
援
が
得
ら
れ
、
昨
年
度
の
詰

　
　

願
は
全
項
口
が
衆
・
参
鍛
員
で
受
託
さ
れ
会

　
　

員
一
同
大
喜
び
。

４
に
つ
い
て

　
　

ひ
と
り
で
悩
ん
だ
り
、
苦
し
ん
だ
り
し
て
い

　
　

る
患
者
が
一
人
で
も
い
る
か
ぎ
り
、
「
仲
間

　
　

に
な
っ
て
共
に
手
を
携
え
生
き
る
存
び
を
見

　
　

出
し
て
ほ
し
い
。
」
と
会
八
拡
人
迎
助
に
取

　
　

り
組
ん
で
い
ま
す
。

５
に
つ
い
て

　
　

世
話
人
（
役
員
）
が
広
い
岩
手
県
に
散
ら
ば
っ

　
　

て
い
ま
す
。
事
務
局
の
仕
事
が
円
滑
に
と
り

　
　

行
わ
れ
て
い
る
事
が
必
要
で
す
。
力
を
出
し

　
　

あ
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

岩
手
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の
会

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

血
友
病

高

　

檎

哲

　

司

　

（
会
長
代
行
・
剛
会
艮
）

昭
和
’
一
一
（
1
9
6
7
）
年
７
月
3
0
‐

＝
;
-
ｉ
Ｓ
！
５

　

村

　

上

　

山

　

則

自
覚
症
状

　
　
　

全
身
の
出
血
傾
向
、
関
節
障
害
（
特
に
肘
・
膝
・

　
　

足
関
節
障
害
）
、
運
助
や
助
作
（
特
に
歩
行
障
害
）

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　

１
、
は
じ
め
に

　

Ｉ
沿
革
ト

　
　
　
　

「
岩
乎
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の
会
」
は
、
血
友

　
　
　

病
患
者
の
団
体
で
す
。
創
設
は
昭
和
4
2
年
７
月
、

　
　
　

す
で
に
Ｃ
Ｖ
Ｊ
年
を
経
て
い
ま
す
。
そ
の
閥
、
エ
イ

　
　
　

ズ
感
染
の
拡
大
な
ど
に
伴
い
、
…
Ｇ
予
の
会
並
び

　
　
　

に
全
岡
の
血
友
病
患
者
会
は
、
活
動
停
止
な
ど

　
　
　

を
余
依
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

岩
手
の
会
は
平
成
1
2
年
に
肖
出
発
し
ま
し
た
。

　
　
　

全
岡
組
織
も
各
地
の
患
嗇
会
が
緩
や
か
な
ネ
″

　
　
　

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
始
め
、
行
政
と
の
話
し
介
い

　
　
　

の
受
け
皿
に
成
艮
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

私
ど
も
は
2
1
年
度
の
総
会
に
お
い
て
、
結
成

　
　
　

当
時
の
名
称
「
岩
手
ヘ
モ
ヒ
リ
ー
友
の
会
」
か

　
　
　

ら
「
岩
手
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の
会
」
に
変
史
し

　
　
　

ま
し
た
。

　
　

２
、
血
友
病
と
そ
の
症
状
・
治
療

　
　
　
　

出
血
を
止
め
る
た
め
に
働
く
血
液
凝
固
囚
子

　
　
　

欠
乏
の
た
め
、
出
血
に
適
切
な
治
療
を
行
な
わ

　
　
　

な
け
れ
ば
生
命
に
関
わ
る
病
気
で
す
。
か
つ
て

　
　
　

は
、
成
人
に
達
す
る
こ
と
な
く
ほ
と
ん
ど
の
忠

　
　
　

者
が
命
を
失
っ
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
根

　
　
　

本
治
僚
は
な
く
、
血
液
凝
閻
囚
子
製
剤
を
注
射

　
　
　

す
る
以
外
に
出
血
を
止
め
る
手
立
て
か
あ
り
ま

　
　
　

せ
ん
。
出
血
は
関
節
に
頻
発
し
、
運
助
障
許
・

　
　
　

身
体
障
害
が
進
行
し
ま
す
。

３
、
治
療
薬
と
思
者
会
の
活
動

　
　
　

【
血
友
病
治
燎
と
薬
稗
】
血
友
病
に
つ
い
て

　

近
年
特
筆
す
べ
き
は
、
治
療
川
の
血
液
製
剤
に

　

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
が
混
人
し
た
こ
と
で
す
。
ウ
ィ

　

ル
ス
感
染
で
‐
本
で
は
3
0
0
0
人
以
上
の
仲

　

閥
か
亡
く
な
り
ま
し
た
。
私
ど
も
は
厚
生
労
働

　

省
の
犯
罪
と
も
い
う
べ
き
行
政
が
招
い
た
薬
害

　

を
許
す
こ
と
か
で
き
ま
せ
ん
。
感
染
を
免
れ
た

　

忠
者
の
多
く
も
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
問
題

　

を
か
か
え
て
い
ま
す
。
血
液
製
剤
の
登
場
は
恩

　

恵
で
あ
っ
た
と
共
に
、
感
染
症
の
危
機
を
作
り

　

出
し
ま
し
た
。
こ
の
困
難
の
解
決
は
ま
だ
遠
い

　

先
の
こ
と
で
す
。

　
　
　

【
患
者
会
と
安
令
な
血
液
製
剤
】
患
抒
は
、

　

安
全
な
血
液
製
剤
聞
発
と
そ
れ
に
よ
る
止
･
ｓ
£
：

　

理
を
望
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
製
剤

　

供
給
者
や
医
療
者
と
の
情
報
交
換
と
学
習
は
欠

　

か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
会
で
は
総
会
等
の

　

機
会
を
活
川
し
、
血
友
病
専
門
医
（
当
会
顧
悶
）

　

・
肝
臓
疾
患
専
門
医
の
先
生
方
と
の
交
流
を
深

　

め
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
患
者
も
病
気
に
つ
い

　

て
の
情
報
収
集
と
学
習
、
選
択
が
求
め
ら
れ
る

　

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
友
の
会
も
、
そ
の
役
割

　

の
一
部
を
担
う
こ
と
を
口
的
と
し
て
い
ま
す
。
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岩
手
県
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
友
の
会

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

自
覚
症
状

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病

中

　

村

　

哲

　

夫

平
成
1
0
年

甦
病
連

の
愉
報
の
交
換
を
通
じ
て
友
愉
を
深
め
て
い
き
た

い
。
自
分
た
ち
ば
か
り
で
な
く
他
の
難
病
忠
者
と

連
帯
し
て
難
病
対
策
の
充
実
を
朗
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
ん
な
願
い
を
持
っ
て
発
足
し
た
の
が
「
岩
１
　

県
ベ
ー
チ
エ
。
卜
病
友
の
会
」
の
結
成
の
原
点
で

す
。

　

出
現
頻
度
の
商
い
口
腔
内
ア
フ
タ
、
皮
膚
症
状
、

眼
症
状
、
外
陰
部
潰
瘍
の
四
症
状
が
主
症
状
と
さ

　
　

1
2
岩
手
県
血
管
閉
塞
症
の
会

れ
、
副
症
状
と
し
て
は
関
節
炎
、
腸
の
潰
瘍
、
血

竹
炎
、
中
枢
呻
経
症
状
な
ど
５
つ
の
症
状
を
伴
う

　
　

医
学
的
病
名

こ
と
が
桁
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
眼
症
状
か
ら
く
る
「
ぷ
ど
う
膜
炎
」
に
羅

　
　

漢
し
ま
す
と
、
突
然
に
脱
力
低
ド
を
き
た
し
、
火

　
　

明
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

会
は
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
視
覚
障
害
を
も
っ

　
　

て
お
り
、
単
独
で
の
集
会
出
席
が
不
可
能
で
あ
り
、

　
　

こ
の
こ
と
が
会
の
活
動
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
ま

　
　

す
。

　
　
　

当
而
は
、
屯
話
で
の
連
絡
や
相
談
、
愉
報
の
提

　
　

供
な
ど
を
通
し
て
会
員
の
相
互
連
携
を
深
め
、
徐
々

　
　

に
会
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
弩
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

患
者
の
中
に
は
、
現
在
症
状
の
安
定
し
て
い
る

　
　

方
も
い
ま
す
が
、
治
療
巾
の
方
も
多
く
お
ら
れ
ま

　
　

す
。

　
　
　

忠
者
同
七
が
そ
れ
ぞ
れ
手
を
携
え
て
、
人
生
を

　
　

豊
か
に
広
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
症
状
や
治
療

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

自
覚
症
状

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

一
特
定
疾
忠
で
は
「
ビ
ュ
ル
ガ
ー
病
」

　

又
は
「
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
」

冨

　

永

　

金

　

佑

嘔
成
1
4
年
５
月
1
9
日

　

こ
の
疾
患
は
令
岡
推
計
で
約
一
万
人
、
ｍ
″
女
比

は
九
対
一
、
年
齢
は
3
0
代
～
4
0
代
に
多
く
、
患
者

の
中
心
は
4
5
～
5
5
歳
で
″
川
齢
化
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
原
囚
は
不
明
だ
が
喫
煙
ｉ
Ｃ
の
血
管
に
与
え
る

影
響
が
誘
閃
と
い
わ
れ
て
い
る
。
岩
予
県
で
は
約

百
人
位
で
賤
侈
し
て
い
る
。

　

症
状
は
四
肢
の
動
脈
に
閉
塞
が
起
き
、
冷
感
、

し
び
れ
感
、
レ
イ
ノ
ー
現
象
が
起
き
る
。
咀
度
に

な
る
と
間
欠
性
政
行
、
安
静
時
疼
痛
、
指
先
に
泌

瘍
や
壊
死
が
出
現
し
薬
物
治
療
、
外
科
的
手
術
が

必
要
と
な
る
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

会
以
は
収
症
抒
が
多
く
歩
行
困
饉
等
の
た
め
総

　
　

会
に
参
加
で
き
な
い
の
で
、
連
絡
や
情
報
交
換
は

　
　

屯
話
か
文
ガ
に
た
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
弔
成
ト

　
　

八
年
よ
り
代
表
者
か
倒
れ
人
退
院
し
て
い
る
た
め
、

　
　

総
会
は
開
か
れ
て
い
な
い
。

　
　
　

岩
手
の
会
か
で
き
る
以
前
か
ら
、
代
表
者
は
令

　
　

国
組
織
の
「
希
望
の
会
」
の
代
表
で
も
あ
り
、
ま

　
　

た
、
北
海
道
難
連
加
盟
の
「
北
海
遺
バ
ー
ジ
ャ
ー

　
　

病
の
会
」
と
の
悄
報
交
換
は
続
い
て
行
わ
れ
て
い

　
　

る
。

1
3
脊
髄
小
脳
変
性
症
友
の
会

医
学
的
病
名

　

仔
髄
小
脳
変
性
症

団
体
代
表
者
名

　

洋

　

山

　

禎

　

信

結
成
年
月
日

　

弔
成
1
2
（
2
0
0
0
）
年

遅

　

絡

　

先

自
覚
症
状

　
　
　

眼
振
、
四
肢
体
幹
失
調
、
自
律
神
経
症
状
、
朝

　
　

嘔
吐
、
歩
行
時
ふ
ら
つ
き
、
霞
字
・
構
跨
障
害

　
　

（
患
者
一
人
ひ
と
り
の
症
状
は
迎
う
）

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

病
状
に
八
‥
わ
せ
た
活
勁
に
な
る
の
で
川
体
で
の

　
　

集
ま
り
は
あ
ま
り
出
来
な
い
。
た
だ
い
つ
も
思
う

　
　

こ
と
は
一
人
で
悩
ま
な
い
で
下
さ
い
。
と
い
う
こ

　
　

と
！
友
が
い
る
。
仲
間
が
い
る
。
吠
学
は
進
む
。
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と
思
い
ふ
る
え
る
手
で
詩
を
μ
い
て
歌
っ
て
い
ま

す
。

　

難
病
述
の
皆
さ
ま
の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
楽

し
く
過
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
渾
山
）

県
中
央
区
重
症
心
身
障
害
児
者

　
　
　
　
　

問
題
連
絡
協
議
会

　

構
成
団
体
と
し
て
、
岩
手
県
肌
症
心
身
障
許
児

（
者
）
を
守
る
会
、
ゆ
り
の
木
会
（
ひ
ま
わ
り
学

園
父
母
の
会
）
か
が
や
き
（
都
南
の
園
通
園
小
業
）

父
ほ
の
会
、
盛
岡
餐
護
学
校
の
父
ほ
、
わ
か
く
さ

ホ
ー
ム
親
の
会
ほ
か
佃
人
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ

（
岩
大
の
加
藤
、
鎌
ｍ
先
生
）
が
会
員
で
、
現
在

会
員
数
は
7
0
名
。

1
5
い
わ
て
Ｉ
Ｂ
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
学
的
病
名

　

炎
症
性
腸
疾
患
（
Ｉ
ｎ
ｆ
ｌ
ａ
ヨ
ヨ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

医
学
的
病
名
重
症
心
身
障
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ
ｏ
w
e
l
　
Ｄ
ｉ
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｅ
の
略
称
で
、
Ｉ
Ｂ

団
体
代
表
者
名

　

吉

　

川

　

田
鶴
’
ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｄ
）

結
成
年
月
日

　

平
成
５
（
1
9
9
3
）
年
1
0
月

　
　
　
　

団
体
代
表
者
名

　

立

　

花

　

弘

　

之
（
会
艮
）

連

　

絡

　

先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
成
年
月
日

　

平
成
1
3
（
2
0
0
1
）
年
３
月
1
8
口

自
覚
症
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連

　

絡

　

先
事
筋
局
佐
々
木
賢
治

　
　
　

重
度
の
肢
体
不
自
山
と
知
的
障
害
を
あ
わ
せ
も

　
　

ち
日
常
生
活
に
お
い
て
全
而
介
助
を
必
要
と
す
る

　
　

自
覚
症
状

　
　

児
（
者
）
の
親
た
ち
か
会
Ｕ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

長
期
に
下
痢
、
血
便
か
続
く
原
囚
不
明
の
難
病

　
　
　

’
ｒ
供
た
ち
の
病
状
は
、
脳
性
麻
峰
、
筋
ジ
ス
と

　
　
　
　

で
す
。
通
常
の
食
中
毒
な
ど
と
異
な
り
、
数
口
で

　
　

ロ
フ
ィ
ー
、
水
頭
症
、
て
ん
か
ん
等
多
様
で
あ
る
。

　
　
　

よ
く
な
る
こ
と
は
な
く
艮
期
に
わ
た
り
（
多
く
は

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
生
涯
）
、
よ
く
な
っ
た
り
悪
く
な
っ
た
り
し
な

　
　
　

在
宅
の
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
に
対
す
る
事

　
　
　
　

が
ら
症
状
が
続
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
潰
瘍

　
　

業
と
県
央
地
区
に
入
所
施
設
の
建
設
を
進
め
る
こ

　
　
　
　

（
か
い
よ
う
）
性
人
腸
炎
」
と
「
ク
ロ
ー
ン
病
」

　
　

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
あ
り
ま
す
。
適
切
な
治
療
を
行
え
ば
通
常
の
生

　
　
　

既
存
の
入
所
施
設
は
釜
石
、
一
関
、
南
花
巻
の

　
　
　
　

活
を
行
え
ま
す
が
残
念
な
が
ら
完
全
に
治
る
こ
と

　
　

岡
療
の
３
ヵ
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
手
術
せ
ざ
る
を
得
な
い

　
　
　

平
成
1
3
年
６
月
に
は
矢
巾
町
重
症
心
身
障
轡
児

　
　
　
　

状
況
に
な
る
ケ
ー
ス
も
度
々
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

　
　

施
設
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。
命
を
落
と
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生

　
　

活
か
大
き
く
病
気
の
た
め
に
犠
牲
に
な
る
の
が
こ

　
　

の
病
気
の
特
徴
で
す
。
（
特
に
若
い
患
者
さ
ん
で

　
　

深
刻
で
す
）

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
助
内
容

　
　
　

「
い
わ
て
Ｉ
Ｂ
Ｄ
」
は
、
同
じ
病
気
を
抱
え
た

　
　

仲
間
、
家
族
で
情
報
を
交
換
し
、
ま
た
語
り
合
い
、

　
　

苦
し
ん
で
い
る
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
、
「
一

　
　

人
で
悩
ま
な
い
こ
と
」
「
前
向
き
な
姿
勢
で
病
気

　
　

に
立
ち
向
か
う
こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
た
く
さ
ん

　
　

の
仲
問
た
ち
が
参
加
で
き
る
会
に
し
て
い
き
た
い

　
　

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

Ｉ
Ｂ
Ｄ
は
メ
ン
タ
ル
的
な
部
分
に
も
関
係
が
あ

　
　

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
難
病
（
特
定
疾
患
）
に

　
　

冒
さ
れ
、
不
安
な
日
々
を
送
り
な
が
ら
一
人
で
不

　
　

安
を
抱
え
て
い
て
は
、
桁
神
的
に
も
余
り
良
い
影

　
　

響
か
出
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
悩
み
は
み
ん
な
で

　
　

共
有
し
、
「
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
に
じ
ゃ
な
い
１
」
「
ひ

　
　

と
り
ぼ
っ
ち
に
さ
せ
な
い
」
た
め
の
患
軒
会
で
す
。

　
　
　

そ
の
た
め
に
、
通
Ｕ
の
発
行
や
総
会
・
学
習
会

　
　

で
は
一
年
間
の
と
り
く
み
を
話
合
い
や
、
ド
ク
タ
ー

　
　

の
最
新
医
療
に
つ
い
て
の
講
演
な
ど
で
相
互
に
学

　
　

習
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
流
会
を
開
佻
し

　
　

「
美
味
（
お
い
）
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て
食
べ
よ

　
　

う
」
等
の
腸
疾
患
に
優
し
い
お
料
理
を
つ
く
り
試

　
　

食
し
た
り
、
悄
報
の
交
流
・
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

１
月
に
は
「
炎
症
性
腸
疾
患
市
民
購
座
」
を
岩
手

　
　

県
炎
症
性
腸
疾
患
研
究
会
等
と
介
同
で
開
催
し
病

　
　

気
に
つ
い
て
の
理
解
も
深
め
る
と
り
く
み
も
行
っ

　
　

て
い
ま
す
。
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微
力
な
が
ら
で
も
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、

共
に
行
動
し
、
つ
ら
い
時
は
励
ま
し
あ
っ
て
Ｉ
Ｂ

Ｄ
（
炎
症
性
鵬
疾
患
）
に
負
け
な
い
「
い
わ
て
Ｉ

Ｂ
Ｄ
」
と
仲
間
づ
く
り
を
今
後
と
も
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
手
県
多
発
性
硬
化
症
友
の
会

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

多
発
性
硬
化
症

Ｓ

　

Ⅲ

　

ａ

　

克

弔
成
1
4
年
８
月
４
‐

自
覚
症
状

　
　
　

中
枢
神
経
の
脱
髄
に
よ
り
、
運
動
や
感
覚
の
異

　
　

常
が
お
こ
る
。
自
己
免
疫
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て

　
　

い
ま
す
。
発
病
時
に
よ
く
見
ら
れ
る
症
状
は
、
眼

　
　

の
痛
み
と
脱
力
低
ド
、
歩
行
障
害
、
し
ゃ
べ
り
に

　
　

く
く
な
る
。
食
物
の
の
み
こ
み
か
悪
く
な
る
。
緋

　
　

泄
障
巾
‥
か
認
め
ら
れ
る
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

移
動
不
自
山
な
の
で
、
西
川
の
自
宅
で
交
流
会

　
　

を
年
１
同
開
い
て
い
る
。

　
　
　

饉
病
迎
の
小
さ
い
会
の
交
流
会
に
参
加
し
、
情

　
　

報
交
換
や
交
流
を
し
て
い
る
。

17

岩
手
県
網
膜
色
素
変
性
症
友
の
会

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

網
膜
色
素
変
性
症

高

　

檎

　

義

　

光

ｆ
成
1
5
（
2
0
0
3
）
年
４
月
Ｉ
Ｈ

菅

　

原

　

智

　

子

自
覚
症
状

　

脱
力
低
下

　

視
野
狭
窄

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

当
会
は
／
　
　
　
･
≫
･
成
1
5
年
４
川
に
、
網
膜
色
素
変
性

　
　

症
と
い
う
眼
疾
患
の
難
病
を
持
つ
患
者
お
よ
び
、

　
　

ご
家
族
の
方
々
を
会
員
と
し
て
設
々
‘
い
た
し
ま
し

　
　

た
。
会
以
は
、
設
立
当
初
か
ら
3
0
人
前
後
で
推
侈

　
　

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

当
会
の
目
的
は
、
網
喚
色
素
変
性
症
の
患
者
と
、

　
　

そ
の
家
族
の
人
た
ち
が
お
圧
い
に
励
ま
し
〈
‥
い
、

　
　

ま
た
、
治
療
や
社
会
生
活
な
ど
の
愉
報
交
換
を
し
、

　
　

‐
常
生
活
の
安
定
と
自
立
を
図
り
、
社
会
的
向
上

　
　

を
‐
桁
す
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
と
か
く
、

　
　

眼
か
不
自
山
で
あ
り
ま
す
と
愉
報
の
人
于
が
困
難

　
　

で
す
。
こ
の
情
報
に
は
、
網
膜
色
素
変
性
症
の
こ

　
　

と
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
常
生
活
で
の
工
夫
や
、

　
　

拡
大
読
轡
器
な
ど
の
福
畦
機
器
に
つ
い
て
な
ど
も

　
　

介
ま
れ
ま
す
。
網
膜
色
素
変
性
症
は
、
個
人
に
よ
っ

　
　

て
、
見
え
方
が
い
ろ
い
ろ
な
の
で
、
多
く
の
人
の

　
　

お
話
を
聞
い
て
、
そ
の
中
か
ら
自
分
に
有
川
な
愉

　
　

報
を
選
択
し
て
利
川
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
総

会
終
了
後
や
、
交
流
会
な
ど
に
お
い
て
は
、
お
互

い
の
近
況
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
疾

忠
は
、
進
行
性
の
も
の
な
の
で
、
自
分
の
Ｕ
近
の

見
え
方
な
ど
を
話
し
た
り
し
て
、
そ
の
よ
う
な
状

態
を
経
験
し
た
人
か
ら
、
生
活
上
の
工
夫
な
ど
を

教
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

次
に
、
ｔ
な
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
当
会
は
、

２
年
間
を
一
期
と
し
、
通
常
総
会
は
、
一
年
お
き

に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
眼
疾
患
と
い

う
特
性
か
ら
、
会
員
自
身
の
移
動
に
お
い
て
、
不

自
山
か
伴
う
こ
と
な
ど
を
配
慮
し
て
の
こ
と
で
す
。

総
会
後
は
、
福
祉
機
器
の
展
示
会
を
毎
回
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
最
も
関
心
の
あ
る

こ
と
は
、
網
膜
色
素
変
性
症
の
治
療
方
法
か
、
現

在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
だ
ま
だ
臨
床
的
な
治
療
法
ま
で
は
、
確
立

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
最
近
の
医
学
の
め

ざ
ま
し
い
進
歩
に
よ
り
、
治
癒
で
き
る
疾
患
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
最
新

の
医
学
状
況
を
お
聞
き
す
る
た
め
に
、
隔
年
で
医

療
講
演
会
を
開
佻
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
医
療
講
演
会
を
開
催
し
な
い
年
は
、

福
祉
機
器
の
使
い
方
の
詳
し
い
方
に
、
実
演
を
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
の
講
習
会
や
、
自
杖
を
使
川

し
て
の
歩
行
訓
練
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
け
る
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
事
業
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
毎
年
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

45
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た
め
に
、
一
泊
交
流
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

一
泊
交
流
会
で
は
、
食
事
を
取
り
な
が
ら
、
各
自

の
近
況
を
報
告
し
あ
い
、
最
近
特
に
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
提
起
し
て
い
た
だ

き
、
参
加
者
が
そ
れ
に
対
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
な
ど
、
い
つ
も
楽
し
い
交
流
会
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
同
じ
疾
患
を
持
ち
な

が
ら
も
、
ま
だ
こ
の
会
を
知
ら
な
い
で
、
一
人
で

網
膜
色
素
変
性
症
に
つ
い
て
お
悩
み
に
な
っ
て
い

る
方
々
に
、
こ
の
会
の
存
在
を
周
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
り
て
い
ま
す
。
大
き
い
か
小
さ
い

か
は
別
と
し
て
、
誰
で
も
悩
み
は
持
っ
て
い
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
悩
み
な
ど
を
、
同

じ
疾
患
を
持
つ
人
同
士
で
、
お
話
す
る
こ
と
に
よ

り
、
少
し
で
も
精
神
的
に
負
担
が
慨
く
で
き
れ
ば

い
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
当
会

の
大
き
な
目
的
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

岩
手
県
後
縦
靭
帯
骨
化
症
友
の
会

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

後
縦
靭
帯
骨
化
症

斉

　

藤

　

熊
四
郎

平
成
1
4
（
2
0
0
2
）
年
Ｈ
月
2
7
日

自
覚
症
状

　
　
　

初
発
症
状
は
項
・
瓢
部
痛
、
上
肢
の
し
び
れ
、

　
　

痛
み
で
始
ま
る
こ
と
が
多
い
（
神
経
根
障
害
）
。

　
　

ｆ
桁
の
巧
緻
障
害
で
、
不
器
川
に
な
り
カ
フ
ス
ボ

　
　

タ
ン
が
掛
け
に
く
い
、
箸
で
小
さ
い
も
の
を
つ
ま

　
　

め
な
い
、
書
字
が
ド
手
に
な
っ
て
き
た
な
ど
の
症

　
　

状
や
、
走
れ
な
い
、
隋
段
の
降
り
が
怖
い
な
ど
の

　
　

歩
行
障
害
も
出
現
し
て
く
る
。
進
行
す
る
と
ド
肢

　
　

の
し
び
れ
、
痛
み
、
知
覚
鈍
麻
、
筋
力
低
ド
、
ｈ
・

　
　

Ｆ
肢
の
腱
反
射
異
常
、
病
的
反
射
な
ど
が
出
現
し
、

　
　

痙
性
麻
嘩
を
Ｑ
す
る
。
脊
髄
麻
峰
は
四
肢
に
対
照

　
　

的
に
出
現
す
る
こ
と
が
多
い
。
麻
峰
が
高
度
に
な

　
　

れ
ば
前
横
断
仔
髄
麻
嘩
と
な
り
、
膀
胱
直
腸
障
轡

　
　

も
出
現
す
る
。

　
　
　

自
然
発
症
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
転
倒
な
ど
の

　
　

軽
微
な
外
傷
を
契
機
と
し
て
発
症
す
る
例
や
不
幸

　
　

に
も
脊
髄
損
傷
と
な
る
例
が
あ
る
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

小
さ
い
会
と
し
て
他
の
会
と
の
交
流
を
し
て
い

　
　
　

る
。

　
　
　

保
健
所
と
難
病
連
の
連
携
で
医
療
講
演
会
等
を

　
　
　

開
佻
し
て
い
る
。

　
　

‐
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
活
動
。

1
9
ウ
ィ
ル
ソ
ン
病
友
の
会

医
学
的
病
名

　

ウ
ィ
ル
ソ
ン
病

団
体
代
表
者
名

　

橋

　

本

　

一

　

笑

結
成
年
月
日

　

ｆ
成
1
5
（
2
0
0
3
）
年
５
月
１
口

連

　

絡

　

先

自
覚
症
状

　
　
　

銅
代
謝
異
常
の
病
気
で
す
。
目
の
黒
目
の
ま
わ

　
　

り
に
政
色
の
膜
を
生
じ
（
銅
に
よ
る
）
だ
ん
だ
ん

　
　

脱
力
が
低
下
す
る
。
肝
障
害
や
腎
機
能
障
害
が
現

　
　

れ
る
。
言
槃
を
話
せ
な
く
な
り
、
予
や
桁
が
振
る

　
　

え
書
写
が
不
自
山
に
な
り
、
歩
行
か
困
難
に
な
る
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

会
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
活
動
し
て
い
な
い
。
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肺
リ
ン
パ
脈
管
筋
腫
症

　
　
　
　
　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｍ
の
会

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

運

　

絡

　

先

肺
リ
ン
パ
脈
竹
筋
腫
症

内

　

沢

　

常

　

c

■
５
-
成
1
5
（
2
0
0
3
）
年
1
2
H
″
１
日

自
覚
症
状

　
　

突
然
の
左
胸
部
の
激
痛
で
始
ま
り
ま
し
た
。
正
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常
の
平
滑
筋
増
航
を
Ｅ
微
と
す
る
病
気
で
肺
は
始

　
　

発
部
位
。

　
　
　

呼
吸
閑
甦
、
胸
痛
、
気
胸
所
見
で
発
見
さ
れ
る

　
　

こ
と
が
多
い
。
腎
臓
の
脂
肪
種
、
腹
部
リ
ン
パ
脈

　
　

管
性
嚢
胞
、
’
ｒ
宮
や
剛
腎
肌
瘍
を
発
症
す
る
こ
と

　
　

が
あ
る
。
患
者
間
の
違
い
が
大
き
く
、
必
ず
し
も

　
　

予
後
不
良
で
は
な
い
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

21

全
岡
Ｈ
Ａ
Ｍ
患
者
会
岩
手

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

確
定
診
断
を
受
け
た
の
が
、
平
成
1
4
年
1
0
月
１

　
　

自
覚
症
状

Ｈ
で
し
た
。
そ
の
２
・
３
年
肺
炎
で
人
退
院
を
繰

り
返
し
、
右
胸
部
異
常
所
‐
｀
が
発
_
i
N
さ
れ
、
２
度

１
　
術
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
気
胸
再
発
、
胸
部
激
痛
、
貧
血
、
。
史

年
期
障
害
や
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
ま
さ
に
難

病
で
す
。
医
療
君
側
の
認
識
が
乏
し
く
、
岩
手
県

内
で
は
患
者
は
数
人
で
す
。

　

自
然
が
私
を
染
色
の
道
へ
導
い
て
く
れ
た
1
0
数

年
で
し
た
。
〃
染
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
ゆ
め
の
色

″
、
ゆ
め
染
が
歩
き
出
し
ま
し
た
。
い
つ
で
も
夢

を
持
ち
、
ど
こ
に
い
て
も
私
な
り
の
生
き
方
を
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

体
調
不
安
定
な
為
、
療
養
に
専
念
す
る
の
み
で

す
。

　

ｎ
近
は
在
宅
酸
素
療
法
の
他
‐
及
に
よ
り
延
命
が

み
ら
れ
て
い
る
。
肺
移
植
の
対
象
と
な
る
。

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
－
Ｉ
型
関
連
仔
髄
症

菊

　

地

　

健

　

治

ｆ
成
1
5
（
2
0
0
4
）
年
６
月
７
Ｈ

岩
手
県
雌
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議

会
~
.
≪
ｓ
局

　
　
　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
－
Ｉ
型
ウ
ィ
ル
ス
か
原
囚
と
な
っ
て
、

　
　

歩
行
障
害
、
排
便
、
排
尿
障
害
な
ど
を
引
き
お
こ

　
　

す
病
気
で
、
現
在
治
療
法
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

　
　

ん
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　

・
平
成
2
1
年
４
月
に
岡
の
難
病
研
究
（
難
治
性
疾

　
　
　

患
克
服
研
究
事
業
）
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

（
※
よ
う
や
く
国
の
研
究
か
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

　
　
　

た
。
）

　
　

・
定
期
的
に
会
八
相
圧
の
情
報
交
換
会
、
勉
強
会

　
　
　

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
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い
わ
て
肝
友
ネ
ッ
ト
の
現
状
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
報
告

医
学
的
病
名

　

Ｂ
型
・
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
、
自
己
免
疫

　
　
　
　
　
　
　

性
肝
炎
な
ど

団
体
代
表
者
名

　

阿

　

部

　

洋

　

一

　

（
会
長
）

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

自
覚
症
状

　
　
　

慢
性
肝
炎
と
し
て
の
症
状
は
殆
ん
ど
な
い
が
、

　
　

肝
硬
変
が
逃
ん
で
来
る
と
、
体
の
だ
る
さ
や
腹
水
、

　
　

黄
疸
な
ど
か
出
て
来
ま
す
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
の
感
染
拡
大
に
つ
い
て

　
　
　
　

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
の
患
者
・
感
染
者
は
令
岡

　
　
　

で
３
５
０
万
人
（
Ｂ
刷
１
５
０
万
人
、
Ｃ
刷
２

　
　
　

０
０
万
人
）
、
年
閥
約
４
万
５
不
人
が
肝
か
ん
、

　
　
　

肝
硬
変
で
死
亡
し
て
お
り
、
そ
の
死
亡
原
閃
の

　
　
　

９
割
が
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
（
Ｃ
型
８
割
、
Ｂ
刷
―

　
　
　

割
）
と
さ
れ
て
お
り
、
第
二
の
国
民
病
と
も
言

　
　
　

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
原
閃
は
「
輸
血
」
、
「
注
射

　
　
　

器
・
針
の
連
続
使
川
」
「
血
液
製
剤
」
な
ど
の

　
　
　

過
去
の
仄
療
行
為
に
よ
る
と
ａ
わ
れ
て
お
り
、

　
　
　

先
進
国
で
は
突
出
し
た
肝
炎
（
特
に
Ｃ
型
肝
炎
）

　
　
　

の
多
発
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
欧
米
な
ど
の

　
　
　

肝
か
ん
の
死
亡
率
は
1
0
万
人
ｉ
り
５
～
1
0
人
、

　
　
　

日
本
3
8
人
）

　
　

肝
炎
治
療
に
つ
い
て

　
　
　
　

Ｃ
型
肝
炎
は
感
染
か
ら
2
0
～
3
0
年
経
っ
て
肝

　
　
　

硬
変
・
肝
が
ん
に
進
む
こ
と
が
あ
り
、
早
朗
発

　
　
　

見
、
ｕ
ｆ
期
治
療
が
大
小
で
す
。
肝
炎
の
治
療
は

　
　
　

最
近
進
歩
し
て
、
Ｃ
型
肝
炎
は
３
年
前
か
ら

　
　
　

「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
」
に
よ
り
約
５
割

　
　
　

以
ｈ
の
人
が
完
治
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
治
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療
費
が
高
額
な
こ
と
や
、
剛
作
川
な
ど
か
ら
治

療
す
る
人
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｂ
型

肝
炎
は
現
在
は
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
に
よ
る
治
療
が

効
果
を
1
1
げ
て
お
り
、
肝
炎
の
進
行
を
止
め
る

こ
と
か
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
と
も
一
般
の
内
科
医
で
は
適
切

な
治
療
が
出
来
ず
に
肝
炎
が
逃
ん
で
し
ま
う
人

も
お
り
、
岩
手
県
で
は
昨
年
か
ら
肝
疾
患
診
療

体
制
を
整
備
し
「
肝
炎
か
か
り
つ
け
医
」
へ
の

受
診
を
勧
め
て
い
ま
す
。
Ｂ
・
Ｃ
型
と
も
ウ
イ

年
に
四
回
５
２
度
会
轍
を
発
行
し
て
妓
新
の
治
療

法
や
、
新
し
い
治
療
薬
な
ど
の
紹
介
。
闘
病
体

験
・
お
便
り
な
ど
会
員
の
声
を
多
く
掲
載
し
て

会
八
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
‐
常
的
に
患
者
会

と
し
て
「
相
談
…
｀
話
」
で
相
談
窓
口
を
設
け
て

い
ま
す
。
内
容
に
よ
っ
て
は
専
門
の
先
生
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
く
こ
と
も
出
来
ま
す
。

’
―
。
。
：
―
ｉ
１
－
ｌ

　

ｌ

　
　

ｌ

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
ｊ

　
　
　
　

ｌ

ル
ス
を
消
せ
な
く
て
も
、
肝
炎
の
進
行
を
遅
ら

　
　

2
3
岩
手
県
巫
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を

せ
る
治
療
も
あ
り
、
早
期
に
肝
炎
を
発
見
し
、

適
切
な
治
療
で
肝
臓
病
で
亡
く
な
る
こ
と
を
防

ぐ
（
遅
ら
せ
る
）
こ
と
が
出
来
ま
す
。
岡
で
は

　
　

医
学
的
病
名

平
成
1
4
年
度
か
ら
「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
」
を

　

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
受
診
率
は
三
割
以
下
で

　

未
受
診
の
人
が
多
く
、
感
染
を
知
ら
な
い
人
も

　

多
く
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
て
肝
友
ネ
ッ
ト
の
活
助

　
　

Ｂ
・
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
過
去
の
医
療

　

行
為
が
原
囚
で
感
染
し
て
お
り
、
現
在
は
日
常

　

生
活
で
は
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

　

家
族
や
地
域
で
病
気
に
つ
い
て
話
す
こ
と
か
出

　

来
ず
、
孤
立
し
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
患

　

行
会
で
は
懇
談
会
な
ど
を
開
催
し
て
、
一
人
で

　

悩
ま
な
い
よ
う
に
忠
者
の
交
流
を
進
め
て
い
ま

　

す
。
ま
た
、
肝
炎
治
療
は
日
進
月
歩
で
進
ん
で

　

い
る
の
で
、
専
門
の
先
生
の
講
演
会
、
相
談
会

　

を
開
催
し
て
治
療
の
疑
問
に
答
え
て
い
ま
す
。

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

自
覚
症
状

守
る
会

重
度
肢
体
不
自
由
お
よ
び
知
的
発
達

障
審
弔

　

野

　
　
　

功

昭
和
5
0
（
1
9
7
5
）
年
４
月
2
0
‐

Ⅲ

　

定
義

　
　

「
収
症
心
身
障
巾
‥
」
と
は
、
医
学
的
な
病
名

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

障
害
の
状
態
と
し
て
は
、
自
分
で
身
体
を
動

　

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
重
度
の
肢
体
不
自
由
と
、

　

重
度
の
知
的
発
達
障
轡
を
併
せ
持
っ
た
状
態
を

　

い
い
ま
す
。
全
岡
に
お
お
よ
そ
３
８
、
０
０
０

　

人
い
る
と
推
計
さ
れ
、
施
設
入
所
約
１
１
、
０

　

０
０
人
、
在
宅
者
約
２
７
、
０
０
０
人
と
Ｊ
わ

　

れ
て
い
ま
す
。

閉

　

特
徴

　
　

重
一
症
児
に
は
一
般
的
に
次
の
よ
う
な
特
徴
が

　

あ
り
ま
す
。

　
　

【
姿
勢
】
殆
ど
寝
た
ま
ま
で
自
力
で
は
起
き
上

　
　
　
　
　

が
れ
な
い
。

　
　

【
移
動
】
自
力
で
の
移
助
や
寝
返
り
は
困
難
。

　
　
　
　
　

座
位
や
小
椅
子
で
移
動
す
る
。

　
　

【
排
泄
】
全
介
助
か
必
要
。
尿
意
・
便
意
を
知

　
　
　
　
　

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　

【
食
事
】
自
力
で
は
で
き
な
い
。
ス
プ
ー
ン
で

　
　
　
　
　

介
助
す
る
。
誤
唖
（
ご
え
ん
）
を
起

　
　
　
　
　

こ
し
や
す
い
。
食
形
態
は
き
ざ
み
食

　
　
　
　
　

や
流
動
食
が
多
い
。

　
　

【
変
形
・
拘
縮
】
予
・
足
が
変
形
ま
た
は
（
拘

　
　
　
　
　

縮
）
、
側
唇
（
そ
く
わ
ん
）
や
胸
部

　
　
　
　
　

の
変
形
を
伴
う
。

　
　

【
筋
緊
張
一
極
度
に
筋
肉
か
緊
張
し
、
思
う
よ

　
　
　
　
　

う
に
手
足
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
な

　
　
　
　
　

い
。

　
　

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
】
言
語
に
よ
る
理
解
・

　
　
　
　
　

意
思
伝
達
及
び
声
や
身
振
り
で
の
表

　
　
　
　
　

現
が
困
難
。

閣

　

超
重
症
児
（
者
）

　
　

医
学
的
管
理
下
に
置
か
な
け
れ
ば
、
呼
吸
を

　

す
る
こ
と
も
栄
聾
を
摂
る
こ
と
も
困
難
な
障
害

　

状
態
に
あ
る
人
を
い
い
、
在
宅
で
生
活
し
て
い
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る
人
も
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
超
収
症
児
Ｊ
ｔ
は
、
レ
ス
ヒ
レ
ー

タ
ー
（
人
Ｌ
呼
吸
器
）
や
飢
管
内
挿
管
・
気
管

切
開
（
カ
ニ
ュ
ー
レ
殷
置
）
に
よ
り
呼
吸
管
理

が
行
わ
れ
、
中
心
静
脈
栄
養
や
継
管
・
経
‐
令

介
助
に
よ
る
栄
養
補
助
か
行
わ
れ
て
い
ま
す
、

中
に
は
、
ｍ
‐
喚
（
い
ろ
う
）
・
鵬
喚
（
ち
ょ
う

ろ
う
）
に
よ
っ
て
栄
養
補
給
を
し
て
い
る
人
も

い
ま
す

24

岩
手
県
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
の
会

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

運自

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病

中

　

村

　

陳

　

人

ｆ
成
1
6
へ
2
0
0
1

41

　

絡

　

先

覚
症
状

　

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
は
細
胞
の
中
に
あ
っ
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
産
唯
を
行
う
器
官
で
、
＆
の
す
べ
て
の
細

胞
に
存
仕
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
人
は
に
使
い
障
害

か
現
れ
や
す
い
の
が
、
脳
と
筋
肉
な
の
で
ミ
ト
コ

ン
ト
ア
脳
筋
症
と
．
″
‥
わ
れ
て
い
た

　

令
身
性
の
病
気
で
症
状
は
多
穐
多
様
で
誰
．
人

閻
じ
症
状
は
居
な
い
．
破
れ
や
す
い
・
成
長
が
遅

い
な
ど
は
玖
通
し
て
い
る

代
表
的
な
疾
患

　

慢
性
進
行
性
外
眼
筋
麻
峰
症
候
俳
（
Ｃ
Ｐ
Ｅ
Ｏ
）

　

メ
ラ
ス
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Λ
Ｓ
‥
１
１
‥
ご

　

マ
ー
フ
｛
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
ド
｝

　

他

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

稀
少
難
病
の
た
め
、
ミ
ト
コ
ン
ト
リ
ア
病
の
認

　
　

知
促
進
の
活
動
＆
難
病
・
疾
病
患
ｉ
ｔ
の
就
労
棚
談

　
　

と
ｔ
ｚ
＜
Ａ
'
｝
£
：
ｓ
£
ｍ
度
の
紹
介
活
助

　
　

令
国
机
織

　
　
　

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
■
ｓ
患
者
・
家
族
会
一
一
Ｍ
Ｃ
Ｍ

　
　
　

家
族
の
会
)

　
　

巾
″
務
岫
横
須
貿
巾

　

：
ｄ
話
＆
Ｆ
Λ
χ
０
４
６

　

８
０
３
－
7
5
2
6

　

‐
本
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
学
会
と
連
携
し
址
新
の

　

医
療
・
学
術
講
演
会
な
ど
束
京
・
人
阪
で
年
２

　

川
開
佻
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
患
者
・
家

　

族
の
情
報
交
換
、
会
報
。

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
学
会

　

ｆ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
に
よ
る
ド
ク
タ
ー
相
談
室

　

(
担
当
の
瓦
生
方
か
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病
に
関

　

す
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
）

　

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外

　

宋
、
眼
京
都
ｒ
代
川
区
（
保
健
閻
ベ
タ
ー
団
付

　

賦
診
腺
所
）
’
ｒ
約
制
で
月
３
回
｛
Ｌ
咄
‐
｝
自

　

山
診
療
で
す
。

2
5
岩
手
県
拡
張
型
心
筋
症
友
の
会

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

拡
張
刑
’
‥
心
筋
症

人ｆ
成

野

　

政

　

秀

＝
;）

（
2
0
0
3
）

年

12

J」

自
覚
症
状

　
　
　

心
■
･
＾
m
：
を
卜
ｎ
な
徴
候
と
し
て
、
ど
の
病
期
に
お

　
　

い
て
も
不
整
脈
が
あ
る
。
動
悸
、
呼
吸
閑
難
、
胸

　
　

部
げ
迫
感
、
疲
れ
や
す
い
。
原
閃
は
不
明
の
も
の
、

　
　

ウ
ｆ
ル
ス
性
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
な
と
多
彩
で
あ
る
。
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紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

代
表
の
大
野
が
就
職
し
た
の
で
、
会
と
し
て
集

　
　

ま
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
。

　
　
　

お
お
ど
お
り
鎌
田
内
科
ク
リ
ニ
″
ク
の
協
力
を

　
　

得
て
、
健
康
教
室
「
心
臓
病
シ
リ
ー
ズ
」
を
聴
講

　
　

し
、
交
流
会
を
行
っ
た
。

　
　
　

難
病
迎
の
協
力
を
得
て
、
交
流
会
を
開
き
た
い

　
　

と
考
え
て
い
る
。

2
6
大
勁
脈
炎
症
候
群
友
の
会

　
　
　
　
　
　

（
あ
け
ぽ
の
会
・
東
北
）

医
学
的
病
名

　

大
動
脈
炎
症
候
俳

団
体
代
表
者
名

　

寺

　

鳥

　

久
美
ｆ

結
成
年
月
日

　

平
成
1
4
（
2
0
0
2
）
年
４
月
Ｉ
ロ

連

　

絡

　

先

　

岩
手
難
病
辿
内

自
覚
症
状

　
　
　

人
動
脈
を
中
心
と
し
た
太
い
血
管
に
お
き
る
炎

　
　

症
の
枯
眼
、
血
管
の
狭
窄
や
拡
張
を
生
じ
、
病
変

　
　

部
位
に
よ
っ
て
多
様
な
症
状
を
示
す
。

　
　
　

常
に
倦
怠
感
が
あ
り
、
体
調
が
気
圧
の
彫
稗
を

　
　

受
け
る
こ
と
も
あ
り
、
血
の
巡
り
が
さ
え
ぎ
ら
れ

　
　

る
よ
う
な
腕
を
使
う
作
業
や
上
を
向
い
た
ま
ま
の

　
　

作
業
は
、
長
時
閥
は
困
難
。
高
血
圧
や
弁
膜
症
な

　
　

ど
の
合
併
症
に
対
し
て
注
意
が
必
要
。

　
　
　

対
症
療
法
と
し
て
服
川
す
る
の
は
、
ス
テ
ロ
イ

　
　

ド
・
免
疫
抑
制
剤
が
１
で
、
そ
の
刷
作
川
へ
の
対

　
　

処
も
必
要
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

あ
け
ぽ
の
会
は
全
国
で
一
つ
、
京
都
に
事
彷
岫

　
　

を
置
く
患
者
会
で
す
。
現
在
会
員
斂
１
６
６
名
。

　
　

旧
内
を
７
地
区
に
分
け
て
地
区
担
当
を
置
き
、
各

　
　

地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
、
講
演
会
・
勉
強
会
・
食
事
会

　
　

な
ど
を
定
朗
的
に
開
佻
し
て
い
ま
す
。
貳
北
地
区

　
　

は
～
あ
け
ぽ
の
会
・
眼
北
～
と
し
て
岩
１
　
県
難
病
・

　
　

疾
病
団
体
迎
絡
協
議
会
に
加
盟
し
、
盛
岡
を
拠
点

　
　

に
地
区
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

こ
の
病
気
の
別
名
は
、
発
見
し
た
眼
科
医
の
商

　
　

安
右
人
博
七
の
お
名
前
を
冠
し
て
「
高
安
病
」
と

　
　

も
い
わ
れ
ま
す
。
宛
見
は
1
9
0
8
年
で
昨
年
が

　
　

１
０
０
年
の
節
目
で
し
た
。
そ
こ
で
、
当
会
噸
問
・

　
　

桝
川
出
先
生
の
ご
発
案
を
、
ｉ
会
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・

　
　

磯
部
光
章
光
生
の
ご
尽
力
に
よ
り
実
行
委
員
会
を

　
　

結
成
す
る
形
で
実
現
し
、
厚
生
労
働
竹
難
治
性
血

　
　

竹
炎
調
査
研
究
班
の
ご
後
扱
を
得
て
、
2
0
0
9

27

あ
り
ま
し
た
。
医
師
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
け
ぽ
の

会
に
寄
せ
て
下
さ
る
お
心
と
時
間
は
「
得
か
た
い

も
の
」
で
す
。

　

神
様
に
「
一
つ
だ
け
望
み
を
叶
え
よ
う
。
何
？
」

と
聞
か
れ
た
ら
「
健
康
な
休
」
と
答
え
る
で
し
ょ

う
。
で
も
、
患
者
会
活
動
を
通
し
て
、
見
て
闘
い

て
感
じ
る
う
ち
に
、
昨
日
と
変
わ
り
な
く
口
覚
め

る
朝
に
感
謝
す
る
「
健
康
な
心
」
を
予
に
入
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
出
会
い
を
も
た
ら
し
て
ド
さ
っ
た

岩
１
難
病
述
に
、
深
い
感
謝
を
込
め
て
、
1
0
胴
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

も
や
も
や
病
の
患
者
と
家
族
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
も
や
の
会
）

年
６
月
1
9
日
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
（
束
京
水
剛

　
　

医
学
的
病
名

町
）
に
お
い
て
「
－
記
念
公
開
講
座
－
鳥
安
病
発

見
か
ら
Ｉ
世
紀
」
が
開
佻
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
関

　
　

団
体
代
表
者
名

係
行
・
患
者
・
患
者
家
族
で
１
０
０
名
を
超
え
る

　
　

結
成
年
月
日

参
加
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連

　

絡

　

先

　

口
本
人
が
発
見
し
、
発
‥
兄
行
の
名
前
が
冠
さ
れ

た
数
少
な
い
病
気
の
患
行
会
の
会
員
と
な
り
、
そ

　
　

自
覚
症
状

も
や
も
や
病

　
　
　

（
ウ
ィ
リ
ス
動
脈
輪
閉
塞
症
）

脇

　

田

　

知

　

美
（
本
部
）

昭
和
i
n
年
２
月
６
‐

の
記
念
講
演
会
に
患
者
と
し
て
参
加
し
て
、
高
安

光
生
か
ら
１
０
０
年
の
時
を
継
た
今
、
桝
川
先
生

や
磯
部
先
生
に
繋
が
る
「
確
か
な
も
の
」
を
実
感

す
る
こ
と
が
出
来
て
、
Ｊ
桑
に
な
ら
な
い
感
動
が

　

も
や
も
や
病
は
、
人
脳
の
深
部
に
あ
る
太
い
動

脈
が
細
く
な
っ
た
り
、
詰
ま
っ
た
り
し
て
脳
の
血

液
が
不
足
す
る
脳
血
竹
の
病
気
で
す
。
症
状
は
、

予
足
の
脱
力
発
作
、
脱
野
狭
窄
’
　
　
　
:
■
'
･
'
｡
　
!
ｊ
日
、
火
語
等
、
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短
時
間
で
回
枚
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
繰
返
し
お

　
　

き
る
と
脳
杖
塞
、
脳
出
血
に
１
る
場
合
が
あ
る
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

本
部
は
大
阪
に
あ
り
、
令
国
Ｈ
ヶ
所
の
ブ
ロ
ッ

　
　

ク
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
か
年
数
回
の
医
療
講
演

　
　

会
、
交
流
会
等
を
開
催
、
本
部
よ
り
年
四
呵
の
会

　
　

報
の
発
行
が
あ
り
、
も
や
も
や
病
に
つ
い
て
の
址

　
　

新
の
医
療
情
報
、
患
行
や
家
族
の
ｆ
記
、
各
ブ
ロ
ッ

　
　

ク
の
活
動
の
様
V
。
な
ど
を
掲
戟
。
会
員
の
悄
報
収

　
　

集
に
役
か
一
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
平
成
６
年
７
月
に
結
成
さ

　
　

れ
、
ｉ
初
は
仙
台
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
し
た

　
　

が
、
こ
こ
数
年
は
、
盛
岡
と
仙
台
で
交
■
^
に
交
流

　
　

会
姚
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

仄
療
甜
演
会
で
は
全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
も

　
　

や
も
や
病
の
専
門
医
を
招
き
、
病
気
の
基
礎
知
識
、

　
　

薬
、
手
術
の
方
法
を
詳
細
に
説
明
、
又
、
患
者
の

　
　

術
後
の
継
過
や
‐
常
生
活
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ

　
　

ス
、
家
族
か
ら
の
相
談
や
質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

交
流
会
で
は
、
自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
各
自

　
　

か
も
つ
病
気
の
症
状
、
後
遺
症
の
有
無
、
か
か
り

　
　

つ
け
の
病
院
・
医
師
、
各
服
川
し
て
い
る
薬
の
秘

　
　

類
等
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
患
者
同
志
か
共
有
し
病
気

　
　

の
療
養
に
役
‘
砥
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
ｏ
　
　
　
c
供

　
　

の
会
員
か
多
い
の
で
、
将
来
の
就
職
等
、
大
き
な

　
　

問
題
が
あ
り
、
難
病
述
や
他
団
体
と
連
携
し
て
取

　
　

り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
岩
１
県
支
部

　

人
塚
義
博
）

2
8
岩
手
県
バ
ッ
ト
キ
ア
リ
症
候
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
の
会

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

自
覚
症
状

バ
ッ
ト
キ
ア
リ
症
候
群

澪

　

山

　

利

　

昌

ｆ
成
1
6
年

・
右
背
中
を
つ
か
れ
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。

・
数
時
間
碕
’
ｒ
に
座
っ
て
い
る
と
腹
部
・
脚
に
ａ

　

痛
が
伴
う
。

・
右
肝
臓
付
近
の
は
れ
ば
っ
た
さ
と
さ
し
込
む
感

　

じ
で
す
。

・
脚
の
つ
っ
ば
り
感
と
強
い
冷
え
と
強
い
張
り
で

　

す
。

2
9
免
疫
不
全
症
候
群
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　

（
シ
ク
ラ
メ
ン
の
会
）

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

自
覚
症
状

免
疫
不
全
症
候
俳

ｔ

　

藤

　

淑

　

ｆ

（
ｆ
成
1
6
年
加
盟
）

　
　
　

肺
炎
・
敗
血
症
・
倣
膜
炎
の
症
状
を
お
こ
し
や

　
　

す
く
、
人
退
院
を
く
り
か
え
し
て
い
ま
す
。
又
腸

　
　

内
細
菌
の
増
加
に
よ
り
慢
性
反
復
性
の
Ｆ
痢
が
あ

　
　

り
ま
す
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

症
状
思
わ
し
く
な
く
、
活
動
は
で
き
な
い
で
い

　
　

ま
す
。

30

全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
支
部

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

介
髄
損
傷

阿

　

部

　

容

　

’
ｒ

昭
和
4
0
（
1
9
6
5
）
年月

日

自
覚
症
状

　
　
　

精
髄
の
損
傷
部
位
に
よ
り
症
状
が
哭
な
り
ま
す
。

　
　

損
傷
部
位
の
痛
み
、
予
足
の
し
び
れ
、
手
足
が
動

　
　

か
な
い
、
尿
が
出
な
い
、
便
秘
等
の
症
状
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

毎
年
４
月
に
総
会
、
年
間
行
剌
と
し
て
、
釣
り

　
　

人
会
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
人
会
、
テ
ニ
ス
人
会
、

　
　

ボ
ー
リ
ン
グ
人
会
、
一
泊
の
忘
年
会
。
又
、
趣
味

　
　

の
槃
ま
り
で
「
ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
刺
し
ゅ
う
の
会
」

　
　

は
Ｈ
年
日
で
、
７
人
の
会
貝
か
手
の
リ
ハ
ビ
り
も

5j



兼
ね
て
楽
し
く
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
を
い

ろ
ん
な
展
示
会
に
出
品
す
る
事
は
、
杜
会
参
加
の

大
切
な
役
割
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｋ
に
加
盟
し
て
２
ヵ
月
に
１
回
の
通
信
を

発
行
・
発
送
し
て
今
年
の
９
月
で
1
9
5
1
と
な

外
に
出
て
活
動
で
き
る
よ
う
、
愉
報
を
発
信
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

り
ま
し
た
。
大
切
な
社
会
参
加
を
み
ん
な
で
続
け

　
　

3
2
岩
手
県
急
性
間
欠
性

て
い
ま
す
。

3
1
全
岡
筋
無
力
症
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
手
県
支
部

　
　
　
　
　
　

（
き
び
だ
ん
ご
の
会
）

医
学
的
病
名

　

重
症
筋
無
力
症

団
体
代
表
者
名

　

小
野
寺

　

廣

　

子

結
成
年
月
日

　

平
成
1
7
（
2
0
0
6
）
年
７
月
９
ロ

連

　

絡

　

先

自
覚
症
状

　
　
　

筋
力
低
下
、
眼
瞼
下
島
、
飲
み
込
み
か
悪
く
な

　
　

る
’
　
２
!
２
？
、
鼻
声
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

岩
手
県
に
住
む
、
電
症
筋
無
力
症
患
者
・
家
族

　
　

が
、
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、
お
互
い
励
ま
し
合

　
　

い
な
が
ら
、
病
気
で
も
楽
し
く
生
活
で
き
る
よ
う

　
　

に
、
年
数
回
の
交
流
会
、
年
一
同
医
療
講
演
を
開

　
　

催
し
、
ま
た
…
石
手
難
病
連
合
明
団
に
参
加
し
楽
し

　
　

く
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

病
気
で
悩
ん
で
い
る
忠
抒
が
一
人
で
も
減
り
、

ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
友
の
会

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

連

　

絡

　

先

自
覚
症
状

急
性
間
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症

鈴

　

木

　
　
　

司

平
成
2
0
（
2
0
0
8
）
年
５
月

難
病
迎
内

　
　
　

急
性
間
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
は
、
1
0
万
人
に

　
　

１
　
５
人
の
有
症
者
か
い
る
と
い
わ
れ
る
希
少
病
で
、

　
　

飢
餓
、
心
身
の
過
大
な
ス
ト
レ
ス
、
薬
剤
な
ど
に

　
　

よ
り
、
腹
痛
・
下
肢
痛
・
頭
痛
・
咄
吐
・
眩
恒
・

　
　

高
血
圧
・
頻
脈
等
多
彩
な
症
状
が
現
れ
、
と
き
に

　
　

は
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

こ
の
病
気
に
対
し
て
眼
治
薬
は
無
く
、
対
症
療

　
　

法
の
み
で
、
ま
た
、
薬
剤
に
よ
っ
て
症
状
か
悪
化

　
　

す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
使
川
さ
れ
る
薬
剤
も
限

　
　

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ

　
　

ら
ず
、
難
病
に
も
桁
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
宛

　
　

症
し
た
場
介
、
人
院
生
活
か
数
力
月
あ
る
い
は
数

　
　

年
に
わ
た
る
場
介
が
あ
る
の
で
、
治
療
費
負
担
の

　
　

た
め
家
族
の
生
計
費
に
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

　
　

い
ま
す
。

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
の

　
　

全
国
組
織
で
あ
る
「
全
旧
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
代
謝
障

　
　

害
友
の
会
」
（
愛
称
「
さ
く
ら
友
の
会
」
）
が
雌
病

　
　

指
定
に
向
け
て
蘭
願
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
、
私

　
　

違
「
岩
手
以
急
性
間
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
友
の

　
　

会
」
も
請
願
活
動
を
行
う
た
め
岩
手
県
難
病
・
疾

　
　

病
Ｍ
体
迎
絡
協
議
会
と
そ
の
構
成
員
の
方
々
に
協

　
　

力
を
お
願
い
し
、
６
１
６
名
の
方
々
か
ら
署
名
を

　
　

頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

　
　

誓
願
署
名
に
当
っ
て
は
、
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団

　
　

体
迎
絡
協
議
会
事
≪
局
の
み
な
さ
ん
か
「
急
性
閥

　
　

欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
縮

　
　

小
印
刷
し
て
各
団
体
に
送
付
し
て
く
だ
さ
り
、
お

　
　

陰
謀
で
「
急
性
間
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
」
と
い

　
　

う
病
気
が
あ
る
こ
と
も
県
民
の
杵
様
に
知
っ
て
い

　
　

た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

急
性
間
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
は
、
病
気
の
本

　
　

質
を
医
療
機
関
に
も
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

　
　

困
難
な
病
気
な
の
で
、
忠
者
本
人
は
勿
論
、
家
族

　
　

に
と
っ
て
も
悩
む
日
々
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
杵
様

　
　

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
明
る
い
日
々

　
　

を
過
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様

　
　

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ
追
記
Ｖ

　

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

　

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｐ

　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

　

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
知
的
財
産
研
究
推
進
機
構
）

　

准
教
授

　

西
村
山
希
ｓ
Ｕ
氏
よ
り

　

「
基
礎
科
学
研
究
者
と
患
軒
（
会
等
）
を
つ
な
ぐ
ワ
ー
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ク
シ
ョ
″
プ
に
に
、
意
見
を
述
べ
て
も
ら
い
た
い
Ｉ
ｔ

要
請
か
あ
り
ま
し
た
。

　

ｆ
成
2
1
年
1
2
月
1
2
‐
山
に
、
代
表
鈴
木
ｊ
．
が
Ｌ
京

し
て
病
状
や
療
養
等
に
つ
い
て
発
表
を
し
ま
す
。

33

岩
手
県
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｐ

　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

医
学
的
病
名

団
体
代
表
者
名

結
成
年
月
日

遅

　

絡

　

先

慢
性
炎
症
性
脱
個
性
多
宛
帥
経
炎

西

　

脇

　

．

　

比

弔
成
2
0
（
2
0
0
8
）
年
1
0
月
1
9
一

自
覚
症
状

　
　
　

こ
の
病
気
は
、
自
分
を
外
部
か
ら
の
細
菌
や
炎

　
　

症
の
時
に
そ
れ
を
破
滅
さ
せ
る
抗
体
の
シ
ス
テ
ム

　
　

か
異
常
を
起
こ
し
、
自
分
の
１
や
足
の
神
経
組
織

　
　

を
敵
と
間
違
え
て
攻
撃
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

　
　

た
め
に
１
足
の
筋
力
が
低
ド
し
て
、
持
続
力
か
短

　
　

く
な
り
ま
す
、
又
、
感
覚
の
ま
ひ
も
起
き
て
し
ま

　
　

い
ま
す
。
こ
の
た
め
な
っ
て
い
ら
れ
る
時
川
か
短

　
　

か
っ
た
り
、
歩
く
距
離
も
わ
ず
か
に
な
り
、
「
ふ

　
　

ら
ふ
ら
」
と
バ
ラ
ン
ス
が
収
れ
な
く
て
、
帳
倒
し

　
　

易
く
な
り
ま
す
。
桁
の
力
も
入
ら
ず
、
箸
を
使
え

　
　

な
か
っ
た
り
、
ベ
ン
が
使
え
ず
字
が
ぶ
け
な
く
な

　
　

り
、
携
帯
電
話
の
ボ
タ
ン
も
押
し
間
迎
え
ま
す

紹
介
し
た
い
団
体
の
活
動
内
容

　
　
　

こ
の
会
は
、
「
令
国
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
サ
ポ
ー
ト
ク
ル
ー

　
　

ブ
｀
の
収
北
文
部
第
１
川
交
流
会
開
佻
時
に
、
束

　
　

北
各
県
の
患
ｉ
Ｃ
同
Ｌ
じ
が
連
携
し
八
‐
い
、
「
難
病
対

　
　

策
の
充
火
‘
の
た
め
に
以
を
超
え
て
、
各
県
の
雅

　
　

病
連
に
協
力
し
て
行
こ
う
と
決
ま
り
、
初
め
に

　
　

「
開
催
地
の
岩
１
県
゛
に
設
ａ
さ
れ
ま
し
た
■
　
ｒ
-
ｒ
ｃ

　
　

１
県
Ｃ
－
Ｄ
Ｐ
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
‘
・
は
、
患
ｉ
ｔ
か

　
　

フ
ィ
ー
ル
ド
で
職
う
選
ｆ
、
ス
タ
ン
ド
で
・
。
フ
レ
ー
、

　
　

フ
レ
ー
と
旗
を
振
る
‘
応
援
団
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ

　
　

て
「
共
に
が
ん
ば
る
に
様
な
、
新
し
い
タ
イ
プ
の

　
　

忠
社
会
で
す
。
会
員
は
、
国
籍
・
職
業
・
川
住
地

　
　

を
問
わ
ず
、
多
く
の
み
な
さ
ま
の
人
会
を
お
待
ち

　
　

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

「
令
国
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
」
は
、

　
　

2
0
0
6
年
に
そ
れ
ま
で
、
ブ
ロ
グ
な
ど
で
連
絡

　
　

し
八
‐
つ
て
求
だ
仲
間
た
ち
、
令
国
の
希
少
な
人
た

　
　

ち
か
’
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
｀
を
通
じ
て
絆
を
結
び

　
　

設
＞
≪
'
さ
れ
ま
し
た
。
４
森
県
の
咀
北
女
部
長
も
設

　
　

。
<
＜
時
の
。
‥
‥
’
で
す
。
一
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
に
関
す
る
公
ぷ

　
　

で
中
ひ
一
な
情
報
を
共
付
し
、
同
じ
病
気
の
仲
間
同

　
　

Ｌ
、
お
柾
い
に
励
ま
し
介
い
共
に
支
え
＜
‐
・
つ
嘔
を

　
　

願
い
｀
活
助
を
腱
開
し
て
い
ま
す
。
一
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
？

　
　

そ
れ
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
゛
そ
ん
な
希
少
疾
病
も

　
　

「
2
4
時
間
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
冊
組
｀
の
ド
ラ
マ
「
み

　
　

ゆ
う
の
足
よ
バ
パ
に
あ
げ
る
｀
で
、
自
分
も
こ
の

　
　

病
気
か
な
と
思
い
、
神
経
内
科
を
受
診
し
て
診
断

　
　

を
く
だ
さ
れ
た
方
も
多
く
な
り
ま
し
た

　

こ
の
様

に
「
稀
少
な
疾
病
」
の
情
報
を
広
め
る
活
動
を
続

け
ま
す
。

　

一
慢
性
炎
症
性
脱
髄
性
多
発
神
経
炎
（
Ｃ
Ｉ
Ｄ

Ｐ
）
は
、
ｆ
成
2
1
年
度
第
１
川
特
定
疾
患
対
策
懇

談
会
で
、
特
定
疾
患
治
療
研
究
嘔
血
（
公
費
助
成
）

の
対
象
疾
忠
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
国
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
.
ｃ
ｉ
ｄ
ｐ
-
ｓ
ｇ
ｊ
.
ｏ
ｒ
ｇ
／

当
会
へ
の
問
い
〈
‐
わ
せ
、
人
会
は

　
　
　

ｋ
ａ
ｎ
ｇ
ａ
ｅ
ｒ
ｕ
ｋ
ａ
ｉ
＠
i
ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｋ
ｅ
ｎ
ｎ
-
i
ｒ
ｙ
ｏ
ｕ
.
）
ｐ
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｀
．
．
．
－
．
．
１
．
．
１
．
．
－
．
．
‐
．
．
Ｉ
．
．

●●皿●ｒ
°
’
－
゜
’
－
゜
’
Ｉ
・
・
－
・
・
Ｉ
‘

「
ｒ
ｅ
ｔ
'
ｓ
　
ｗ
a
i
k
i
コ
ｇ
　
＆
　
ｔ
ｒ
ｙ
ｊ

「
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
」

「
り
ん
ご
の
木
に
夢
を
託
し
て
」

「
パ
ニ
ッ
ク
」

会

貝j｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠

　

藤

　
　
　

Ｑ

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
岩
手
県
支
部
会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

艮
谷
川

　

紀

　

子

　
　
　

V
t
-
T
｡
<
'

-
x
"
／
　
Ｖ
＼
　
＊
ｔ
Ｊ
性
硬
化
症
友
の
会
会
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

司

　

眼

　

礼
津
’
ｒ

　
　
　

岩
ｆ
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
会
員

「
ス
モ
ン
発
症
と
そ
の
経
過
（
私
の
場
合
）
」

「
趣
味
は
人
を
育
む
道
し
る
べ
」

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
と
も
に
」

　
　

帷

　

子

　
　
　

貞

い
わ
て
ス
モ
ン
の
会
会
員

　
　
　
　
　
　
　

鎌

　

田

　

れ

　

ん

岩
ｆ
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
会
員

「
暗
闇
か
ら
の
希
望
の
光
を
見
つ
け
た
日
」

　
　
　
　
　
　
　

周

　

尾

　

ス
ミ
c

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
’
ｒ
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
会
貝

「
看
取
ら
れ
て
」

・
応
募
原
稿
審
査
会

ｆ
成
2
1
年
９
月
Ｈ
‐
吻

審
在
は

　

四
わ
（
敬
祢
省
略
、
順
不
同
）

　

審
介
委
員
長

　

ぶ
Ｕ
‘

　

ぶ
吋

　

（
文
芸
評
論
家
）

審
■
Ｖ
－
　
Ｈ
v
　
-
_
≫
　
　
　
　
　
　
-
ｊ
ｌ
２
ｋ

　
　
　
　
　

．
．
．
浦

ｓ
ａ
１

・
・
‐

Ｍ
造
陽
ｆ
矩
彦

　
　

岡

　

川

　

要

　

こ

■
ｒ
ｃ
^
ス
モ
ン
の
会
会
員

(
-
ｒ
；
：
＾
県
議
会
議
員
）

（
岩
１
県
議
会
議
員
）

（
い
わ
て
教
育
文
化
研
究
所
所
貝
）

　

甲
乙
付
け
難
い
応
募
作
品
に
は
。
呼
吸
を
し
て
「
い
き
る
」
と
い
う
こ
と
へ

の
感
動
の
素
晴
ら
し
さ
か
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
記
念
人
会
火
行
委
Ｕ
長
の
依

輔
を
快
諾
し
て
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
審
在
は
の
四
氏
が
、
応
募
作
‐
ｓ
Ｓ
ｔ
か
ら
、

表
記
の
人
賞
作
品
を
選
定
し
ま
し
た
。
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特
果

　

生
き
が
い
を
綴
る

岩
于
県
難
病
連

　

1
0
年
記
念
大
会
懸
賞
原
稿

「
闘
病
体
験
記
」
の
入
賞
作
Ｍ

｜

●
二●●四●●●

（
本
文
は
「
1
0
年
の
希
貿
」
に
掲
載
）

入
賞
作
品

　

址
優
秀
賞

　

「
病
気
だ
っ
て
い
い
よ
」

　
　
　
　
　
　

駒
場
恒
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

‐
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
岩
１
県
支
部
会
員

　

優
秀
賞

　

「
病
気
と
共
に
生
き
て
い
き
た
い
」

‐
本
て
ん
か
ん
協
会
（
波
の
会
）

中

　

嶋

　

嘉

　

ｆ

　

岩
ｆ
県
女
部
会
員

優
良
賞

「
難
手
術
を
乗
り
越
え
た
わ
が
子
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粛

　

藤

　

多
佳
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
わ
て
心
臓
病
の
c
ど
も
を
守
る
会
会
は

優
良
賞

　

「
病
院
転
々
」

佳

　
　

作

「
母
と
し
て
、
悩
ん
だ
こ
と
、
行
勤
し
て
き
た
こ
と
」

　
　

清

　

水

　

光

　

ｉ
．

岩
ｆ
県
腎
臓
病
の
会
会
は

雌

　

形

成

令
国
膠
原
病
友
の
会
岩
ｔ
ｒ
県
支
部
会
八

「
社
会
人
と
な
っ
て
が
ん
ば
る
息
子
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中

　

條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
わ
て
心
臓
病
の
ｆ
ど
も
を
守

‰
Ｌ



母
と
し
て
悩
ん
だ
こ
と
、

　
　
　
　

行
動
し
て
い
き
た
い
こ
と

n
ｃ
Ｄ
　
　
　
　
＞
Ｎ
Ｎ

Ｊ

　

Ｊ

成

　

2
0
0
9
年
６
月
2
8
H
剛

　

岩
手
で
は
初
の
試
み
で
あ
る
。
膠
原
病
の
こ
ど
も
を
持
つ
親
の
つ
ど
い
”
を

開
催
す
る
こ
と
か
で
き
、
そ
の
巾
で
体
験
発
表
と
い
う
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
、
娘
は
中
学
３
年
生
、
発
病
は
小
学
一
年
の
秋
、
７
歳
の
誕
生
‐
を
も
う

少
し
で
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
出
来
小
で
し
た
。
高
熱
が
続
き
近
く
の

病
院
に
人
院
し
色
々
検
在
し
ま
し
た
か
、
特
定
で
き
ず
医
大
へ
搬
送
さ
れ
、
そ

の
‐
の
夜
７
時
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
呼
ば
れ
「
全
身
性
テ
リ
ト
マ
ト
ー
デ
ス
」

の
診
断
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
耳
に
す
る
病
名
、
原
因
は
わ

か
ら
な
い
。
予
術
を
す
れ
ば
治
る
病
気
で
も
な
い
。
ず
っ
と
付
き
介
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
病
気
・
・
・
。

　

医
師
の
説
明
を
闘
き
な
が
ら
後
か
ら
後
か
ら
涙
が
あ
ふ
れ
流
れ
落
ち
た
の
を

昨
‐
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
約
３
ヵ
月
間
の
人
院
。

人
院
当
初
は
娘
の
寝
顔
を
見
る
度
に
涙
が
こ
ぼ
れ
、
７
人
部
屋
と
い
う
こ
と
も

あ
り
消
燈
し
て
か
ら
声
を
殺
し
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
中

で
一
番
泣
い
た
時
期
で
し
た
。
そ
の
頃
、
薬
の
剛
作
川
で
ム
ー
ン
フ
ェ
イ
ス
と

な
り
、
休
も
中
心
型
肥
満
で
ポ
″
チ
ャ
リ
体
型
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ス
リ

ム
な
子
だ
っ
た
の
で
親
と
し
て
は
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
本
人
は
も
っ
と

も
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
外
見
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
行

く
け
れ
ど
も
、
‐
々
元
気
に
な
り
、
笑
顔
で
私
に
話
し
か
け
て
く
れ
る
娘
と
一

緒
に
い
ら
れ
る
人
院
生
活
は
、
し
あ
わ
せ
な
時
間
で
も
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
小
学
校
で
は
、
腎
臓
の
治
療
も
入
れ
る
と
1
0
回
以
ｈ
の
人
退
院
を
繰
り

返
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
学
校
へ
行
き
た
く
な
い
と
は
一
度
も
言
っ
た
こ

と
が
な
く
、
学
佼
と
い
う
場
所
か
楽
し
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
は
唯
一
の
救

い
で
し
た
。
し
か
し
、
薬
の
副
作
川
に
よ
る
体
の
変
化
を
か
ら
か
わ
れ
、
辛
く

悲
し
い
思
い
を
し
た
時
期
も
あ
り
（
小
さ
な
体
で
が
ん
ば
っ
て
乗
り
越
え
た
ん

だ
ね
）
と
言
っ
て
ギ
ュ
″
と
抱
き
し
め
て
や
り
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
は
親
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
強
く
た
く
ま
し
い
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

　

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
見
送
っ
て
「
お
か
え
り
」
と
迎
え
て
元
気
な
顔

を
見
る
ま
で
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
今
で
も
そ
れ
は
同
じ
で
す
。
こ
の

先
も
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

担
任
の
先
生
を
初
め
た
く
さ
ん
の
先
生
方
に
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
っ
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
先
生
方
と
は
直
接
お
会
い
し
て
な
る
べ
く
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
収
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
た
。

　

娘
の
病
状
を
伝
え
、
お
願
い
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
な
ど
を
向
き
合
っ

て
お
話
を
す
る
っ
て
大
切
だ
、
と
感
じ
、
痛
み
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
先

生
な
の
か
ど
う
か
、
た
だ
仕
事
の
延
長
と
し
て
話
し
を
聞
い
て
い
る
の
か
ど
う

か
、
敏
感
に
感
じ
収
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
私
と
し
て
成
長

で
き
た
点
の
。
つ
で
す
。
担
任
が
変
る
皮
に
、
親
と
し
て
は
不
安
で
い
っ
ば
い

で
す
が
、
お
会
い
し
て
話
を
す
る
と
、
抱
え
て
い
た
小
さ
な
不
安
は
ふ
っ
と
ん

で
し
ま
う
ん
で
す
ね
。

　

病
気
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
に
は
見
え
な
い
も
の
か
見
え
て
く
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
私
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
厄
介
な
病
気
を
持
つ
子
ど
も
の
親
と
し
て
、

他
康
な
子
ど
も
の
親
で
は
学
べ
な
か
っ
た
も
の
を
、
今
、
勉
強
し
て
い
る
ん
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
。
病
気
が
治
れ
ば
勝
ち
、
治
ら
な
け
れ
ば
負
け
”
と
つ
い

つ
い
思
い
が
ち
だ
し
、
良
く
耳
に
し
ま
す
が
、
別
の
見
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
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か
と
も
思
っ
て
い
ま
す
、
実
際
、
私
は
、
ｆ
ど
も
か
病
気
に
な
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
た
こ
と
は
た
だ
の
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
り
ま
せ
ん
が
、
病
気
だ
っ

た
お
か
げ
で
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
雅
実
で
す
。
そ
の
点
は
、

素
直
に
病
気
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
。
年
で
発
病
し
て
か
ら
今
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
、

出
会
っ
た
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
で
す
。

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た

　

こ
の
よ
う
な
内
容
で
体
験
発
衣
を
終
え
ま
し
た
。
こ
の
８
年
間
の
色
ん
な
こ

と
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
、
。
。
。
。
‥
便
に
つ
ま
り
、
闘
き
５
"
"
し
い
体
験
発
表
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
ｎ
暇
な
体
験
で
あ
り
、
自
分
自
身
の
ひ
と
つ
の

区
切
り
と
な
っ
た
こ
と
は
雅
実
で
す
。
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
深
く
感
謝
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
中
で
こ
の
８
年
間
を
振
り
返
る
こ
と
か
で
き
た
こ
と
、
ヘ

ン
を
取
る
と
い
う
作
業
の
中
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、
又
、

新
た
な
思
い
で
ス
タ
ー
ト
で
き
る
、
そ
ん
な
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
れ
た
こ
と
な

ど
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
、
。
膠
原
病
の
こ
と
も
を
持
つ
親
の
つ
ど
い
”
は
、
今

歩
き
始
め
た
ば
か
り
、
小
さ
な
小
さ
な
一
歩
で
す
。
け
れ
ど
も
、
小
さ
な
Ｉ
歩

も
い
っ
ば
い
い
っ
ぱ
い
債
み
収
ね
た
ら
人
き
な
。
φ
と
な
る
こ
と
を
信
じ
、
前

を
向
い
て
歩
い
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

C;∋

　

「教え子を再び戦場に送るな」

　

∈!⊃

　

一日本国憲法･子どもの権利条約をいかす教育をｰ

岩手県高等学校教職員組合

　　　

〒020－0883盛岡巾｀志家町11番13号

　　　　　　　　　　

(岩于県高校教育会館)

電

　

話(019)624-5227

　

FAX (019)653-2285
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iwako@jtu-iwako.jp
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「
ｉ
＾
ｅ
ｔ
ｓ
　
ｗ
ａ
ｌ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
＆
ｔ
ｒ
ｙ
」

吉

田

倫

　

子

　

私
は
、
昭
和
5
8
年
３
月
3
0
日
生
ま
れ
で
、
現
在
2
6
才
で
す
。
先
天
性
の
心
臓

病
で
「
両
大
血
管
右
室
起
始
症
」
と
い
う
病
気
を
も
っ
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
「
大
助
脈
弁
狭
窄
症
」
も
加
わ
り
現
在
経
過
観
察
中
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
３
回
の
手
術
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
２
歳
と
中
二
と
高
三
の

時
で
し
た
。
当
然
手
術
の
傷
跡
も
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
傷
跡
は
今
の
自
分
に

な
る
ま
で
の
色
々
な
こ
と
を
弩
え
さ
せ
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

特
に
３
回
目
の
時
は
、
ｒ
度
高
校
３
年
生
で
逃
路
を
決
め
る
時
期
で
し
た
。

急
に
人
院
生
活
へ
と
入
っ
た
た
め
、
何
と
も
言
え
な
い
心
情
の
中
で
、
友
達
や

親
戚
の
人
達
が
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
の
に
や
り
き
れ
な
い
キ
モ
チ
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
表
面
的
に
は
、
笑
っ
て
い
て
も
、
誕
で
は
、
そ
ん
な
自
分
に
対

し
て
い
つ
キ
レ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
で
し
た
。

　

今
、
思
う
と
子
供
じ
み
た
こ
と
を
し
た
な
と
反
省
し
つ
つ
…
と
て
も
自
分
に

と
っ
て
や
い
時
期
だ
っ
た
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
の
１
　
術
経
験
は
、
一
言
で
表
す
と
や
は
り
「
怖
い
」
も
の
で
す
。

自
分
の
記
憶
の
中
で
は
、
２
回
目
、
３
回
目
の
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

２
回
目
の
時
は
、
中
二
の
三
学
期
で
し
た
。
退
院
し
た
ら
修
学
旅
行
に
行
く

と
い
う
目
標
（
夢
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
３
回
‐
の
時
は
、
高
三
の
進
路
を
決
め
る
大
事
な
時
期
で
し
た
が
、

以
前
の
よ
う
に
夢
や
目
標
を
考
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
無
く
、
逆
に
火
う
こ
と
ば

か
り
だ
と
思
い
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
手
術
を
受
け
ず
に
安
静

に
し
て
過
ご
す
か
、
成
功
率
1
0
％
に
な
ら
な
い
く
ら
い
魅
し
い
手
術
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
手
術
を
受
け
る
こ
と
を
選
択
す
る
か
と
の
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
三
の
私
に
は
と
て
も
厳
し
い
選
択
で
し
た
。
一
方
は
体
調
に
気
を
使
い
な

が
ら
車
椅
子
で
の
生
活
を
す
る
人
生
か
…
そ
れ
と
も
自
分
の
足
で
歩
け
る
よ
う

に
な
る
人
生
か
…
私
か
選
ん
だ
の
は
、
自
分
の
足
で
歩
く
人
生
の
ほ
う
で
し
た
。

例
え
手
術
の
成
功
率
が
1
0
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
も
「
手
術
を
受
け
ま
す
！
」

「
元
気
に
な
り
自
分
の
足
で
歩
き
た
い
！
」
と
担
当
医
の
先
生
に
答
え
ま
し
た
。

す
る
と
先
生
は
「
倫
子
さ
ん
が
、
強
い
気
持
ち
で
望
む
な
ら
き
っ
と
成
功
す
る

と
思
い
ま
す
よ
」
と
笑
顔
で
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

1
0
月
６
日
に
手
術
を
終
え
て
、
Ｈ
月
Ｈ
口
に
退
院
を
し
ま
し
た
。
人
院
生
活

は
大
切
な
リ
ハ
ビ
リ
期
間
だ
と
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
頑
張
る
つ
も

り
で
し
た
。
で
も
家
か
ら
離
れ
て
一
人
で
属
た
た
め
に
、
少
し
の
束
縛
感
や
閉

塞
感
や
寂
し
さ
を
感
じ
た
期
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

命
の
大
切
さ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
た
手
術
も
終
え
、
無
事
に
退
院
し
た
私
で
し

た
が
…
こ
れ
か
ら
何
を
し
よ
う
か
と
い
う
か
何
を
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い

時
期
が
３
年
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
入
院
中
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
ど

う
し
て
も
し
て
み
た
く
て
・
：
髪
の
毛
を
染
め
て
み
た
り
、
ピ
ア
ス
を
あ
け
て
み

た
り
な
ど
と
同
世
代
の
女
の
子
た
ち
よ
り
も
少
々
遅
れ
を
と
り
な
が
ら
も
手
探

り
で
楽
し
ん
で
い
た
気
が
し
ま
す
。

　

１
　
術
を
す
る
前
は
、
同
世
代
の
女
の
子
と
同
じ
位
の
所
に
い
る
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
于
術
後
す
っ
か
り
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
自
分
に
気
づ
き
、
外
出
す

る
の
も
怖
く
、
外
出
し
て
も
下
向
き
に
な
っ
て
い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。

　

や
っ
と
体
調
も
良
く
な
っ
た
の
に
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
少

し
ず
つ
で
す
が
、
大
学
や
短
大
に
は
い
け
な
か
っ
た
分
、
資
格
を
収
得
し
よ
う

と
思
い
、
ま
ず
一
つ
目
に
車
の
免
許
を
と
り
、
二
つ
目
に
パ
ソ
コ
ン
の
資
格
を

と
り
、
わ
ず
か
二
つ
で
す
が
資
格
を
収
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
就
職
活
動
を
し
て
み
る
も
の
の
・
・
・
世
の
中
は
自
分
が
思
っ
て
い
る
よ

り
と
て
も
厳
し
く
・
：
本
当
に
や
め
よ
う
か
と
思
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

就
職
活
勁
す
る
に
つ
れ
、
自
分
が
知
ら
な
い
世
界
が
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
る
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と
い
う
こ
と
と
自
分
が
障
巾
‥
抒
と
し
て
生
き
て
い
く
と
い
う
の
が
い
か
に
人
変

か
を
知
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
の
私
（
2
6
歳
）
で
す
が
、
念
願
の
仕
事
（
パ
ー
ト
）
に
も
就

く
こ
と
が
で
き
、
少
々
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
や
っ
と
惶
通
の
人
と
同
じ

ラ
イ
ン
に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
な
と
思
い
、
改
め
て
私
は
、
人
に
恋
ま
れ
て
き

た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

以
前
は
自
分
か
ら
人
前
に
出
た
り
話
し
た
り
と
い
う
の
が
と
て
も
ニ
ガ
テ
で

し
た
。
同
世
代
の
人
だ
ち
か
ら
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
と
変
な
思
い
込
み
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
は
、
色
々
な
こ
と
を
得
て
こ
う
ゆ
う
自
分
か
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
キ
モ
チ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

妓
後
に
病
気
や
障
害
か
あ
っ
て
も
意
識
せ
ず
、
逆
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
明
る
く

顔
を
あ
げ
生
き
て
き
た
今
ま
で
も
自
分
が
誇
り
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
で

も
あ
り
ま
す
。

り
ん
ご
の
木
に
夢
を
託
し
て

長
谷
川

　

紀

　

子

　

町
の
芸
術
祭
・
ａ
業
祭
が
祝
日
を
は
さ
ん
で
、
好
天
に
恵
ま
れ
盛
人
に
行
わ

れ
た
。

　

幸
い
に
、
我
家
で
も
今
年
も
り
ん
ご
を
出
展
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
金
賞

を
と
る
ま
で
は
頑
張
る
ぞ
」
と
言
う
人
だ
っ
た
が
、
昨
年
よ
り
賞
は
下
が
り
銅

賞
。
7
3
才
と
6
　
1
才
の
夫
婦
の
夢
は
来
年
へ
と
続
く
。

　

り
ん
ご
園
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
私
か
長
年
病
ん
で
悩
ん
で
き
た
病
気
が

厚
生
省
で
指
定
さ
れ
て
い
る
難
病
だ
と
岩
手
医
大
に
て
告
げ
ら
れ
、
艮
期
閥
の

人
院
生
活
後
、
よ
う
や
く
ベ
ッ
ド
上
で
の
座
居
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
宅

療
箆
に
な
っ
た
年
に
畑
地
を
買
い
求
め
、
植
樹
し
て
も
ら
っ
た
園
地
で
す
。

　

花
か
咲
き
実
が
稔
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
託
し
て
、

瓦
種
類
の
リ
ン
ゴ
の
’
旧
木
と
、
ネ
ク
タ
リ
ン
、
豊
水
の
梨
の
木
、
そ
れ
ぞ
れ
を

一
本
づ
つ
園
地
の
片
側
に
混
植
も
し
て
・
…

　

昭
和
の
後
半
か
ら
、
り
ん
ご
の
樹
は
香
り
豊
か
に
花
を
咲
か
せ
始
め
、
樹
極

ご
と
に
香
り
も
花
の
時
か
ら
違
い
、
廿
く
た
だ
よ
う
の
は
感
動
で
す
。

　

ロ
い
く
結
実
さ
せ
る
と
樹
勢
が
弱
る
か
ら
と
教
わ
り
、
泣
き
た
い
気
持
ち
で
花

を
摘
む
こ
と
二
年
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
年
々
実
の
数
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

延
ｍ
｀
栽
培
の
樹
、
l
i
f
e
本
余
り
は
、
夫
の
１
　
中
の
玉
の
よ
う
に
育
て
ら
れ
、

私
の
手
伝
い
は
休
憩
時
の
語
ら
い
と
一
緒
の
お
茶
ぐ
ら
い
か
な
。

　

園
地
の
背
景
に
大
き
く
横
た
わ
る
よ
う
な
岩
１
　
山
。
四
季
に
う
つ
ろ
う
空
は

様
々
な
色
を
照
ら
し
だ
す
。

　

雑
尽
と
呼
ば
れ
る
ｉ
"
"
*
で
も
あ
る
が
、
除
草
剤
散
布
す
る
こ
と
も
せ
ず
、
多
々

の
雑
草
・
野
花
・
昆
虫
と
仲
良
く
園
地
で
過
ご
す
。
つ
ぽ
み
の
毒
か
ら
色
づ
く
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秋
ま
で
に
は
、
夫
は
７
回
程
の
草
刈
り
は
し
て
い
る
が
、
根
ま
で
痛
め
ら
れ
て

い
な
い
…
_
･
花
は
子
孫
を
残
そ
う
と
す
る
よ
う
に
、
み
ご
と
に
成
長
し
て
い
る
。

Ｉ
解
け
を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
、
薄
紫
の
小
さ
な
花
を
咲
か
す
イ
ヌ
フ
グ
リ
の

草
、
白
い
花
を
咲
か
す
ハ
コ
ベ
ラ
、
は
い
つ
く
ば
っ
て
新
人
し
て
く
る
フ
キ
ノ

ト
ウ
。
葉
を
作
る
の
:
£
j
i
：
-
い
か
、
ツ
ボ
ミ
が
先
か
と
思
う
程
の
タ
ン
ポ
ポ
の
花
、

地
而
に
目
を
や
る
だ
け
で
も
楽
し
、
増
し
て
樹
は
日
増
し
に
つ
ぼ
み
の
芽
が
ふ

く
ら
み
、
ピ
ン
ク
の
色
を
さ
し
、
花
の
時
は
白
さ
か
加
わ
り
、
花
の
回
り
を
舞

う
昆
虫
、
空
中
に
響
く
小
鳥
の
声
。
こ
う
し
て
春
は
始
ま
り
、
秋
ま
で
自
然
は

豊
か
に
喜
び
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

今
年
、
紫
波
地
域
は
リ
ン
ゴ
の
樹
に
は
恵
ま
れ
た
気
候
だ
っ
た
の
か
、
熟
度

も
良
く
人
き
な
実
か
収
穫
で
き
た
。
来
季
に
む
け
て
、
樹
の
冬
眠
季
に
と
休
日

を
利
用
し
て
、
今
は
、
米
棟
、
絣
ス
ト
ー
ブ
か
ら
で
た
雑
木
の
木
炭
を
肥
料
に

と
例
年
の
よ
う
に
積
雪
前
の
一
仕
事
で
す
。

　

「
樹
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
来
年
も
よ
ろ
し
く
ね
。
」

　

そ
ん
な
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

今
ま
で
の
‐
々
、
私
の
病
は
、
多
発
性
硬
化
症
と
い
う
病
名
の
ご
と
く
、
多

様
な
症
状
を
現
わ
し
、
数
日
の
人
退
院
も
繰
り
返
し
た
が
、
人
様
の
優
し
さ
に

癒
さ
れ
、
自
然
の
ａ
か
さ
に
励
ま
さ
れ
、
一
口
一
‐
生
か
さ
れ
て
来
た
。

　

現
在
、
夫
も
ガ
ン
と
い
う
病
気
を
持
ち
于
術
し
て
４
年
‐
、
経
過
を
診
察
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
も
、
我
家
で
は
病
気
の
話
は
余
り
出
て
こ
な
い
。

　

来
年
は
畑
地
を
貸
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
方
か
お
り
、
何
の
樹
を
植
樹
し
よ

う
か
と
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
に
ら
め
っ
こ
。

　

「
命
は
神
様
の
御
心
に
お
あ
づ
け
」
。
今
‐
の
一
‐
に
感
謝
で
す
。

平
成
2
0
年
1
2
月
吉
日

こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と

遠

　

藤

豊

　

私
は
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
診
断
さ
れ
て
か
ら
2
0
年
が
た
ち
、
今
の
と
こ

ろ
そ
れ
な
り
に
う
ま
く
付
き
合
っ
て
こ
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
い
う
病
気
を
受
け
入
れ
て
き
た
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
い
る
か
述
べ
た
い
と
思
う
。

　

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
、
難
病
で
治
療
法
か
な
い
と
初
め
て
説
明
を
受
け
た

時
は
、
た
し
か
に
治
療
法
は
な
さ
そ
う
だ
し
、
雛
病
だ
な
あ
と
思
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
た
時
は
、
中
学
生
の
頃
で
、
１
　
す
り
を
使
わ
な

い
と
階
段
を
Ｌ
が
れ
な
い
。
座
っ
た
状
態
か
ら
立
ち
上
が
る
の
が
辛
か
っ
た
も

の
の
歩
く
こ
と
が
で
き
て
い
た
た
め
、
あ
ん
ま
り
シ
ョ
ッ
ク
も
な
か
っ
た
の
が

正
直
な
と
こ
ろ
。
ふ
～
ん
、
そ
う
な
の
か
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。
今
思
う
と
、

身
近
に
同
じ
病
気
の
兄
か
い
た
か
ら
シ
ョ
ッ
ク
も
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

中
学
校
の
３
年
生
あ
た
り
か
ら
、
ス
ト
レ
ッ
チ
が
必
要
だ
と
知
っ
た
の
で
、

福
祉
機
器
を
取
り
扱
う
業
者
さ
ん
に
起
立
台
を
作
っ
て
も
ら
い
、
５
キ
ロ
砂
袋

２
つ
川
意
し
て
、
ス
ト
レ
″
チ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
起
立

台
に
2
0
分
ほ
ど
立
ち
、
足
を
伸
ば
す
。
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
1
0
分
ほ
ど
砂
袋
を

腰
に
の
せ
て
、
腰
を
浮
い
て
く
る
の
を
抑
制
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
を
行
っ
た
。

こ
れ
を
毎
‐
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
、
大
学
３
年
に
な
っ
て
、
病

院
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
さ
ぽ
り
ま
く
っ
て
い
た
。

　

高
校
生
と
な
り
、
学
年
が
あ
が
る
に
つ
れ
、
歩
い
て
い
て
転
倒
す
る
こ
と
か

増
え
て
き
た
た
め
、
３
年
に
な
る
と
外
出
時
だ
け
車
椅
子
を
使
川
し
た
。
と
い
っ

て
も
兄
の
自
走
式
巾
椅
子
を
使
っ
て
い
た
。
そ
の
当
時
、
兄
は
電
動
小
椅
子
を

使
っ
て
大
学
に
通
っ
て
い
た
た
め
、
自
走
式
市
ぶ
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で
き
た
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
置
い
て
あ
る
車
椅
子
は
、
兄
の
も
の
に
比
べ
か
な

り
か
っ
こ
悪
く
乗
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
私
は
、
車
椅
子
に
乗
る
の
に
抵

抗
感
は
な
か
っ
た
。
自
立
歩
行
を
ま
だ
し
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
が
、
兄
の
乗
っ

て
い
た
か
っ
こ
い
い
車
倚
子
に
惚
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
だ
っ
た
ら
乗
っ
て

も
良
い
と
思
え
た
。
車
椅
子
へ
の
抵
抗
感
が
な
か
っ
た
の
は
、
兄
が
使
川
し
て

い
た
か
っ
こ
い
い
自
走
式
車
椅
子
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
高
校
卒
業
間
近
に
自
分
の
自
走
式
巾
椅
子
を
購
入
し
、
外
出

時
は
そ
れ
に
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
学
に
入
り
、
徐
々
に
病
状
が
進
み
、
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
と

腕
の
力
を
相
当
使
わ
な
い
と
立
ち
上
が
れ
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
立
つ
た
び

に
腕
の
力
を
使
川
す
る
た
め
、
腕
が
痛
く
な
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
ひ

ど
い
と
き
に
は
、
数
日
痛
み
が
残
っ
た
。
そ
こ
で
、
家
の
巾
で
は
、
キ
ャ
ス
タ
ー

付
の
倚
子
に
乗
り
、
足
で
こ
い
で
移
動
す
る
こ
と
に
し
た
。
立
ち
上
が
る
回
数

を
減
ら
す
よ
う
に
し
よ
う
と
決
め
た
。
し
か
し
、
立
ち
上
が
る
同
数
を
数
力
月

ほ
ど
激
減
し
た
た
め
に
い
ざ
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
と
、
い
つ
も
の
よ
う
に
す

ん
な
り
い
か
な
い
。
自
立
歩
行
も
ほ
ぽ
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

数
力
月
で
こ
ん
な
に
も
進
行
が
進
む
の
か
と
驚
い
た
。
た
だ
、
シ
ョ
ッ
ク
と
い

う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
症
状
に
あ
わ
せ
て
福
吐
機
器
を
使
川
し
た
り
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
使
う
な
ど
「
工
夫
し
て
生
活
す
れ
ば
い
い
や
っ
て
感
じ
」
だ
っ
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
れ
ま
で
週
２
回
、
火
曜
と
木
曜
に
１
単
位
2
0

分
行
っ
て
い
た
が
、
４
年
に
な
っ
て
か
ら
は
、
火
曜
と
木
曜
そ
れ
ぞ
れ
３
肌
位

１
時
間
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
た
だ
、
病
院
の
予
約
状
況
に
よ
り
、
２
囃
位

4
0
分
で
行
う
こ
と
も
あ
る
。
内
容
は
、
紐
と
ベ
ル
ト
を
使
用
し
た
腰
吊
り
1
0
分
、

太
股
を
伸
ば
す
1
0
分
、
無
理
し
な
い
範
囲
で
腰
上
げ
と
足
の
筋
ト
レ
1
0
分
、
足

も
み
1
0
分
、
肩
・
腕
も
み
1
0
分
、
起
立
台
1
0
分
と
い
っ
た
内
容
で
や
っ
て
い
る
。

終
わ
っ
た
後
は
、
結
構
体
が
軽
く
な
っ
て
良
い
。
筋
ジ
ス
患
者
の
方
は
、
や
っ

て
損
は
な
い
と
思
う
。

　

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
、
進
行
性
の
た
め
、
進
行
に
差
は
あ
れ
ど
、
ど
う
し

た
っ
て
病
状
悪
化
す
る
こ
と
は
仕
方
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
病
気
の
進
行
輿
介

に
一
喜
一
憂
し
て
も
き
り
が
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
一
端
今
の
病
状
を
正
し

く
把
握
し
、
そ
れ
以
上
進
行
さ
せ
な
い
た
め
に
リ
ハ
ビ
リ
を
ち
ゃ
ん
と
行
う
。

筋
肉
が
ま
だ
残
っ
て
い
れ
ば
、
1
0
分
で
も
時
間
を
と
っ
て
ス
ト
レ
ヅ
チ
を
自
分

で
し
て
み
る
な
ど
、
病
状
進
行
を
で
き
る
だ
け
進
め
な
い
た
め
の
工
夫
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
私
は
筋
ジ
ス
に
対
し
て
の
考
え
方
も
前
向
き
に
考
え
て
生
活
を

送
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。
払
は
症
状
が
悪
化
し
た
こ
と
に
一
喜
一
憂
し
な
い

こ
と
に
し
て
い
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
し
て
も
面
白
く
な
い
か

ら
で
あ
る
。
人
生
は
一
度
し
か
な
い
の
だ
か
ら
、
ど
う
せ
な
ら
前
向
き
に
楽
し

く
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
気
持
ち
か
病
状
悪
化
す
る
ご
と
に
一
喜
一

憂
し
な
い
秘
訣
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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闘
病
体
験
「
パ
ニ
ッ
ク
」

一一

11.

束

　

礼
津
子

　

２
０
０
７
・
Ｈ
月
医
人
を
退
院
し
て
、
介
誕
保
険
は
要
介
護
３
に
認
定
に
な

り
ま
し
た
。
薬
が
変
わ
っ
て
、
汗
が
で
な
く
な
り
、
洗
滋
に
追
わ
れ
る
こ
と
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
汗
を
か
か
な
く
な
っ
た
ら
、
体
重
が
８
㎏
も
増
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
退
院
し
た
の
に
、
休
電
増
の
た
め
か
、
１
月
に
は
、
立

ち
上
が
り
が
で
き
ず
、
特
に
夜
間
ト
イ
レ
に
は
い
る
と
、
立
て
な
い
の
で
す
。

腕
の
力
を
利
川
し
て
、
膝
か
ら
下
に
は
力
が
な
い
の
で
、
引
き
ず
る
の
で
す
。

だ
か
ら
、
膝
を
い
た
め
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
左
膝
に
蜂
か
織
炎
と
診
断
さ
れ
、

外
科
病
院
に
通
院
い
た
し
ま
し
た
。
夜
間
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
泊
ま
っ
て
も
ら

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
膝
は
大
事
だ
か
ら
、
膝
は
使
わ
な
い
よ
う
に
」
と

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
薬
は
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
室
内
で
も
車
倚
子
の
使
用
を

始
め
ま
し
た
。
手
す
り
の
収
り
付
け
を
申
請
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
に
は
右
膝
に
水
が
た
ま
り
、
化
膿
し
て
再
び
外
科
病
院
に
通
院

い
た
し
ま
し
た
。

　

介
護
施
設
の
デ
ィ
ー
ケ
ア
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
弘
は
夜
間
の
方
が
辛

い
の
で
、
週
Ｉ
回
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
川
す
る
こ
と
に
変
え
ま
し
た
。
介
護

施
設
で
は
、
朝
方
ジ
ス
ト
ニ
ア
が
お
こ
る
こ
と
を
観
察
し
て
も
ら
い
、
ケ
ア
ー

マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
先
生
に
伝
え
、
薬
の
増
址
に
よ
り
よ
く
な
り
ま
し
た
。

　

Ｈ
月
に
は
、
シ
ン
メ
ト
レ
ル
5
0
昭
３
Ｔ
を
追
加
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
身
体
が

軽
く
楽
に
な
り
ま
し
た
。
歩
く
こ
と
も
楽
に
な
り
顔
も
笑
顔
に
変
わ
っ
た
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

　

1
2
月
に
な
っ
て
、
シ
ン
メ
ト
レ
ル
ー
０
０
昭
３
Ｔ
に
す
る
と
ネ
オ
ド
パ
ス
ト

ン
ー
０
０
昭
３
・
５
Ｔ
は
服
川
し
な
く
て
も
よ
く
な
り
、
歩
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
２
年
ぶ
り
の
歩
き
で
し
た
。
復
婦
で
き
た
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

突
然
ま
た
幻
視
か
も
し
れ
な
い
と
お
も
う
こ
と
が
お
き
て
き
ま
し
た
。
介
護

施
設
で
も
お
き
た
ら
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
看
護
師
さ
ん
に
伝

え
ま
し
た
。
施
設
で
は
、
幻
視
は
み
え
な
か
っ
た
。
自
宅
に
帰
っ
て
排
気
口
を

何
気
な
く
覗
い
て
い
た
ら
、
レ
ン
ズ
か
み
え
た
の
で
す
。
レ
ン
ズ
に
執
着
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
排
気
口
全
て
が
気
に
な
り
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
写
真
を
と
る
と
証
拠
が
写
っ
て
お
り
ま
し
た
。
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
先

生
は
写
輿
を
見
て
「
何
も
不
思
議
な
こ
と
は
な
い
。
反
射
し
て
い
る
の
だ
」
と

い
う
。
目
か
お
か
し
い
の
か
と
思
い
、
眼
科
も
受
診
い
た
し
ま
し
た
。

　

国
立
の
精
神
病
院
で
長
年
看
護
師
を
し
て
い
た
人
に
、
幻
覚
に
関
し
て
詳
し

く
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
「
写
真
も
幻
覚
に
み
え
る
」
と
言
わ
れ
て
、
シ
ョ
ッ

ク
、
何
か
正
し
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
は
悔
し
か
っ
た
。
二
本
足
で
歩
く
人
間
で
あ
り
た
い
で
す
。
ま
た
、
歩
け

な
く
な
る
の
か
、
寝
た
き
り
に
な
る
の
か
と
か
考
え
る
と
辛
か
っ
た
。

　

そ
れ
で
精
神
科
受
診
を
希
望
し
ま
し
た
。
以
前
剛
作
川
で
、
薬
を
中
止
さ
れ
、

幻
覚
抑
制
剤
を
飲
ん
で
大
変
な
思
い
を
し
た
と
話
し
ま
し
た
。
枡
神
科
の
先
生

は
、
や
さ
し
く
、
お
も
い
や
り
か
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
私
の
興
奮
を
和
ら
げ
る

よ
う
な
言
葉
で
質
問
て
い
う
の
か
な
、
闘
き
取
り
方
で
し
た
。

　

気
分
が
、
楽
に
な
り
ま
し
た
、
気
持
ち
よ
か
っ
た
が
そ
の
日
の
夜
か
ら
、
私

を
監
視
す
る
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
ま
わ
り
に
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

身
動
き
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
眠
り
た
い
、
眠
れ
な
い
の
で
し
た
。

私
の
姿
を
映
像
さ
れ
、
夢
で
は
な
く
。
眼
を
ち
ゃ
ん
と
開
け
て
い
る
の
に
、
不

思
議
で
し
た
。
ま
わ
り
の
人
を
巻
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。
本
当
に
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
が
み
え
る
ん
で
す
。
現
突
と
幻
覚
を
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
と

お
も
い
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
怖
く
な
り
ま
し
た
。
人
院
し
た
く
な
り
ま
し
た
。
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枡
神
科
の
先
生
は
、
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
悪
化
さ
せ
な
い
薬
を
投
与
す
る

か
ら
大
丈
夫
、
又
神
継
内
科
の
先
生
と
相
談
し
な
が
ら
対
処
す
る
か
ら
」
と
気

配
り
の
優
れ
た
方
で
し
た
。

　

本
当
に
安
心
し
て
、
抗
精
神
病
薬
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
退
院
し
て

も
、
服
川
し
て
い
ま
す
。
２
月
の
寒
い
時
期
に
、
同
室
患
者
（
耳
の
聞
こ
え
の

悪
い
）
の
ド
ア
の
開
け
放
し
で
部
屋
が
寒
か
っ
た
。
体
温
の
低
さ
３
　
１
・
５
度
～

3
5
・
５
度
。
怪
い
布
団
で
も
私
に
は
重
く
て
毛
布
１
枚
し
か
か
け
な
い
の
で
、

よ
け
い
寒
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
夜
勤
の
見
回
り
は
3
0
分
毎
で
し
た
。

　

自
宅
か
ら
湯
た
ん
ぽ
を
持
参
し
、
湯
を
入
れ
て
も
ら
い
使
い
ま
し
た
。

　

精
神
科
病
棟
は
私
に
は
、
と
ま
ど
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

楠
神
科
で
は
、
先
生
と
患
者
と
の
話
し
介
い
を
而
談
と
言
う
言
葉
で
表
現
し

て
い
ま
し
た
。

　

先
生
と
ス
タ
ッ
フ
と
は
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
る
の
を
感
じ
ま

し
た
。
納
得
の
ゆ
く
説
明
を
す
る
の
で
、
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
処

霞
は
ナ
ー
ス
ス
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン
で
行
っ
て
い
る
の
で
廊
下
は
患
者
の
往
来
で
賑

や
か
で
し
た
。
年
齢
な
の
で
、
人
院
の
た
び
に
体
力
は
劣
っ
て
い
く
ば
か
り
で

す
。
自
分
自
身
で
勁
い
て
い
な
け
れ
ば
だ
め
だ
、
足
が
弱
る
の
は
‐
に
見
え
る

の
で
、
介
護
施
設
も
し
ば
ら
く
は
利
川
を
控
え
ま
す
。

　

規
則
正
し
い
生
活
が
大
切
な
ん
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

夜
、
決
ま
っ
た
時
間
に
就
寝
、
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
。
眠
れ
な
い
時
は
睡
眠

薬
の
服
川
、
眠
れ
な
い
時
の
た
め
に
あ
る
の
で
す
。
改
め
て
薬
の
効
用
を
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

　

二
本
足
で
歩
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
続
け
て
歩
き
た
い
。

９
ｆ
｀
Ｏ
Ｏ
Ｑ
び
・
ｒ
｀
り
・
1
4

ス
モ
ン
発
症
と
そ
の
経
過
（
私
の
場
合
）

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
ス
モ
ン
の
会

　

帷

　

子

貢

　
　

私
か
ス
モ
ン
に
な
っ
た
の
は
、
膀
胱
炎
で
Ａ
病
院
の
Ａ
医
師
に
か
か
っ
て

い
る
時
で
し
た
。
私
は
、
仕
小
が
終
え
た
夕
方
に
何
時
も
、
Ａ
病
院
に
毎
‐
毎

‐
通
院
し
て
い
ま
し
た
。
通
院
の
都
度
採
尿
を
し
て
顕
微
鏡
で
見
て
、
ま
だ
細

閑
が
あ
る
な
あ
と
言
っ
て
、
こ
の
薬
で
だ
め
な
ら
今
度
は
こ
の
薬
に
し
よ
う
と

言
っ
て
、
一
週
間
に
一
度
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
何
度
も
何
度
も
薬
を
変
え
て
投

与
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
医
師
は
開
業
す
る
前
は
岩
手
医
大
の
助
教
授
を
し

て
い
た
関
係
上
、
と
て
も
研
究
熱
心
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
の
Ａ
病
院

に
２
ヵ
月
ほ
ど
通
院
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
病
院
に
通
院
中
の
・
・
・
‘
９
７
０
年
８

月
1
0
‐
頃
か
ら
、
足
の
桁
の
先
か
ら
シ
ビ
レ
始
め
少
し
づ
つ
上
の
方
に
上
か
っ

て
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
第
２
波
、
３
波
、
４
波
と
言
う
形
で
、
シ
ピ
レ
が
だ

ん
だ
ん
強
く
な
り
８
月
2
0
日
頃
に
は
腰
の
辺
り
ま
で
強
い
シ
ピ
レ
が
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
頃
Ａ
光
生
に
足
か
シ
ビ
レ
て
き
た
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の

時
採
血
し
て
翌
‐
行
っ
た
と
こ
ろ
、
あ
な
た
は
リ
ュ
ウ
マ
チ
で
は
な
か
っ
た
と

言
い
ま
し
た
の
で
、
私
は
先
生
「
ス
モ
ン
」
と
訪
う
病
気
か
あ
る
そ
う
で
す
か

ど
ん
な
病
気
で
す
か
？
と
言
っ
て
聞
い
た
と
こ
ろ
あ
な
た
は
「
ス
モ
ン
」
で
は

な
い
と
思
う
な
Ｉ
と
言
つ
だ
の
で
、
私
は
そ
の
時
、
医
者
と
し
て
一
人
の
科
学

者
と
し
て
「
思
う
な
Ｉ
」
は
賊
い
と
大
き
な
不
偏
感
を
抱
い
た
の
で
、
す
ぐ
に

翌
‐
９
１
］
日
に
岩
１
　
県
立
中
央
病
院
の
内
科
を
受
診
し
ま
し
た
。
内
科
の
先
生
は

問
診
と
診
察
を
し
て
か
ら
「
こ
れ
を
持
っ
て
籤
形
外
科
に
行
き
な
さ
い
」
と
言
っ

て
、
紹
介
状
を
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
紹
介
状
を
見
た
ら
「
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
の

疑
い
」
と
μ
い
て
あ
り
ま
し
た
。
整
形
外
科
の
先
生
は
す
ぐ
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
を

撮
る
よ
う
桁
示
し
、
腰
か
ら
胸
な
ど
を
何
枚
も
Ｘ
線
写
真
を
撮
っ
て
そ
の
後
に
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ま
た
内
科
に
行
き
ま
し
た
。
権
形
外
科
か
ら
の
回
答
は
ど
ん
な
も
の
か
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
兎
に
角
「
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
の
疑
い
」
は
確
定
し
た
よ
う
で
し
た
。

す
ぐ
に
は
入
院
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
家
に
帰
っ
て
寝
て
い
た
と
こ
ろ
、
シ

ビ
レ
が
腰
の
辺
り
ま
で
だ
っ
た
の
が
、
急
激
に
強
い
シ
ビ
レ
が
胸
の
辺
り
ま
で

上
が
り
、
両
手
ま
で
上
が
っ
て
き
た
の
で
、
こ
の
ま
ま
シ
ビ
レ
が
上
が
る
と
心

臓
ま
で
達
し
た
ら
心
臓
が
止
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
怖
く
な
り
、
心
配
だ
っ
た

の
で
県
立
中
央
病
院
に
電
話
し
て
「
こ
の
病
気
は
人
院
し
な
い
と
治
ら
な
い
病

気
で
し
た
ら
早
く
入
院
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
８
月
3
1

日
に
人
院
し
に
来
て
く
だ
さ
い
と
の
桁
示
を
い
た
だ
き
、
そ
の
日
の
来
る
の
を

待
っ
て
早
速
人
院
し
ま
し
た
。
入
院
し
た
あ
と
は
ス
モ
ン
の
治
療
と
し
て
は
定

番
の
、
剛
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
の
内
服
薬
の
治
療
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
１

ヵ
月
か
２
ヵ
月
ほ
ど
続
け
、
そ
の
後
に
、
Ａ
Ｔ
Ｐ
、
ニ
コ
チ
ン
酸
を
生
理
食
塩

水
に
始
め
1
0
a
か
ら
始
め
て
毎
日
1
0
a
づ
つ
増
や
し
て
、
１
５
０
㎝
に
な
る
と

少
し
の
間
休
み
、
そ
れ
を
３
ク
ー
ル
程
し
ま
し
た
。
入
院
し
た
頃
は
、
両
足
に

鉛
で
も
く
っ
つ
い
て
い
た
よ
う
に
と
て
も
重
く
、
足
を
引
き
ず
っ
て
で
な
い
と

歩
け
ず
、
降
足
で
歩
く
と
足
の
底
が
ジ
ン
ジ
ン
ピ
リ
ビ
リ
と
痛
く
、
ま
る
で
剣

山
の
上
を
歩
く
よ
う
な
感
じ
で
と
て
も
痛
く
、
下
半
身
か
と
て
も
冷
た
く
、
上

半
身
は
半
袖
の
シ
ャ
ツ
で
も
熱
く
て
汗
を
か
く
程
な
の
に
、
下
半
身
は
と
て
も

寒
い
た
め
に
、
布
団
を
腰
ま
で
掛
け
て
寝
る
ほ
ど
で
し
た
。
そ
ん
な
状
態
な
の

で
、
入
院
中
は
班
椅
子
を
使
っ
て
の
行
動
で
し
た
。
私
の
担
当
の
行
護
師
は
こ

の
病
気
は
伝
染
す
る
そ
う
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
消
毒
綿
を
持
っ
て
き
て
手
な
ど

を
消
毒
す
る
よ
う
に
と
言
っ
て
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。
週
に
１
度
か
２
度
の
入

浴
の
時
に
は
、
ガ
が
ｖ
"
／
て
身
体
を
洗
っ
て
く
れ
、
こ
う
し
て
入
院
を
し
て
い
る

間
に
も
、
新
闘
や
、
週
刊
誌
、
テ
レ
ビ
、
な
ど
で
大
き
く
報
逆
さ
れ
ま
し
た
。

私
の
姿
も
、
父
も
大
変
心
配
し
て
、
そ
れ
で
も
何
も
出
来
な
い
の
で
、
新
聞
に

報
じ
ら
れ
れ
ば
そ
の
新
聞
を
、
週
刊
誌
に
載
れ
ば
そ
の
週
刊
誌
を
せ
っ
せ
と
運

ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
私
の
場
介
、
1
9
7
0
年
８
月
に
当
時
新
潟
大

学
教
授
俳
忠
雄
先
生
に
よ
っ
て
、
「
ス
モ
ン
の
原
因
は
キ
ノ
フ
ォ
ル
ム
で
あ
る
」

と
新
聞
等
で
報
じ
ら
れ
、
同
年
９
月
８
日
に
よ
っ
て
キ
ノ
フ
ォ
ル
ム
剤
の
使
川

発
売
の
禁
止
排
置
が
取
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
陛
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら

れ
る
こ
と
も
無
く
、
平
常
心
で
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
か
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

た
だ
こ
の
ま
ま
歩
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
思
い
、
不
安
で
、

不
安
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
治
療
を
受
け
た
お
か
げ
で
、
足
の

底
に
何
か
べ
っ
た
り
つ
い
て
い
る
感
じ
、
ジ
ン
ジ
ン
し
た
痛
み
、
腰
か
ら
下
の

強
い
シ
ビ
レ
と
歩
行
障
害
が
残
り
ま
し
た
が
、
私
は
こ
の
療
養
生
活
の
間
に
…
石

手
県
ス
モ
ン
の
会
と
出
会
い
、
退
院
し
て
か
ら
は
ス
モ
ン
の
会
の
活
動
に
も
専

念
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
か
今
あ
る
の
は
、
こ
の
痛
み
と
苫
し
み
を
、

た
だ
ひ
た
す
ら
ひ
た
す
ら
耐
え
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
「
薬
害
根
絶
」
と

「
ス
モ
ン
忠
者
の
恒
久
対
策
の
確
立
」
等
を
目
標
と
し
て
更
に
活
動
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
私
の
生
き
る
途
だ
と
思
い
ま
す
。
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看
取
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡

　

田

　

要

　

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
岩
手
ス
モ
ン
の
会
）

つ
か
の
間
の
朝
焼
け
を
見
し
安
ら
ぎ
に
再
び
眠
る
妻
の
か
た
は
ら

う
つ
し
身
は
ペ
ッ
ト
に
在
り
と
い
ふ
意
識
一
匹
の
蝿
い
ら
い
ら
と
打
つ

ス
モ
ン
病
む
足
は
下
り
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
見
下
し
動
く
も
の
を
怖
る
る

衰
へ
の
極
み
の
一
口
す
す
ま
ざ
る
食
は
一
つ
の
梅
干
に
足
る

衰
へ
し
こ
と
意
識
す
る
憂
き
夕
べ
白
桃
一
つ
お
も
む
ろ
に
食
ふ

リ
ハ
ピ
リ
に
妻
と
も
な
ひ
て
風
花
に
あ
ひ
し
を
共
に
仕
合
せ
と
言
ふ

看
取
ら
れ
て
今
日
も
終
わ
り
ぬ
わ
れ
よ
り
も
先
に
眠
り
て
ゐ
る
妻
を
見
っ

常
臥
し
の
身
の
口
覚
め
た
る
そ
れ
よ
り
の
眠
れ
ぬ
時
を
今
日
も
恐
る
る

パ
ー
ト
へ
と
出
で
行
く
妻
の
す
で
に
し
て
振
り
向
か
ぬ
距
離
に
声
か
け
て
み
る

か
た
は
ら
に
服
薬
指
導
受
け
て
ゐ
る
同
じ
薬
の
人
を
見
っ
む
る

予
後
の
身
を
花
な
ど
植
ゑ
て
共
に
あ
る
妻
よ
り
先
に
一
休
み
す
る

常
臥
し
の
吾
に
コ
ス
モ
ス
活
け
く
る
る
好
み
の
花
の
秋
を
言
ひ
っ
つ

吾
が
先
に
逝
く
こ
と
願
ひ
雪
の
日
は
姿
の
着
が
へ
を
暖
め
て
待
つ

輿
Ｍ
口
に
電
気
毛
布
を
オ
ン
に
し
て
ス
モ
ン
の
足
の
心
地
よ
く
寝
る

看
収
り
つ
つ
わ
が
手
を
包
み
く
る
る
妻
わ
が
手
の
白
き
事
を
ま
た
言
ふ

出
逢
ひ
た
る
頃
を
思
ひ
て
た
ん
ぽ
ぽ
を
手
折
る
一
人
の
リ
ハ
ビ
リ
の
径

ハ
ミ
ン
グ
で
足
を
洗
ひ
て
く
る
る
妻
そ
れ
に
合
わ
せ
て
桁
を
動
か
す

斤
人
用
真
白
き
杖
に
触
れ
し
時
思
は
ず
も
わ
が
目
を
閉
ぢ
て
み
る

ス
ー
パ
ー
に
入
り
て
曖
と
る
こ
と
覚
え
雪
降
る
時
も
リ
ハ
ビ
リ
に
出
づ

吹
き
吹
雪
く
音
を
聞
き
つ
つ
妻
を
呼
ぶ
熱
き
番
茶
を
共
に
飲
ま
ん
と

炎
な
き
電
気
器
具
に
て
お
で
ん
煮
る
か
か
る
安
堵
に
老
い
を
意
識
す

ス
ト
ー
ブ
に
寄
り
て
か
ざ
し
夕
冷
え
の
早
き
口
妻
と
並
ぶ
故
な
く

爪
を
切
る
鉄
冷
た
く
衰
へ
の
身
は
頁
冬
日
の
冷
え
を
怖
る
る

病
弱
に
生
ま
れ
育
ち
し
吾
が
掌
に
て
捕
へ
し
蛍
妻
に
覗
か
す

リ
ハ
ビ
リ
に
伴
い
来
る
妻
先
に
行
き
て
振
り
向
く
時
に
目
が
呼
ぶ

鬼
灯
を
ロ
に
含
み
て
何
と
い
ふ
曲
で
も
な
く
て
妻
の
明
る
さ

ス
モ
ン
病
む
苦
し
み
な
ど
も
思
ふ
時
残
り
蚊
の
寄
り
く
る
を
寂
し
む

い
つ
よ
り
か
吾
が
声
ひ
く
き
嚢
へ
に
子
等
は
た
め
ら
い
な
く
近
く
寄
る

眼
瞑
れ
ば
思
ひ
の
ほ
か
に
匂
ふ
薔
薇
ａ
へ
し
る
き
身
を
意
識
す
る
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朝
顔
か
咲
き
し
と
庭
に
．
．
．
‥
ふ
＆
の
声
が
目
覚
め
し
わ
れ
を
鼓
舞
す
る

病
院
へ
行
く
の
み
の
足
い
く
ら
か
は
鍛
へ
ね
ば
な
ど
と
ト
イ
レ
往
き
末
す

わ
か
声
に
わ
か
驚
き
て
‐
覚
め
し
時
と
の
見
守
り
ゐ
た
る
眼
に
〈
日
う

言
ひ
お
き
て
行
き
し
通
り
に
夕
食
食
ひ
お
の
夜
勤
を
居
留
守
し
て
待
つ

思
は
ず
も
不
気
味
に
赤
く
~
Ｊ
ゆ
る
月
．
．
泊
の
旅
に
妻
の
出
で
し
夜

夕
冷
え
は
時
雨
兆
し
て
立
ち
ゐ
つ
っ
今
‐
も
微
熱
と
な
り
ゆ
く
静
か

冷
え
こ
み
の
筈
が
思
は
ぬ
‐
和
に
て
Ｒ
取
り
の
妻
の
明
る
き
朝

冴
え
返
る
道
の
冷
た
さ
石
あ
れ
ば
っ
ま
づ
き
や
す
き
足
を
怖
る
る

常
臥
し
の
身
に
て
吹
き
吹
く
Ｉ
を
見
る
夜
勤
の
と
は
こ
の
Ｉ
を
行
く

病
人
の
臭
ひ
恐
れ
て
ｆ
を
か
ざ
す
ス
ト
ー
ブ
の
火
に
ガ
と
並
び
て

降
る
ｆ
‐
の
｀
‐
と
思
ひ
て
耳
す
ま
す
眠
れ
ず
に
ゐ
て
聞
く
Ｉ
の
｀
‐

見
収
り
す
る
ど
も
薬
を
１
ぱ
な
せ
ぬ
身
と
な
り
共
に
確
認
を
す
る

寝
疲
れ
と
い
ふ
も
不
思
議
な
思
ひ
し
て
廊
ド
の
夜
気
を
思
ひ
切
り
吸
ふ

薬
害
と
い
ふ
身
を
思
ひ
思
ひ
っ
つ
治
さ
ん
と
す
る
薬
ま
た
飲
む
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と
希
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虹
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音楽活動について
１

　

日

　　

的

　　

跨楽活動（介咄活動、音楽鑑賞等）を通

　

じて、難病患者及びその家族等の交流を深

　

め、生きる希望の力を創出していくとともに、

　

生活の質を高めていくことを目的とする。

２

　

活勣内容

　

巾

　

介唱練習

　

(2) n楽鑑賞会の開催

　

｛3｝介明成果宛表会の開催

　　　　　　

（「コンサート」２同開佻ｒ定）

　

剛

　

その他

３

　

参加対象者

　

雌病述加人141休忠者、家族及び関係者

４

　

音楽活動指導者（ボランティア指導者）

　

川

　

介唱桁導

　

・杉浦

　

輿理先生

　　　　　　　　

・菊地

　

かj’･先生

　　　　　　　　

・周雌スミｆ先生

　　　　　　　　

・松川

　

乍悦先生

５

　

活動時期及び場所

　

巾

　

介咄練習

　　

・I1時：原則として毎月１～２回

　　

・場所：まなび学【個ri一楽室（花巻巾）

高
山
君
の
コ
メ
ン
ト

　

「
昨
年
、
オ
ハ
イ
エ
の
映
画
を
見
て
自
分
も
仲
間
に
な
り

た
い
と
思
い
初
め
て
参
加
申
し
込
み
を
し
、
ソ
ロ
演
奏
が
実

現
し
ま
し
た
。

　

８
年
前
小
学
４
年
の
時
脳
出
血
で
た
お
れ
、
体
の
麻
郷
、

失
語
症
や
記
憶
障
書
を
抱
え
、
落
ち
込
み
と
熊
り
の
日
々
。

人
好
き
な
バ
イ
オ
リ
ン
を
ま
た
弾
き
た
い
と
い
う
思
い
に
支

え
ら
れ
リ
ハ
ビ
リ
を
簾
ね
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
」

　

高
山
仁
志
君
は
も
や
の
会
の
会
貝
で
す
。
岩
１
　
県
難
病
述

の
活
動
の
時
に
難
病
述
合
唱
団
と
一
緒
に
演
奏
し
て
い
ま
す

が
、
仙
台
巾
で
バ
イ
オ
リ
ン
の
ソ
ロ
演
奏
を
し
ま
し
た
。

　　　　　

ふれあいランド岩于音楽室

　　　　　

ほのぼのr?楽宝（ほのぼのホームJ

(2) n楽鑑賞会

　

・日時：

　

８月lilK^

　

・場所：ふれあいホール

　

・「虹のフルートコンサート」

　　　

津久井清夫＆ほか

13）交

　

流

　

６月７Ｈ剛

　

とっておきのri･楽祭

　　　　　　　　　　　　　　　

（仙台巾）

　

９月6 11(11)　ふれあいランド祭2009

　

11月８日鼎「第４回収謡・唱歌を

　　　　　　　　　　　　　　　　

歌う会j

　　　　　　　　　　　　　　

ギャラホール

　

11月1411山

　

第18回岩１県障‘力者

　　　　　　　　　　　　　　　

文化芸術祭

　　　　　　　　　　　　　

ふれあいホール

　

12月1311(1])

　

クリスマス会

　　　　　　　　　　　　　

ふれあいホール

６

　

その他

　

合唱曲

オリジナル曲の発表

｢北のリアスに｣

　

作詞

　

ｒ個

　

健・

　

作曲

　

畠山佐和ｆ
11月2911(11)

　

難病迎結成10年記念で公表

　

ぶ
‐
楽
の
力
で
心
の
バ
リ
ア
を
打
ち

壊
そ
う
″
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

障
害
あ
る
人
も
な
い
人
も
。
緒
に
ス
ト

リ
ー
ト
で
演
灸
し
ま
す
。
参
加
団
体
は

２
０
４
団
体
と
個
人
、
演
奏
者
約
１
、

５
０
０
人
、
観
客
数
１
　
１
万
人
と
い
う
大

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
杜
の
部
仙
台
に
美
し

い
音
楽
が
流
れ
る
一
日
で
す
。

一
平
成
Ｍ
一
年
６
月
７
日
㈲

一
仙
台
市

●
第
９
回

　

「
と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭
」



須藤内科クリニック

診療時間

　　

リ

金

　

土

(垂)休診日

院長 須

　

藤

　

守

　

夫

９：00～13 : 00

14 : 00～18 : 00

9 :00～13 : 00

　

日曜・祝日

内
呼
ア
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吸

　

器
レルギー
ウ

　

マ

　

チ

科
科
科
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liﾘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

岩μ､1饉病・疾病開拓i絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代入理･μ

　　

Υ･

　

債

　

健

　

今ヽ日、吠学の目覚しい発嵯により、多くの病乱の治療技術か進み、日本:はlttＷに誇る1､と

万国となっています

　

しかし、・Jjては、原閃ｲｊりj、治療法末確ヽIび)いわゆる

　

難病患片

は、年毎に増/Jllしている現状にあります‥雛病や癌や脳卒･中なとの多くび)治療困難.な病気

が私たちの前にｘ’f.t-．ふさがっています(中略に

こに設ヽ‘/.ID年を迎えて、県内に住む難病忠行が、川夜闘病生活の中から制作した)l術

作品を持ち寄って｜芙術・作品展ｊを開佻いたします

　

このことは忠片たちぴ哺ﾓ宅療養の

人きな励みとなっています

　

杵様方のご高覧を賜りますようお町tいいたします

　

今後とも多くの方々のこ瓦援をお願い巾しllげます

!｀ﾐゑa



○絵画部門

　

出展者一覧

氏
部
部
納
地
地
地
Ｘ
Ｉ
Ｘ
）
　
Ｐ
Ｃ
）
洞
舘
川
曝
藤
輦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　

　
　

　

阿
阿
内
９
菊
　
　
菊
周
周
周
山
角
菱
佐
須
高
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

φ

　
　
　
　

φ
※

則
則
退
治
治
治
＜
-
.
　
’
＾
　
ｃ
．
郎
男
工
笑
人
昭
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
・
一
こ
ｘ
こ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　

・

仕
佳
正
鮮
健
健
ス
ス
ス
ー
閥
陽
雅
守
フ

渾山禎Ｕ・内舘IE退

信
信
江
修
川
″

禎
禎
文

　

忠

山
山
．
檎
川

序
・
渾
呻
・
高
一
戸

　
　

※
※
※

○ 書道部門

氏

９

　

４

・

　

φ

一

　

・

　

‐

　

φ

　

φ

(※＝賛助出品)

ぺ
ぺ
水
水
水
水
水
水
水
水
水
水
油
油
油

　

両
両
彩
彩
・
彩
彩
彩
　

　

　
彩
・

腫
ン
ン

　　

絵本

争

　　　

‥

　　

作

　　

作

　　

版

類

出展者一覧

’
Ｆ
Ｉ
．
．
象
郎
信
ｆ

　
　
　
　

四

　

ミ

紀
要
要
人
権
禎
ス

部
川
田
林
藤
山
尾

阿
岡
岡
小
斤
深
閥

　
　
　

※

S’｛

　

崎

矢羽々

商美r一

京

　

f･

争

　

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文

彩
‘
彩
彩
・
彩
彩
彩
彩
．

司
可
'
･
３

ユ
・
‘
μ
ｊ
．
μ
Ｉ

●

●

　

木版叫

　

版

　

画

(※＝賛助出品)

　

種

　

頬

　

.≪ri£i

　

.'fifl

　

l!}道

　

.≫?in

　

^^fifi

　

11}道

　

il}道

　

;1}道

　

乱

　

乱

　

il}

作
11

nil

　　　　

㎜

　　

㎜

　

㎜

　　　

㎜

　

■

　　

㎜㎜

　　

皿
岩予銀行中ノ橋支店Na6

遠野・晩秋
風の谷のナウシ

　

ー

　

〃-¶

　　　

”’

　　　

－

カ

　

’伺a¶

　　　

”’

　　　

--

　

-.-.

　　

.-

郷愁（川舎のディゼル機関･10

　　

___.____._

　

___．

紺屋町

　

--=ふ

　

＝

少女

　

－

番峨

かぽちや

サンマ

バナナ
T･槃家

　

灯
さ

　

尼
・
ぐ

花
魚
花
花

－

●

ざんか）

フランスの12ヵ月

　

#l]i-
あるＨの島の出家!11
かあさん・これからの人使・生命を人切に

侠のけは・負けないで(1)(2)
石川啄木

ボクのハト小峨
1日四ツ谷協会

歌集
静けさ

作
石
に

II
川1

i川啄木「･握の砂」より
ぺ （俳句）

秋扇～

　

（俳句）
色紙

　

光陰なII矢
色紙、多数

信実

柿くへば～

　

（俳句）

職や～

　

（俳句）

きちひとは～

　

（俳句）
条幅
町1

－

(法

-

経）

-

7θ
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○写真部門 出展者一覧

31

坂

‾福

な

郎

ﾚt;l

- -- ㎜㎜　●㎜㎜

　岩　谷次‾雄t

;i/a

--　-------　●----

　　　　　　-‥⊃顎

　　　－　　---　一争----一一　鸚‰一冊顎

　　　作　　品　　名__
　　－－　一一一‥－　椿（赤）

　　　　　　　　　　　　－　－-－－　一一一一　一一一

　椿（白）　　　__＿＿
　㎜㎜　㎜　㎜㎜㎜　㎜
　オシドリ

　柿　　　　　　　　＿

　クマガイソウ　　　　＿

　花

　㎜㎜　ａ　心の友　　　　　_＿

　風　景　　　＿

　朝市のおばさん

‾きよならはダンスの後に　．

　　　　一　沈む夕日　　＿　　　＿

　　トマトの味

高　橋　　昇 写真
ｆ　葉　健　一 写真

一一一一
写真

一一一一
写真

写真

○手芸・工芸部門

　

出展者一覧

jr
ゆ

Ｊ
Ｉ

犬島
鳶
‾‾
嘉
郎
ﾚ
？口
讐ｘﾗり7輯樋ＪャネJy　昴__　名　＿

　　　　　↑　クロスステッチ刺繍　　エペレットの別荘
クロスステッチ刺繍 　くまのプーさん・スプリングリバー

　　　　　　一一一一　一一　一一
　花と木の家・花と渓流
　一一　　一一一　　－　一一一一　フラワーガーデン・ポストマン

　松ぽっくり人形19点

　ゆめ染め（スカーフ４点・布Ｉ点）

－　　　－　チャグチャグ馬っコと大名行列

　　　　　　　　Ｉ　クロスステッチ刺繍

‾‾　　　　　　　ｉ　クロスステッキ刺繍

｣勺＿沢．常ニイペユ芸　＿　＿__

　χＪ珪ご一

琵一一一‥-一一

ｘ４ｔ√４　　　　　ぺ讐竹諸賢白

小‾吉原　アサｆ゛タ・スス蚕‾ｯﾁ莉岫４　訊物茶屋
　クロスステッチ刺繍　矢矧の橋（やはぎのはし）

　　　　　　　　　　　　-‥　　－　　　－　ちぎり絵　　　　　Ｉ　アネモネ・占城の朝

‾ｸﾞ‾。スステッチ刺繍１　牙ランダめバラ・晩岫
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第31回定即丿総会

移柚フす一うム

　

Ｗラリー

衆院参院に侈柚法改llﾓ要望

第,川日1家族交流会

ｔ腎協課題別会議

第日日1幹'11会

令腎協1゛f年研修会

眼北ブロ･･,タ会議

岩野会,11年部交流会

勧12回スポーツ人会

第29川侈柚キャンペーン

令腎協総会

遠野腎友会砧成10周年祝賀会

令腎t&通院送迎研修会

花を腎友会結成30周年配貿会

インフル川チうツ・マスクM.布

県と障',り占･団体との懇談会

10

　

県会議11、難病迎槻察会議

　

10

　

2,1

2 2
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20.21

　

25

●会報

扶養搾除存続の要り1111提出

第２川幹･li会

　

新年会

第83川運営ｔ11会

第３川幹･μ会

腎パンヤ理･μ会

令腎協総会

39次国会請舶

&14)芦yjl吋
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久慈111民之化会館
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参加人数

　　

111人

　　

137人

　

階、政川川、

ｔ野、lﾓ演、ll藤

　　

57人

　

藤原劇会長

　　

川人

　

鳥崎、小林

　　

藤原

　　

６ﾉ、

　　

60人

　　

168人

　

高檎剛会長

　　

33人

　

鳥檎副会長

　　

101ﾉ、

i.mWiに!閣枚
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竹野副会長
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庫鳩会長

国会議11会館を訪問・ｔ請高檎ｊ;5崎、小林

y;腎会だよりUi jj 砲行、令閥紙　ぜんじんきよう一年6 1111発送

●運営lll会１川開催

　

幹･μ会:1 1111

会
長

津

嶋

　

豊

明

岩
于
県
腎
臓
病
の
会

,J



岩
手
ス
モ
ン
の
会会

長
帷
子

貢

４
月
2
2
日

　

岩
手
ス
モ
ン
の
会
第
一
回
理
事
会
、

　
　
　
　
　

会
計
監
査
の
実
施
（
盛
岡
市
総
合
福

　
　
　
　
　

祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　

７
名
出
席

５
月
2
7
口

　

お
手
ス
モ
ン
の
会
定
期
総
会
（
盛
岡

　
　
　
　
　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
1
2
名
出
席

６
月
Ｉ
ロ

　

全
国
公
許
被
許
者
総
行
勁
（
厚
生
労

　
　
　
　
　

働
省
交
渉
、
日
比
谷
公
会
堂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
名
出
席

６
月
２
日

　

ス
全
協
全
国
代
表
者
会
議
（
ス
モ
ン

　
　
　
　
　

公
轡
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
１
名
、
２
名
傍
聴

８
月
1
4
ロ

　

岩
手
難
述
チ
ャ
リ
テ
ィ
事
業
「
夢
と

　
　
　
　
　

希
望
、
虹
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
名
出
席

９
月
1
4
日

　

ス
モ
ン
患
者
の
集
団
検
診
（
国
立
病

　
　
　
　
　

院
機
構
岩
手
病
院
）
患
者
３
名
受
診

９
月
1
8
口

　

ス
モ
ン
患
者
の
集
団
検
診
（
盛
岡
市

　
　
　
　
　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

患
者
９
名
受
診

10

月

--1
0
口

　

岩
手
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
総
会

（
水
産
会
館
）

同

　

記
念
講
演
会

　
　
　

１
名
出
席

（
水
産
会
館
）

　
　
　

３
名
出
席

Ｈ
月
３
ロ

　

岩
手
県
革
新
懇
総
会
、
同
記
念
講
演

　
　
　
　
　

会
（
水
産
会
館
）

　
　
　

３
名
出
席

　
　

2
1
日

　

「
い
の
ち
の
山
河
」
映
画
鑑
賞

　
　
　
　
　

（
岩
手
県
教
育
会
館
）

　
　

３
名
参
加

1
2
月
９
日

　

「
い
の
ち
の
山
河
」
映
画
鑑
賞

　
　
　
　
　

（
滝
沢
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
名
参
加

岩
手
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

2
1
年
４
月
一

会
長

小

原

勝

1
4
‐

　

世
界
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
デ
ー
国
会

　
　
　
　
　

諦
願
行
動
に
参
加
（
３
名
参
加
）

４
月
2
1
日

　

岩
手
Ｐ
病
友
の
会
会
熊
（
5
0
り
）

　
　
　
　
　

発
行
・
発
送

５
月
Ｉ
ロ

　

役
口
会
（
1
4
名
出
席
）
総
会
資

　
　
　
　
　

料
検
討
の
件

５
月
2
3
口

　

岩
手
県
難
病
述
第
1
0
回
総
会
に

　
　
　
　
　

鈴
木
会
計
監
査
出
席

５
月
3
1
日

　

平
成
2
1
年
度
友
の
会
総
会
（
出

　
　
　
　
　

席
者
5
6
名
）

　

一
泊
二
口
の
行
程

６
月
1
8
口

　

第
3
3
回
Ｐ
病
全
国
大
会
出
席

　
　
　
　
　

（
広
野
副
会
長
）

６
月
2
0
日

　

岩
手
Ｐ
病
友
の
会
会
報
（
5
1
1
）

　
　
　
　
　

発
行
・
発
送

７
月
３
ロ

　

役
員
会
（
1
2
名
出
席
）
東
北
ブ

22

　
　
　
　
　

ロ
ッ
ク
集
会
の
周
知
方
法
を
検

　
　
　
　
　

討
、
役
員
に
よ
る
「
肉
声
電
話

　
　
　
　
　

作
職
」
を
実
施

７
月
1
0
H

　

会
員
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
「
入
会

　
　
　
　
　

の
誘
い
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
コ
ー

　
　
　
　
　

ナ
ー
を
医
大
他
に
設
置

７
月
1
9
日

　

年
会
費
の
未
納
者
に
督
促
沓
発

８
月
1
8
‐

第送
2
4
回
岩
于
県
難
病
述
理
事
会

　
　
　
　
　

に
会
長
・
小
原
出
席

８
月
2
4
日

　

岩
手
Ｐ
病
友
の
会
会
報
（
5
2
号
）

　
　
　
　
　

発
行
・
発
送

８
川
2
6
H

　

大
船
渡
保
健
所
主
催
の
「
難
病

　
　
　
　
　

患
者
交
流
会
」
に
出
席
（
佐
々

　
　
　
　
　

木
剛
会
艮
）

９
月
４
日

　

役
員
会
（
1
2
名
出
席
）
東
北
ブ

　
　
　
　
　

ロ
ッ
ク
集
会
集
約
結
果
に
対
応

　
　
　
　
　

の
件

10
月
15
日

　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
集
会
参
加

　
　

者
3
4
名

　

会
場
・
宮
城
県
松
島

　
　

町
「
松
嘲
一
の
坊
」

1
1
月
６
‐

　

役
員
会
（
1
4
名
出
席
）
国
会
請

　
　
　
　
　

願
署
名
活
動
の
件

Ｈ
月
９
日

年
１
月
８
Ｈ

1

｡－

月
２
□

岩
手
Ｐ
病
友
の
会
会
報
（
5
3
号
）

発
行
・
発
送

役
員
会
（
1
2
名
出
席
）

総
会
予
定
会
場
（
花
巻
温
泉
）

75



　
　
　
　
　

と
交
渉

２
刈
2
7
‐

　

岩
１
　
Ｐ
病
友
の
会
会
報
（
5
　
1
号
）

　
　
　
　
　

発
行
・
発
送

全
国
膠
原
病
友
の
会

　
　
　

岩
手
県
支
部
ビ
オ
ラ
の
会

　
　
　
　
　

支
部
長
吉

　

川

　

絢

　

子

４
月
1
8
口
～
1
9
日

　

2
1
年
度

　

全
国
膠
原
病
友
の

　
　
　
　
　

会
本
部
・
支
部
長
会
議

　
　
　
　
　

総
会
・
医
療
講
演
会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

　
　
　
　
　

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　

高
知
県
に
て
開
催

　

出
席
者
１
名

６
月
2
8
日

　

2
1
年
度

　

…
石
手
県
支
部
総
会
、
会
員

　
　
　
　
　

交
流
会
、
医
療
訓
演
会
、
及
び
医
療

　
　
　
　
　

相
談
会

８
月
９
日

　

小
児
膠
原
病
医
療
講
演
会
、
及
び
医

　
　
　
　
　

療
相
談
会
（
個
人

　

８
タ
‥
）

　

ビ
オ
ラ
の
会
会
報

　

３
回
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
0
月
・
Ｈ
月
・
２
月
）

岩
手
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の
会

６
月

21

日

2
1
年
度

　

岩
１
　
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の

会
・
情
報
交
流
会

Ｈ
月
８
日

　

東
北
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の
会
出
席

　
　
　
　
　

（
事
務
局
・
会
貝
２
名
）

　

そ
の
他
、
…
叱
話
相
談
は
随
時
実
施
。

岩
手
県
血
管
閉
塞
病
の
会冨

　

永

　

金

　

佑

　

バ
ー
ジ
ャ
ー
病
。

　

平
成
2
1
年
７
月
下
旬
か
ら
1
0
月
中
句
ま
で
、
３

回
の
入
退
院
を
く
り
か
え
し
、
白
血
病
の
治
療
に

専
念
い
た
し
ま
し
た
。
従
っ
て
、
平
成
2
1
年
度
は
、

会
と
し
て
活
動
は
休
止
状
態
で
す
。

　

会
員
の
多
く
は
、
Ｆ
肢
に
そ
の
症
状
が
あ
り
、

染
会
を
開
く
こ
と
が
閑
難
で
す
。

　

全
国
組
織
「
希
望
の
会
」
代
表
は
、
現
在
も
冨

永
金
佑
で
す
。

Ｉ
Ｂ
Ｄ
岩
手

会
艮
立
花
弘
之

2
1
年
８
月
９
‐

　

2
0
0
9
年
度
総
会
・
学
習
会

　
　
　
　
　
　

（
医
大
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
ル
ー
ム
）

9
1
一
年
Ｈ
月
１
　
１
日

　

Ｉ
Ｂ
Ｄ
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ

　
　
　
　
　
　
　

ク
交
流
会
（
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
）

2
2
年
１
月
2
3
日

　

第
４
回
炎
症
性
腸
疾
患
市
民
講

　
　
　
　
　
　
　

座
（
ｒ
ｌ
一
（
）
）

９
９
一
年
２
月
1
3
日

　

盛
岡
市
医
療
相
談
会
（
盛
岡
市

　
　
　
　
　
　
　

保
健
所
）

全
国
Ｈ
Ａ
Ｍ
患
者
会
岩
手

４
月
1
9
口

　

全
国
Ｈ
Ａ
Ｍ
患
者
友
の
会
岩
手
県
支

　
　
　
　
　

部
懇
談
会
（
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
、

　
　
　
　
　

７
人
参
加
）

５
月
７
日

　

Ｈ
Ｎ
Ｋ
「
お
ば
ん
で
す
岩
手
」
で
、

　
　
　
　
　

上
記
支
部
活
助
及
び
Ｈ
Ａ
Ｍ
の
病
気
・

　
　
　
　
　

難
病
桁
定
に
つ
い
て
特
集
報
道
さ
れ

　
　
　
　
　

る

５
月
Ｈ
Ｈ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
は
よ
う
‐
本
」
（
東
北

　
　
　
　
　

版
）
で
、
ｋ
記
支
部
活
動
及
び
Ｈ
Ａ
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Ｍ
の
病
気
・
難
病
桁
定
に
つ
い
て
特

　
　
　
　
　

集
報
道
さ
れ
る

５
月
2
1
口

　

鹿
児
島
大
学
付
属
病
院
松
崎
敏
男
先

　
　
　
　
　

生
を
お
招
き
し
て
「
Ｈ
Ａ
Ｍ
の
最
新

　
　
　
　
　

治
療
」
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
佻
す

　
　
　
　
　

る
（
ア
イ
ー
ナ
会
議
室
、
1
5
名
参
加
）

大
動
脈
炎
症
候
群
友
の
会

　
　

～
あ
け
ぽ
の
会
・
東
北
～

６
月
1
9
日

　

高
安
病
発
見
か
ら
１
世
紀
－
記
念
講

　
　
　
　
　

座
開
催
（
東
京
）
参
加

６
月
2
0
口

７
月
1
8
口

Ｈ
月
８
日

1
1
月
1
5
日

３
月
９
９
一
日

毎
上
曜
‐

全
体
交
流
会
（
咀
京
・
銀
座
）

残
暑
見
舞
い
・
絵
て
か
み

　

作
成
及

び
宛
名
書
き

食
事
会
（
花
巻
温
泉
）

総
会
（
京
都
市
開
催
）

中
村
健
一
さ
ん
哀
悼
の
会

ヨ
ガ
同
好
会
活
動

全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会
岩
手
県
支
部

　
　
　
　
　
　

支
部
長
阿

　

部

　

容

　

子

◇
巾
時
子
専
川
駐
!
≪
｡
'
場
青
色
塗
装
事
業
に
つ
い
て

　
　

2
1
年
３
月
か
ら
４
月
に
紫
波
町
中
央
公
民
館
、

　

あ
ら
え
び
す
記
念
館
。
宮
占
巾
役
所
、
道
の
駅

　

シ
ー
ト
ピ
ア
な
あ
ど
、
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
。

　

道
の
駅
や
ま
び
こ
館
。
ホ
ー
マ
ッ
ク
矢
巾
店
、

　

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
ウ
矢
巾
店
。
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

　

ド
ー
花
巻
店
。
1
5
台
分
の
眼
椅
子
駐
小
場
を
塗

　

装
し
ま
し
た
。

◇
４
月
に
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
で
総
ふ
一
｛
。

◇
春
に
花
見
会
（
花
巻
温
泉
ホ
テ
ル
千
秋
閣
）
、

　

夏
に
海
釣
り
交
流
会
（
種
市
海
浜
公
園
）
、
秋

　

に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
＆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流

　

（
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
）
。

◇
一
関
市
艮
杯
争
奪
巾
時
子
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
束
北

　

大
会
を
サ
ン
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
一
関
で
、
東
北

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
迎
盟
杯
大
会
を
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

　

紫
波
で
開
催
。

◇
会
員
同
士
の
交
流
会
と
し
て
、
釜
石
の
遊
覧
船

　

「
は
ま
ゆ
り
」
乗
船
や
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を

　

開
催
。

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
小
椅
子
テ
ニ
ス
、
ツ
イ
ン
バ

　

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
、
各
地
の
大
会
へ
参
加
。

◇
脊
損
者
の
、
全
国
や
東
北
で
の
会
議
や
研
修
会

　

に
出
席
。

◇
仔
棚
医
療
に
つ
い
て
、
県
や
厚
生
労
働
省
へ
陳

　

情
。

◇
毎
月
２
回
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
の
嗇
楽
室

　

と
創
作
室
で
、
大
正
琴
と
ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
の

　

教
室
。

◇
県
保
健
福
祉
部
と
の
懇
談
会
や
各
会
議
に
出
席
。

◇
奇
数
月
に
通
信
を
発
行
。
（
年
６
回
）

岩
手
県
急
性
期
間
欠
性

　
　
　

ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
友
の
会

2
1
年
４
月
～
2
2
年
２
月

　
　

急
性
間
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
の
県
民
へ
の

　

周
知
と
病
気
の
理
解
を
求
め
る
活
動
の
一
環
と

　

し
て
「
急
性
間
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
と
い
う

　

病
気
を
ご
存
知
で
す
か
？
」
を
作
成
し
、
「
ふ
れ

　

あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
」
の
フ
リ
ー
コ
ー
ナ
に
備
え

　

付
け
を
お
願
い
し
た
（
平
成
９
１
）
年
５
月
以
降
の

　

累
計
：
約
1
5
0
部
）
。

2
1
年
1
0
月
1
7
日

　
　

全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
（
盛
岡
大
会
）

　

に
お
い
て
「
病
と
共
に
」
と
題
し
て
急
性
間
欠

　

性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
の
概
要
と
症
状
、
患
者
の
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21
Ｋ
療
現
場
て
の
処
遇
等
を
報
告
し
た

Ｆ
２
ｊ
り
‘
1

1
1
Ｊ
１
１

　

光
端
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
具
佻
の
Ｉ
　
）
ｖ
ｖ
ｎ

一
）
i
ｓ
ｉ
ｕ
ｓ
ｓ
i
＜
)
i
i
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
（
）
ｒ
|
)
ｈ
ａ
ｎ
　
D
i
ｕ
ｋ
　
D
i
ｓ
ｃ
ｏ
ｖ
ｒ

ｖ
＼
　
２
０
０
９
　
(
人
学
研
究
行
・
企
ｔ
研
究
者
・
臨

床
系
研
究
社
・
患
ｉ
ｉ
ｃ
:
ｓ
＜
び
関
係
者
・
企
業
開
発

従
事
社
・
当
該
分
野
投
資
関
係
行
・
政
府
関
係

行
に
よ
る
原
則
Ｌ
催
れ
に
よ
る
完
令
招
待
制
で

開
催
．
会
場
：
収
京
人
学
左
端
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
｝
に
招
待
さ
れ
、
．
病
と
具
に
．
新
薬
の
］
ｒ

期
開
発
を
願
・
つ

　

～
患
ｉ
Ｃ
の
槻
点
か
ら
～
」
と

題
し
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
そ
の
印
刷
物
）
と

、
急
性
間
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
と
い
う
病
気

を
ご
作
知
で
す
か
？
｀
を
配
巾
し
、
病
気
の
確

定
診
断
ま
で
の
過
程
、
そ
の
後
の
症
状
、
現
在

の
症
状
と
服
用
し
て
い
る
薬
剤
の
現
状
、
新
薬

開
発
の
問
題
点
等
、
約
3
0
分
講
演
し
た
｛
招
待

片
数
：
前
記
関
係
ｉ
ｔ
約
4
0
人
｝

吸
症
筋
無
力
症
友
の
会

き
び
だ
ん
ご
の
会

　
　

小
野
寺

　

廣

　

子

７
月
４
‐
～
７
Ｕ
５
‐

令
国
筋
無
力
症
Ｌ
。
に
国
人

９

月

５

Ｊ

会
北
海
道
札
幌
開
催
｛
２
タ
‥
出
席
｝

き
び
た
ん
ご
の
会
‐
帰
り
ツ
ア
ー

秋
田
ふ
る
さ
と
忖
｛
９
訊
‥
参
加
｝

令
国
筋
無
力
症
友
の
会

　

束
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

　

宮
城
県
松
鵬
開
催
（
２
々
。
‥
参
加
）

岩
于
県
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　

代
表
西

　

脇

　

一

　

元

9

IJ

,3

ｔ
成
2
1
年
度
令
国
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｐ
サ
ポ
ー

ト
ク
ル
ー
プ
、
■
-
／
北
支
部
の
交
流
会

が
．
仙
台
巾
福
祉
プ
ラ
ザ
‘
て
開
催

さ
れ
ま
し
た

　

祢
県
か
ら
患
ｉ
ｔ
さ
ん

が
染
ま
り
ま
し
た
が
、
特
に
、
新
会

は
さ
ん
の

　

－
Ｆ
動
式
運
転
装
置
付
き

自
動
小
や
帷
ほ
ス
ポ
ー
ツ
型
の
小
い

す

　

か
、
杵
さ
ん
の
注
目
を
浴
び
ま

し
た

　

ｔ
成
９
９
　
　
年
唆
は
、
同
じ
く

「
仙
台
巾
福
祉
ブ
ラ
ザ

　

で
、
1
0
川

に
開
催
を
c
定
し
て
い
ま
す
Ｉ

正しい聞こえで明るい生活

曾中央補聴器センター

Q079

　

654-1136

＝＝－ミー－ミー

　

Ｈt申嘲り1ます.

　　　　　　　

－
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在
職
難
病
患
者
・
家
族
交
流
会

平
成
2
1
年
1
0
月
3
1
日
出

盛
岡
市
中
央
公
民
館

　

難
病
を
持
ち
な
が
ら
も
、
現
在
仕
事
を
し
て
い
る
難
病
患
者
・
家
族
が
集
い
、

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
起
人
は
、
中
村
康
夫
さ
ん
ご
夫
妻
、
駒
場
恒
雄
さ
ん
ご
人
妻
で
、
両
ご
人

妻
も
参
加
さ
れ
、
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病
、
皮
脚
筋
炎
、
全
身
性
エ
リ
ト

マ
ト
ー
デ
ス
、
シ
ェ
ー
ン
グ
レ
ン
症
候
群
、
多
発
性
筋
炎
の
本
人
と
家
族
1
8
人

の
参
加
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
病
気
か
ら
く
る
片
痛
や
‐
常
生
活
の
不
自
由
さ
に
耐
え
、
誠
実
に

生
き
て
い
る
姿
に
感
動
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
手
を
つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
（
相
談
貝
）

　
　
参
加
者
か
ら
の
寄
稿

　

「
平
成
舛
一
年
お
茶
会
に
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関

　

村

　

臣

　

一

　

盛
岡
市
中
央
公
民
館
に
て
開
催
さ
れ
た
お
茶
会
に
、
甦
迎
中
村
様
の
お
誘
い

で
、
初
め
て
夫
婦
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
艮
く
病
気
と
付
き
合
っ

て
い
る
方
、
病
気
に
な
っ
た
ば
か
り
の
方
、
連
れ
添
い
の
方
、
彼
女
が
発
病
し

病
気
に
真
正
而
か
ら
向
き
介
っ
て
い
る
お
こ
人
・
…
そ
れ
ぞ
れ
の
境
遇
の
方
が

一
同
に
会
し
、
相
談
八
や
難
述
の
方
々
と
お
話
し
が
で
き
る
会
で
し
た
。

　

先
輩
方
の
体
験
談
か
ら
、
計
り
知
れ
な
い
ご
苫
労
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、

「
自
分
は
ま
だ
ま
だ
病
気
の
ひ
よ
こ
な
ん
だ
・
：
私
の
病
気
自
体
も
家
族
の
一
員

と
し
て
、
一
緒
に
歩
い
て
行
く
し
か
な
い
の
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
茶
会
に
参
加
し
、
私
な
り
に
感
じ
た
こ
と
は
、
私
も
そ
う
で
し
た
か
、
誰

も
が
病
気
に
な
っ
た
頃
は
、
病
気
と
才
り
つ
曲
を
作
り
、
一
人
で
考
え
込
ん
で
い

た
状
態
で
し
た
。
そ
の
繭
を
破
る
力
を
り
え
て
く
れ
る
の
は
、
病
気
を
わ
か
っ

て
く
れ
る
仲
間
と
、
気
持
ち
を
共
仔
し
合
う
こ
と
で
し
た
。
今
回
の
お
茶
会
で

お
厦
い
の
‐
頃
の
想
い
を
闘
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は
心
が
軽
く
な
り
、
精
神

的
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
か
他
の
方
に
も
同
じ
よ
う
に
助
け

て
あ
げ
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
・
…
そ
ん
な
想
い
を
抱
い
た
お
茶
会
で
し
た
。

　

ま
た
機
会
か
あ
れ
ば
是
非
人
婦
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
会
を
開
催
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ａ
就
労
を
支
援
し
て
Ｖ

　

雇
川
主
へ
の
お
礼
の
お
１
　
紙
で
す
。

就
労
支
援
担
当
中

　

村

　

康

　

夫

拝
啓

　

錦
秋
の
候
、
体
斤
の
Ｈ
に
八
幡
平
パ
ノ
ラ
マ
ラ
イ
ン
を
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
し
た

が
、
頁
っ
赤
に
染
ま
っ
た
「
も
み
じ
」
は
美
し
く
存
在
を
誇
示
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

こ
の
度
は
、
障
害
者
雇
川
の
お
声
を
掛
け
て
瓜
き
心
か
ら
御
礼
を
巾
し
Ｅ
げ

ま
す
。
難
病
連
の
就
労
支
援
担
肖
と
し
て
就
労
相
談
・
社
会
福
祉
制
度
な
ど
の

棚
談
を
受
け
持
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
以
Ｌ
の
ご
支
援
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

関
村
臣
一
さ
ん
を
ご
採
川
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
相
談
貝
冥
利
で
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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関
村
さ
ん
と
の
出
会
い
は
今
年
の
５
月
2
5
口
の
こ
と
で
し
た
。
就
労
相
談
を

し
た
い
と
屯
話
を
貰
い
ま
し
た
。

　

病
気
が
進
行
し
自
営
業
（
配
管
設
置
）
が
重
労
働
で
身
体
的
に
限
界
に
き
て

い
る
。
休
業
も
し
く
は
廃
業
を
考
え
て
い
る
か
、
ｆ
供
が
小
さ
く
、
何
と
し
て

で
も
働
い
て
収
人
を
得
た
い
。
会
社
勤
め
を
考
え
て
い
る
が
、
職
業
の
選
択
で

相
談
し
た
い
と
の
電
話
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
数
多
く
の
相
談
を
受
け
て
お
り
ま
す
か
、
解
決
し
た
り
、
川
が

済
め
ば
九
‐
沙
汰
か
無
く
な
る
の
が
ほ
と
ん
ど
の
パ
タ
ー
ン
で
、
逆
に
、
消
息
を

心
配
し
て
い
る
の
が
相
談
は
の
実
情
で
し
た
。

　

関
村
さ
ん
は
問
題
の
ク
リ
ア
の
度
に
連
絡
を
く
だ
さ
り
、
誠
実
な
人
柄
に
信

頼
を
吐
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
現
在
、
企
画
し
て
い
る
在
職
患
者
の

交
流
会
及
び
雇
用
開
発
協
会
依
頼
の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
依
頼
の
１
伝
い
を
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
打
ち
合
せ
で
や
り
収
り
を
し
て
い
る
最
中
で
し
た
。

　

関
村
さ
ん
に
は
、
私
の
就
労
継
験
・
ｆ
供
に
Ｑ
せ
る
親
父
の
背
中
・
配
偶
行

と
の
絆
な
ど
、
彼
に
と
っ
て
や
い
話
を
し
ま
し
た
が
、
謙
虚
に
聴
い
て
く
れ
ま

し
た
。
彼
の
過
去
も
闘
き
ま
し
た
が
、
「
甦
病
で
あ
ろ
う
と
家
族
へ
の
責
任
は

重
く
、
立
ち
向
か
う
姿
勢
か
絆
を
深
め
る
。
し
か
し
、
逃
げ
れ
ば
崩
壊
す
る
。
」

じ
っ
と
聴
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

き
っ
と
戦
力
と
な
り
、
期
待
に
添
え
る
よ
う
頑
張
れ
る
人
材
で
す
。
ど
う
か

よ
ろ
し
く
ご
而
倒
を
行
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
Ｌ
げ
ま
す
。

　

今
後
共
ご
桁
導
ご
鞭
麺
を
賜
り
た
く
、
御
礼
を
申
し
Ｌ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
に
は
ご
自
愛
く
だ
さ
り
、
ご
健
勝
を

お
折
り
申
し
Ｌ
げ
ま
す
。

私・吃ちは21世紀を

　　

３つの架け橋運動で創造していきます

●平和の架け脇運励

　　

中国の貧村『河南省光山県万河村』に「緑の風希望小学校」を建設し、10年間交流

　

を続けてきました。これからも日中友好・民間外交を継承していきます。

　　

また、戦争や災害による避難民や被災民への自立支援、医療支援活動を行っていま

　

す。

●人との架け臨運動

　　

心身にハンディを持つ方々に、列車による『旅のプレゼント』を実施しています。

　

人とのふれあいを深め、社会的に弱い方々にも優しい21世紀を創っていきます。

●自然と人との架け摺運動

　　

人に優しい、緑あふれる自然を再生するために、「足尾銅山跡地」「松尾鉱山跡

　　

地」や北東北各地に、自らの手で育てたドングリを植えています。このような

　　

「ふるさとの森」を創ることを通じて、自然に優しい人づくりを行っています。

東日本旅客鉄道労働組合盛岡地方本部（ＪＲ東労組盛岡地本）

執行剤1媛

　

宮川

　

寿

　

盛岡市盛岡駅西通二丁目16-31(�019-623-1011)
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活
動
報
告

Ｊ
Ｐ
Ａ
第
５
回
総
会

平
成
2
1
年
５
月
3
1
日
出

　

弔
成
2
1
年
５
月
3
1
‐
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
（
臼
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
）
の
第
５

回
総
会
が
開
佻
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
ｆ
県
難
病
連
か
ら
は
、
１
葉
健
‘
評
議
員
に
代
わ
っ
て
委
任
さ
れ
た
、
斉

藤
権
四
郎
副
代
表
理
w
.
が
、
総
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｐ
Ａ
（
日
本
難
病
・
疾
病
＝
＝
１
体
協
議
会
）
は
、
平
成
2
1
年
５
月
１
‐
現
在

で
疾
病
別
全
国
組
織
2
3
ｘ
；
体
、
各
県
難
病
連
3
7
団
体
、
準
加
盟
２
の
介
計
6
2
M

体
、
―
、
０
９
８
組
織
、
２
９
５
、
４
９
６
お
で
構
成
す
る
患
者
当
ｉ
±
｡
ｉ
ｒ
団
体
で

す
。

国
会
臍
願

　
　

「
難
病
、
長
期
慢
性
疾
患
、
小
児
慢
性
疾
患
の
総
合
対
策
を
求
め
る
」
－

　

斉
藤
権
四
郎
副
代
表
理
嘔
お
よ
び
宮
占
巾
の
沼
崎
富
美
’
Ｆ
人
妻
（
線
維
筋
痛

症
）
か
巾
い
す
で
国
会
に
出
向
き
ま
し
た
。

斉
藤
権
四
郎
副
代
表
理
事
か
ら
の
報
告

　

翌
６
月
Ｉ
Ｈ
（
月
）
に
は
、
衆
議
院
第
２
議
員
会
館

　

第
１
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
国
会
内
集
会
に
、
岩
于
県
難
病
連
か
ら
３
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
続
い

て
、
請
願
行
動
に
入
り
、
岩
于
県
の
紹
介
議
員
９
名
へ
請
願
μ
を
持
参
し
ま
し

た
。
国
会
議
貝
に
直
接
会
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
諦
め
ず
に
、
小

沢
。
郎
議
貝
の
部
屋
を
直
接
訪
問
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
議
院
議
輿

ｆ
野
達
ｍ
″
事
務
所
よ
り
６
月
８
‐
付
文
霞
に
て
、
先
の
訥
願
≪
w
は
受
理
さ
れ
。

６
月
８
‐
の
参
議
院
公
報
に
そ
の
旨
掲
載
さ
れ
た
と
、
広
報
の
り
し
と
と
も
に
、

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
衆
譲
院
に
つ
い
て
は
、
６
月
1
6
‥
‥
‥
付
文
霞
に
て

黄
川
田
徹
議
員
名
で
、
請
願
β
受
領
の
通
知
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔
事
務
局
付
記
〕

　

病
状
の
安
定
性
を
配
慮
し
な
が
ら
、
患
者
ご
Ｑ
　
１
人
に
よ
る
請
願
は
、
人
変
厳

し
い
も
の
か
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
同
、
こ
の
よ
う
に
障
害
者
ｆ
帳
保
持
者
が

圓
会
ま
で
出
か
け
て
、
請
願
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
人
き
な
意
味

が
あ
っ
た
と
、
会
員
一
同
に
代
わ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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Ｊ
Ｐ
Ａ
第
８
回
北
海
道
・

　
　
　
　
　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

平
成
2
1
年
８
月
2
9
日
出
～
3
0
日
珊

　

第
８
川
Ｊ
Ｐ
Λ
（
日
本
難
病
・
疾
病
同
体
協
議
会
）
北
海
道
・
束
北
ブ
ロ
″

ク
交
流
＜
-
４
.
５
秋
川
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

　

会
場
は
、
秋
川
巾
第
。
会
館
。
ト
催
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
秋
川
県
ｍ

病
団
体
迎
絡
協
議
会
。

　

北
海
逆
か
ら
福
島

ま
で
の
会
員
5
4
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

病
＞
；
:
は
筋
耶
が
症
・

心
臓
病
・
リ
ウ
マ
チ
・

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
・
ｙ

ｒ
７
・
て
ん
か
ん
・

腎
絵
病
・
ベ
ー
チ
エ
″

ト
・
筋
ジ
ス
・
介
髄

小
脳
変
性
症
・
後
縦

靭
帯
竹
化
症
・
線
維

筋
痛
症
・
膠
原
病
の

1
3
疾
患
。
相
談
支
援

Ｕ
Ｉ
人
『

心



県
内
市
町
村
巡
回

各
地
の
会
員
を
支
援
し
て

第
Ｓ
回
難
病
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
施

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
目
的

■
平
成
2
2
年
１
月
2
6
日
脚

☆
難
病
に
対
す
る
各
巾
町
村
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
巾
民
に
対

　

す
る
吽
発
を
行
う
こ
と
。

☆
在
宅
で
。
人
ぽ
っ
ち
の
難
病
患
行
に
、
難
病
連
及
び
患
行
団
体
の
作

　

在
を
周
知
す
る
こ
と
。

☆
難
病
セ
ン
タ
ー
設
。
≫
－
≫
:
及
び
難
病
辿
の
活
動
資
金
に
ご
協
力
い
た
だ
く

　

く
こ
と
。

要
望
轡２

、
障
害
・
難
病
患
者
に
対
す
る
偏
見
を
無
く
し
、
肖
巾
町
村
に
お
け

る
啓
蒙
と
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

、
在
宅
難
病
患
者
の
自
政
と
社
会
参
加
を
促
巡
す
る
た
め
に
、
居
宅

生
活
支
援
剌
業
内
容
を
艮
休
的
に
提
小
し
、
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

３
、
肖
巾
町
村
内
在
住
の
難
崩
患
者
の
皆
さ
ん
に
私
た
ち
岩
ｆ
県
難
病
・

　

疾
病
同
体
迎
絡
協
議
会
の
存
在
を
川
知
し
て
く
だ
さ
い
、

４
、
心
巾
町
村
内
在
住
の
難
病
患
ｉ
ｔ
の
皆
さ
ん
に
私
た
ち
の
宛
行
す
る

　

愉
報
誌
か
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

５
、
ｍ
病
迎
患
ｉ
ｉ
；
：
へ
の
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
人
‐
１
人
１
円
の
吋

　

政
的
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
参
加
者

　

代
衣
理
ｒ
-
*
　
・
　
Ｖ
-
卜
槃
健
．
、
副
代
衣
理
剌
・
斉
藤
権
四
郎
、
剛
代
衣
理
剌
・
矢

羽
々
京
ｆ
、
難
病
相
談
Ｕ
・
根
川
ａ
ｆ
、
嘔
務
岫
員
・
人
橋
絹
’
Ｆ
、
当
該
巾
町

村
在
住
の
難
病
述
会
員
（
西
脇
丿
几
、
米
沢
順
ｆ
、
広
野
栄
の
３
訊
‥
）

●
北
上
市
側
出
席
者

　

保
健
福
祉
部

児
敬
家
庭
課
長

　

八
屯
搾
孝
志

障
害
福
祉
係
長

　

Ｆ
田

　

健
治

児
盾
家
庭
課
批
ｉ
ｒ

　

２
名

保
健
福
祉
環
境
部

　

…
Ｕ
’
ｒ
県
北
Ｌ
保
健
所

保
健
課
長

保
健
課
'
｡
;
　
^
　
'
／
Ｊ

阿
部

　
　

仲

佐
々
木
雅
ｆ

む
い
田
保
健
師匈

ｔ
作
Ｊ
Ｊ

＆j



在
宅
療
養
の
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が

　
　
　
　
　

豊
か
に
生
活
す
る
た
め
に
・
：

　
　

「
財
団
法
人
岩
手
県
長
寿
社
会
振
興
財
団
」
の

　
　

助
成
を
受
け
て
、

　
　

車
い
す
ダ
ン
ス
・
合
唱
・
電
勣
車
い
す
サ
ッ
カ
ー
の
活
動
を

　
　

し
て
い
ま
す
。

車
い
す
ダ
ン
ス

　

小
瀬
川
尚
さ
ん
、
元
ｆ
さ
ん
ご
人
ｉ
ｉ
(
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
（
人
）
と
な
っ

て
か
ら
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
友
の
会
の
令
国
人
会
に
参
加
し
て
、
巾
い
す
ダ
ン
ス

と
の
出
会
い
か
あ
り
ま
し
た
。

　

‐
々
の
唯
活
に
夢
と
希
望
を
持
ち
た
い
と
の

強
い
希
望
か
ら
、
。
。
人
は
仙
台
の
ダ
ン
ス
教
室

に
通
っ
て
桁
導
抒
の
資
格
を
と
り
、
現
在
は
、

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
で
月
３
川
ほ
ど
の
練
習
‐
を

設
け
て
、
み
ん
な
と
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

８
月
2
0
日
（
木
）
は
小
い
す
ダ
ン
ス
の
練
習
プ
ー
訊

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
１
ち
ょ
・
つ
ど
こ
の
‐
一

Ｊ
心
ｔ

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
人
場
行
が
３
０
０
万
人
目

Ｅ
Ｗ

。

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
明
る
く
。
几
気
に
生
き
て

　

Ｉ

き
た
ご
褒
美
と
、
ご
人
＊
i
!
(
は
人
ｉ
ｊ
ｒ
び
で
し
た

　
　
　

Ｉ
Ｊ

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
“
ｆ
の
人
館
片
3
0
0

い

『
ｌ

人
目
の
小
瀬
川
ご
人
妻
は
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

　
　

’
。
一
。

…
"
Ｃ
Ｖ
ｉ
＾
の
杵
様
と
巾
い
す
ダ
ン
ス
の
メ
ン
バ
ー
と

記
念
撮
彫
。

　

1
5
年
‐
の
達
成
‐
一
す
ご
い
Ｍ

　

特
養
老
人
ホ
ー
ム
第
２
松
園
ハ
イ
ツ
の
交
流

館
「
暖
炉
の
家
」
で
、
巾
い
す
ダ
ン
ス
を
披
露

し
、
闘
時
に
福
祉
体
験
学
習
の
松
園
中
学
生
と

交
流
し
ま
し
た
。

　

特
徨
老
人
ホ
ー
ム
の
広
い
交
流
館
で
8
0
代
9
0

代
の
皆
様
と
松
園
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
か
、

佼
範
演
技
を
見
た
後
、
中
学
生
も
ホ
ー
ム
の
杵

さ
ん
も
小
い
す
ダ
ン
ス
を
体
験
。

　

9
0
才
に
な
っ
て
1
0
代
に
踊
っ
た
と
き
の
こ
と

を
思
い
出
し
、
感
激
し
、
み
ん
な
気
持
ち
は
1
0
代
に
戻
り
ま
し
た
。
ｊ
楽
し
い

１
‐
で
し
た
。

●
活
助
内
容

t
ｏ
　
・

i
D

・

29

9

10

０

●

５17131,129

12

1213

岩
ｆ
県
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
総
会
に
て
演
技
発
表

沖
縄
交
流
会
に
て

特
餐
老
人
ホ
ー
ム
・
第
２
松
聞
ハ
イ
ツ
に
て
、
演
技
発
衣
。

盛
岡
巾
か
一
松
聞
中
学
生
に
小
い
す
ダ
ン
ス
講
習
会

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
束
北
人
会
（
松
島
。
の
戸
）
に
て
発
表

令
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
交
流
会
に
て
発
表

倅
代
中
学
２
年
生
に
巾
い
す
ダ
ン
ス
講
習
会

…
.
Ｎ
-
^
=
ｒ
障
か
い
行
｀
‐
楽
祭
に
て
発
表

岩
ｆ
県
雛
病
述
1
0
年
記
念
人
会

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
文
化
祭
に
て
発
表

岩
１
県
難
病
迎
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
て
、
演
技
発
表

洵



リ

ー

３４

電
動
車
い
す
サ

ツ
カ
ー

2
0
0
9
年
９
Ｕ
６
‐
１
　
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
Ｆ
て
Ｉ
阿
わ
れ
た
ふ
れ
あ

い
ラ
ン
ド
祭
に
て
心
動
サ
ｙ

2
0
0
9
年
1
0
U
1
0
日
巾
、
岩
Ｆ
県
勁
労
身
体
障
か
い
ｉ
ｃ
体
斤
館
で
ｈ
口
森

の
タ
ラ
ブ
と
交
流
試
か

Ｕ
リ
』
川
の
練
刊

ポ
ス
タ
ー
を
掲
小
し
、
ホ
ラ
ン
テ
ィ
フ
や
７
　
タ
ッ
フ
、
選
Ｆ
の
９
渠

●
購
入
し
た
物
品
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

ラ
イ
ン
テ
ー
プ
・
３
個
、
サ
ッ
カ
ー
ポ
ー
ル
・
２
佃
、
空
気
人

i・1

　

皿

れ

ガ
ー
ド
・
２
佃
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
・
９
４
、
エ
ア
ケ
ー
シ
、
デ
ジ
タ

助
成
忿
あ
り
が
と
う
こ
さ
ト
ま
し
た

Ｉ
。
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Ｃ⊃

唱

紳
習
‐

　

●
ほ
の
ほ
の
コ
ー
ル

　

●
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル

　

●
コ
ー
ル
ひ
ま
わ
り

啼
月

第

毎
)J

第

海
月

第

　
　

Ｉ
・
Ｉ

ｊ
６
Ｊ
Ｉ

３
‐
･
＜
ｓ
‐

　

Ｉ
ｒ
９
１

　

１
ｓ
ａ

―

発
表
会

　

●
ふ
れ
あ
い
う
ン
ト
祭

　

９
月
６
日
1
1
　

　

●
第
４
川
ギ
ャ
ラ
ホ
ー
ル
硲
謡
・
咄
歌
を
歌
・
つ
会

●
第
1
8
川
岩
Ｆ
県
障
か
い
片
文
化
芸
術
祭

　

‐
月
１
　
１
‐

●
第
一
川
難
病
連
ツ
リ
ス
マ
ス
会

　

1
2
月
1
3
‐
(1

‐
川
８
‐

｜

一
関
連
記
嘔

ご･・ｓａ

　　

･-

リ
｀
７

自:

W
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音
楽
療
法
の
実
践
に
つ
い
て

岩
手
晴
和
病
院

　

音
楽
療
法
士

　

智

　

田

　

邦

　

徳

　

岩
手
難
病
連
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
集
い
の
中
で
九
‐
楽
療
法
を
火
践
す
る
よ

う
に
な
っ
て
五
年
以
Ｌ
経
過
し
た
。

　

当
初
、
事
務
岫
か
ら
「
難
病
を
抱
え
て
い
る
当
事
者
の
方
々
が
地
域
の
集
い

に
出
席
す
る
に
あ
た
り
、
交
流
か
潤
滑
に
行
く
よ
う
ａ
楽
の
力
を
貸
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
内
容
の
依
頼
だ
っ
た
た
め
、
ど
の
よ
う
な
疾
病
を
抱
え
て
い
る
ど

の
よ
う
な
症
状
の
方
々
な
の
か
、
と
い
う
佃
々
の
詳
細
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら

な
い
ま
ま
、
現
場
へ
と
向
か
っ
た
。

　

そ
し
て
現
場
で
知
っ
た
の
は
、
当
事
社
の
方
々
で
さ
え
、
こ
の
‐
こ
の
会
場

に
ど
ん
な
人
か
や
っ
て
来
る
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
参
加
し
て
い
る
と
い
う
状

況
だ
っ
た
。

　

町
£
時
局
の
目
的
と
し
て
は
、

１
、
同
じ
地
域
に
化
む
難
病
を
抱
え
た
肖
事
者
の
人
々
は
、
お
互
い
の
仔
在
を

　
　

知
ら
ず
、
病
に
関
し
て
の
悩
み
を
誰
に
も
打
ち
明
け
ら
れ
な
い
ま
ま
、
孤

　
　

独
な
闘
病
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

２
、
少
し
で
も
心
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
横
の
つ
な
か
り
を
持
つ
た
め

　
　

の
集
ま
り
を
設
け
た
い
。

　

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
や
は
り
情
報
が
少
な
い
こ
と
で
参
加
し
て
い
る
方

の
緊
張
と
不
安
は
、
見
て
い
て
相
当
な
も
の
だ
と
感
じ
た
。
こ
の
悄
報
の
少
な

さ
は
小
筋
局
の
責
任
で
は
な
く
、
当
該
地
域
の
自
治
体
保
健
行
政
が
、
外
部
で

あ
る
難
病
連
小
務
局
に
対
し
て
情
搬
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
よ
る

や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

あ
ら
か
じ
め
行
楽
療
法
の
内
容
を
細
か
く
設
定
し
て
臨
ん
で
い
た
わ
け
で
は

な
く
、
何
か
起
こ
っ
て
も
ど
ん
な
要
求
を
さ
れ
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
万
全
の

支
度
を
整
え
て
い
た
の
で
、
参
加
者
の
年
齢
、
性
別
、
疾
病
と
そ
の
樅
度
な
ど

を
（
少
な
い
愉
報
か
ら
在
定
し
つ
つ
）
活
動
を
そ
の
場
で
構
築
し
た
。

当
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
：
歌
咄
（
無
難
に
誰
で
も
知
っ
て
い
る
よ
う
な
曲
）

２
、
狸
楽
に
合
わ
せ
た
体
操
：
上
肢
と
桁
先
の
机
人
・
巧
緻
運
動
を
中
心
に
し

　
　

て
、
参
加
行
の
様
子
に
あ
わ
せ
て
難
易
度
を
変
え
つ
つ
行
う
。

３
、
自
己
紹
介
ゲ
ー
ム
：
負
担
に
感
じ
な
い
程
度
の
自
分
に
関
す
る
情
報
交
換

　
　

を
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
行
う
。

４
、
幸
節
の
歌
や
思
い
出
の
流
行
歌
を
リ
ク
エ
ス
ト
も
交
え
て
全
八
で
歌
咄
。

　

こ
れ
を
坊
本
と
し
て
、
回
数
を
屯
ね
る
ご
と
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
加
え
て

い
っ
た
。
地
域
ご
と
に
参
加
さ
れ
る
方
も
違
い
、
場
の
雰
囲
気
も
大
き
く
呉
な
っ

て
い
っ
た
が
、
根
幹
と
な
る
「
お
互
い
を
労
わ
り
介
い
、
心
情
を
吐
露
し
や
す

い
場
を
作
る
た
め
、
き
楽
を
潤
滑
油
と
し
て
川
い
る
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
は
共

通
し
て
い
た
。
嗇
楽
で
疾
病
自
体
を
帷
減
し
よ
う
と
図
る
の
で
は
な
く
、
膏
楽

と
い
う
于
段
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
「
場
」
作
り
を
白
‥
ら
か
行
う
と
い
う
も
の

だ
。

　

九
日
楽
と
い
う
も
の
か
心
と
休
に
少
な
か
ら
ず
作
川
す
る
、
と
い
う
火
感
は
多

く
の
み
に
経
験
の
あ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
デ
ー
タ
を
収
り
、
エ
ビ

デ
ン
ス
を
構
築
す
る
た
め
の
砲
日
楽
療
法
の
他
に
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
「
場
」

の
提
供
を
支
え
る
力
と
い
う
も
の
も
持
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
音
楽
療

法
士
で
あ
る
自
分
も
活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
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平
成
2
1
年
度
常
任
理
事
会
・
理
事
会
の
開
催

第
1
8
回
常
任
理
事
会

‘

　
　
　
　
　

’
－
‐

　

‐

・
第
1
8
回

　

常
任
理
剌
会

第

2
3
回
理
事
会

時
：
ｆ
成
2
1
年
４
月
1
6
日
（
木
）

　
　

出
席
行
：
常
任
理
利

　

９
″
ｊ
‥

・
第
2
3
回

　

理
利
会

　
　

同
‐

　
　

出
席
行
：
理
利
1
5
お

10

●●
00

　

S

12

●●
00

13

●●
00

　

S

15

●●
00

議場

所
：
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
…
石
Ｆ

　

第
１
研
修
室

嘔
…
４
　
’
第
1
0
回

　

定
期
総
会
に
つ
い
て

　
　

②
結
成
1
0
年
記
念
「
難
病
支
援
岩
１
県
民
の
集
い
」

　
　

③
屯
卜
成
９
１
１
年
度
小
業
に
つ
い
て

に
つ
い
て

④
…
召
ｆ
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
受
託
に
つ
い
て

第
2
4
回
理
事
会
・

結
成
‐
‐
ｌ
ｌ

　

‐

　
　
　
　

－

1
0
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

Ｈ

　

時
：
弔
成
2
1
年
８
月
1
8
‐
｛
火
｝

　

1
3
‥
3
0
～
1
5
面

場

　

所
：
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
ｆ

　

第
２
研
修
室

出
席
者
：
1
9
名

議

　

<
-
Ｊ
.
：
①
県
福
祉
部
長
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て

　
　
　
　

②
結
成
1
0
年
記
念
事
業
実
施
に
つ
い
て

　
　
　
　

③
令
閥
雛
病
研
究
セ
ン
タ
‐
第
1
2
川
人
会
(
盛
岡
）
開
佻
に
つ
い

　
　
　
　
　

て

第
2
5
回
理
事
会
・

第
２
回
結
成
句
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

‐

　

時
：
ｆ
成
2
1
年
1
0
月
1
0
‐
（
Ｌ
）
1
3
‥
0
0
～
1
5
而

場

　

所
：
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
Ｖ
Ｈ
。
　
　
　
　
　
３
？
体
交
流
室

出
席
者
：
理
叫

　

1
3
名

議

　

W
t
.
：
１
　
Ｉ

　

県
柵
祉
部
長
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て

　
　
　
　

②
結
成
1
0
年
記
念
嘔
業
の
収
り
組
み
に
つ
い
て

第
2
6
回
理
事
会
に
つ
い
て

‐
時
：
ｆ
成
９
９
一
年
２
月
2
3
‐
（
火
）
1
3
面
～
1
5
面

場
所
：
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
１

　
　

第
１
研
修
室

破
串
：
干
弔
成
2
1
年
度
事
業
の
反
省

　
　
　

(
Ｍ
'
-
＾
成
９
９
一
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

S7



[匝師匝]

好中球減少症、慢性本態性好巾球減少症、rl己免疫性好中球減少症など)、慢性動脈胴囲炎(Chronic Peri

aortitis:CP)、未熟児網膜症、牟婁病(紀伊ＡＬＳ/ＰＤＣ)、毛細血管拡張性小脳失調症(ＡＴ)、優性遺伝形

式を収る遺1云性難聴、両側性蝸牛神経形成不令症、アイカルディ・ゴーティエ症候俳(AGS)、アトピー

性介髄炎、アラジール(Alagillc)症候俳、アレキサンダー病、アンジェルマン症候群(AS)、ウェルナー

(Werner)症候群、ウォルフヒルシュホーン症候群、エーラスダンロス症候群、エマヌエル症候群、オ

ルチニントランスカルバミラーゼ欠棚症、カナバン病、カルバミルリン酸合成酵素欠損症、キャンポメ

リック

　

ディスブラジア、クラインフェルター症候群(KS)、コケイン症候群、コステロ症候群、コハク

酸セミアルデヒド脱水素酵素欠棚症、コレステリルエステル転送ｌ白(CETP)欠棚症、サクシニルーＣＯＡ:

3－ケト酸ＣＯＡトランスフェラーゼ欠損症、サラセミア、ジストニア、シトリン欠損症、シャルコー・マ

リー・トゥース病、スミスマゲニス症候群(SMS)、セピアプテリン還元酵素欠損症、ソトス症候群、ター

ナー症候俳(TS)、チトクロームP450オキシドレダクターゼ異常症、チロシン水酸化酵素欠損症、ビッカー

スタップ刷脳幹脳炎、フェニルケトン尿症、フックスμj膜内皮変性症、ブラダー・ウィリー症候群(ＰＷ

Ｓ)、プロピオン酸血症、マルファン症候俳、ミクリッツ病、メチルマロン酸血症、リンパ竹閥、ロイス・

ディーツ症候群(ＬＤＳ)、ＡＡＡ症候群、ＡＴＲ-Ｘ(Ｘ迎鎖αサラセミア・精神遅滞)症候群、Beckwith-Wie

deniannfii:候群(ＢＷＳ)、Brugada症候群、Calciphylaxis、Cavinopathy(リポジストロフィーとミオパ

チーを介併する新規遺伝性疾患)、ＣＦＣ症峡群、CHARGE症候群、CINCA1111候群、CNP/GC-B系災常

による新規骨系統疾患、Congenital dysorythropoietifヽanemia (CDA)、Gorlin症候群、lgG4関迎令

身硬化性疾患、IgGI関連多臓器リンパ増殖性疾患(ＭＯＬＰＳ)、Landau-Kleffner症峡群、Mi(ヽroseヽopi(･c

olitis、Mowat-Wilson症候群、Ｍｕ(ヽkle-Wells!lil峡群(ＭＷＳ)、Pelizaeus-Merzbarher病、Pendred症峡

群、Rett症候群、RS3PE症候群(remitting seronpgativo symmetriral synovitis with pittinR cflem

ａ)、Rubinstfヽin-Taybi症候群、Silver-Russell症候俳(SRS)、von Ｈｉｐｐｅｌ-Lindaｕ病、Wolfram!ぶ候群、

β－ケトチオラーゼ欠損症、川路染色体父性片親性ダイソミー(upd(14)pat)関迎疾患、β－ケトチオラーゼ

欠損症、＼m染色体父性片親性ダイソミー(upd(M)pat)関迎疾患

ノ

田
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7.

先端巨大症

'ド巫体機能低Ｆ症

注）早成21年10月より疾患冊廿46～56の11疾患が追加されました。

注）ヽF成15年10月より

※1.パーキンソン病に進行性核_h性麻咋及び人脳皮質基底核変性症を加え、「パーキンソン病関連疾患」

　　

と疾患名が変更されました。

1:12.シャイ・ドレーガー症候群に線条休照竹変性症及びオリーブ橋小脳萎縮症（介髄小脳変性症から移

　　

行）を加え、「多系統萎縮症」と疾患名が変史されました。

平成21年11月９日より

平成21年度において研究奨励分野で採択された疾患(177疾患)①

　　　　　　　

厚生労働省大臣官房厚生化学科｢平成22年度厚生労働省科学研究費補助金公募要項

遺伝性ポルフィリン症、遺f云性出Ifll性木梢Iftl竹拡張症(オスラー病)、道t云性鉄芽球性貧血、道f云性脳小

血管病(CADASIL、CARASIL)、一過性竹髄異常増殖症、円錐μj膜、遠位型ミオパチー、家族性寒冷､ａ

麻疹(FCAS)、家族性地中海熱、歌舞伎症峡群、外リンパ喩、外胚槃形成不令免疫不全症、褐色細胞腫、

肝型柏原病、急性人動脈症候群、筋強心性ジストロフィー、筋チャネル病、劇症1型岫尿病、血管新生

政斑症、血球貪食症候群、原発性リンパ浮肌、高グリシン血症、高チロシン血症、高プロリン血症、高

ｌｇＤ症峡群、好酸球性食道炎・好酸球性rl腸炎、甲状腺中心クリーゼ、後天性血友病ｘｍ、骨形成不全

症、蛇り耳腎(ＢＯＲ)症候群、肖発性多発軟骨炎、細網典形成症、自己免疫性内耳障害、自己貪食空胞性

ミオバチー、自発性低血糖症、若年性線維筋痛症、若年性特発性関節炎(令身型)、周if&m心筋症、小眼

球(症)、小児交互性片麻峰、新生児バセドウ病、新生児ループス、新生児一過性棚尿病(ＴＮＤＭ)、新生

児及び乳幼児の肝血竹腫、新生児食物蛋白誘宛胃腸炎様疾患(N-F円ＥＳ)、新生児糖尿病、深部静脈血栓

fill、進行性ド顎頭吸収(ＰＣＲ)、進行性心臓伝導障;11(ＣＣＤ)、賢性尿崩症、瀬川病、性分化異常症、成人

型分類不能型免疫不全症(ＣＶＩＤ)、声帯溝症、脆弱Ｘ症候群、介髄障;11性疼痛症候群、脊注変形に合併

した胸郭不全症候俳、光天性角化不令症(ＤＣ)、先天性角膜混濁、先天性高インスリン血症、先天性赤

芽球吻(ＤｉａｍｏｎｄＢｌａ(ヽkfan貧血)、先天性人脳白質形成不全症、先天性ビオチン代謝異常症、先天性無痛

症(ＨＳＡＮ４型、5型)、先天性両側小耳症・外耳道閉鎖疾忠、先天白内障、胎児仙尼部奇形胚、多発性内

分泌腫鵬症、単純性潰瘍／非特異性多宛性小腸潰瘍、胆遭閉鎖症、中性脂肪藩積心筋血管症、長鎖脂肪

酸代謝異常症、低ホスファターゼ症、道化師様魚鱗癖、特発性局所多汗症、特宛性耳石Ｓ障客、内臓錯

位症峡群、中條一西村ll候群、那須ハコラ病、軟骨異栄養症、軟骨無形成症、難治性川崎病、難治性血

竹肌・血管奇形(混合血管奇形など)、難治性脳形成障害症、難治性宛作性気道閉塞疾患(ＰＲＯＤ:Paroxy

smnlrpspiratoryobstructivediseases)、難治性慢性好酸球性肺炎、難治性慢性作疹・皮膚掻師症、乳児

ラングルハンス組織球症、尿素サイクル異常症、年齢依存性てんかん性脳症、肺血栓塞栓症、肺胞111自

症、破局てんかん、白斑、反復胞状奇胎、非ウイルス性tl血性肝硬変、肥大性皮脚骨膜症、非もやもや

病小児閉塞性脳血管障害、封人体筋炎、芳香族アミノ酸脱炭酸酵素(ＡＡＤＣ)欠損症、宛作性運助誘発枇

舞踏アテトーゼ(PKC)、慢性活動性ＥＢウイルス感染症、慢性偽性鵬閉塞症、慢性好中球減少症(川期性



29

　

膿庖性乾脚

30

　

広範仔柱管狭窄症

31

　

原発性胆汁性肝硬変

32

　

jR症急性騨炎

33

　

特発性大腿冊頭壊死症

34

　

混介性結合組織病

35

　

原発性免疫不全症候1洋

36

　

特発性間質性肺炎

37

　

網膜色素変性症

38

　

プリオン病

　

（Ｄ

　

クロイツフェルト・ヤコブ病

　

（2）ゲルストマン・ストロイスラー・シャインカー病

　

（3）致死性家族性不眠症

39

　

肺動脈性肺高血圧症

40

　

神経線維胚症Ｉ刷／神経線維肌症Ili!

41

　

亜急性硬化性全脳炎

42

　

バット・キアリ（Ｂｕdd･Chiari)症候群

43

　

慢性血栓塞栓性肺高血圧症

44

　

ライソソーム病

　

（1）ライソソーム病（ファブリー病を除く）

　

（2）ライソソーム病（ファブリー病）

45

　

剛腎白町ジストロフィー

46

　

家族性高コレステロール血症（ホモ接合体）

47「1髄性筋萎縮症

48

　

球介髄性筋萎縮症

49

　

慢性炎症性脱髄性多発神経炎

50

　

肥大型心筋症

51

　

拘束型心筋症

52

　

ミトコンドリア病

53

　

リンパ脈管筋腫症(LAM)

54

　

重症多形溶出性紅斑（急性期）

55

　

政色靭帯骨化症

56

　

間脳下’垂休機能障‘害

　

1. PRL分泌興常症

　

2.ゴナドトロピン分泌異常症

　

3. ADH分泌異常症

　

､1.

　

下覗休性ＴＳＨ分泌y4常症

　

5.

　

クッシング病

(2)

(3)

{IJ

{2}

[萌藤蒐]

昭和63年01月0111

昭和6,1年01月01H

平･成02年01月01日

平成03年01月01H

乎成04年OUlOl日

平成05年01月0111

平成06年01月0111

珊成07年01川01 n

平成08年01月01日

堅成09年01月01口

堅成14年06月01日

平成14年06月01日

平成10年01月01口

平成10年05月01ロ

平成10年12月01日

平成10年12月01日

平成10年12月01日

平成13年05月01日

平成11年04月01日

平成12年04月01日

　

ｆ成21年10月１日

　

･I｀成21年10月１日

　

ヽl｀成21年10月１日

　

･I｀成21年10月1日

　

'I｀成21年10月１日

　

‘F成21年10月１日

　

ｆ成2】年10月１日

　

ｆ成21年lOJj l n

　

甲･成21年10月in

　

平成21年10月in

　

平成21年10月１日
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特定疾患治療研究事業対象疾患一覧表（56疾患）①

　　　　　　　　　　　　

表1の疾患から下記56疾患が治療疾患とされた。

　　　

疾

　

患

　

名

01

　

ベーチェット病

02

　

多発性硬化症

03

　

重症筋無力症

04

　

全身性エリテマトーデス

05

　

スモン

06

　

再生不良性貧血

07

　

サルコイドーシス

08

　

筋萎縮性側索硬化症

09

　

強皮症／皮膚筋炎及び多発性筋炎

10

　

特発性血小板減少性紫斑病

11結節性動脈周囲炎

　

川

　

結節性多発動脈炎

　

（2）顕微鏡的多発血管炎

12

　

潰瘍性人腸炎

13

　

大動脈炎症候群

14

　

ビュルガー府（バージャー病）

15

　

天庖哨

16

　

脊髄小脳変性症

17

　

クローン病

18

　

饉治性肝炎のうち劇症肝炎

19

　

悪性関節リウマチ

20

　

パーキンソン病関迎疾患

　

※1

　

11）進行性核上性麻嘩

　

12｝大脳皮質基庇核変性症

　

（3）パーキンソン病

21

　

アミロイドーシス

22

　

後縦靭帯骨化症

23

　

ハンチントン病

24

　

モヤモヤ病（ウィリス動脈綸閉塞症）

25

　

ウェゲナー肉芽腫症

26

　

特発性拡張型（うっ血ぺ゛!）心筋症

27

　

多系統萎縮症

　

な2

　

（1）線条体黒貿変性症

　

｛2｝オリーブ橋小脳萎縮症

　

（3）シャイ・ドレーガー症候群

28

　

表皮水泡症（接介部型及び栄養障?li’!）

(I)

(2)

Ⅲ

(2)

(3)

川

(2)

(3)

　

対象指定年度

昭和47年04月OH｣

昭和48年04月OH]

昭和･17年04月OH｣

昭和,17年04月01 il

昭和47年04月0111

昭和48年04月0111

昭和49年10月01 11

昭和49年10月01日

昭和49年10Jこjoin

昭和49年10月OKI

昭和50年10月01[1

昭和50年10月oin

昭和50年10月0111

昭和50年10月01 n

昭和50年10月0111

昭和50年10月OKI

昭和50年10月OH]

昭和51年10月01 n

昭和51年10月01 n

昭和51年10月01H

昭和52年10月01U

早成15年10月OH」

平成15年10月0111

昭和53年10月0111

昭和54年10月O1日

昭和55年12月01日

昭和56年10月01日

昭和57年01月01日

昭和59年01月01日

昭和60年O1月0111

ｆ成15年10月01日

昭和51年10月01日

昭和61年01川01口

昭和62年O1月01Ｈ



Ｕ 疾　　　　患　　　　名 S零 疾　　　　患　　　　名

66 拘束型心筋症 99 側頭動脈炎

67 ミトコンドリア病 100 抗リン脂貿抗体症候群

68 FabryW 101 強皮痙

69 家族性突然死症候群 102 好酸球性筋膜炎

70 原発性高脂血症 103 硬化性萎縮性苔癖

71 特発性同質性肺炎 104 原発性免疫不全症候群

72 サルコイドーシス 105 若年性肺気腫

73 ぴまん性混紡気管支炎 106 ヒスチオサイトーシスＸ

74 漬嘔性大腸炎 107 肥満低換気症候群

75 クローン病 108 肺胞低換気症候群

76 rl已免疫性肝炎 108 原発性肺高血圧症

77 原発性胆汁性肝変 109 慢性昧血栓塞栓症

78 劇症肝炎 111 混合性結合組織病

79 特発性門鍼圧尤魂症 n2 神経線轍腫症１型（レックリングハウゼン病）

80 肝外門脈閉塞症 113 神経線維腫症Ｕ型

81 Budd －Chiari症候群 114 結節性硬化症（プリングル病）

82 肝内結石症 115 表皮水泡痙

83 肝内胆管障害 116 ●庖性乾癖

84 ｌ嚢胞縮織症 117 天庖廬

85 重症急性罪炎 118 大脳皮質基底咳変性症

86 慢性押麦 119 重症多形溶出性紅斑（急性期）

87 アミロイドーシス 120 肺リンパ脈管筋腫症(LAM)

88 ベーチェヅト病 121 進行性骨化性繊維異形成症(FOP)

89 全身性エリテマトーデス 122 色素性乾皮症（XP）

90 多発性筋炎・皮膚筋炎 123 下垂体機能低下症

91 シ４－グレン症候群 124 クッシング病

92 成人スティル病 125 先端巨大症

93 高安症（大動脈炎症候群） 126 原発性側素硬化症

94 バージャー病

127
有軸赤血球を伴う舞踏病

(有軸赤血球舞諸膚)95 結節性多発動脈炎

96 ウ４ゲナー肉芽腫症 128 ＨＴＬＶ－ｌ関連脊髄症(HAM)

97 アレルギー性肉芽朧性血管炎 129 先天性魚鱗峰降紅皮症

98 悪性関節リウマチ 130 スモン
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新着情報資料
第９回難病対策委員会(2009/7/30)資料より

◆難治性疾患克服研究事業（特定疾患調査研究分野）の対象疾患

IS 疾　　　　患　　　　名

１ 脊髄小脳変性症

２ シャイ・ドレーガー症候群

３ モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症）

４ 正常圧水頭症

５ 多発性硬化症

６ 重症筋無力症

７ ギうン・バレー症候群

８ フィッシャー症候群

９ 慢性炎症性脱仮性多発神経炎

10
多発限局性JI勤性末梢神経炎

　(ルイス・サムナー症候群)

11
単クローン抗体を伴う末梢神経炎

　（クロウ・フカセ症候群）

12 筋萎縮性鋼索硬化症

13 脊髄性進行性筋萎縮症

14 球脊髄性筋萎縮症C Kenned y-Al ter-Sung^ )

15 脊髄空洞症

16 パーキンソン病

17 ハンチントン病

18 進行性核上性麻暉

19 線条休黒質変性症

20 ペルオキシソーム病

21 ライソソーム病

22 クロイツフェルト・ヤコブ病（ＣＪＤ）

23
ゲルストマン・ストロイスラー・シャインカー病

CGSS)

24 致延性家族性不眠症

25 亜急性硬化性全脳炎(SSPE)

26 進行性多巣性白質脳症（ＰＭＬ）

27 後縦靭帯骨化症

28 黄色靭帯骨化症

29 前縦靭帯骨化屁

30 広範脊柱管狭窄症

31 特発性大腿骨頭壊死症

1毒 疾　　　　患　　　　名

32 特宛性ステロイド性骨壊死症

33 網膜色素変性症

34 帥雌性黄斑変性症

35 ●治性視神経症

36 突発性●聴

37 特発性両側性感政●聴

38 メニエール病

39 遅発性内リンパ水腫

40 ＰＲＬ分泌異常症

41 ゴナドトロピン分泌異常症

42 ＡＤＨ分泌異常症

43 中枢性摂食異常症

44 原発性アルドステロン症

45 偽性低アルドステロン症

46 グルココルチコイド抵抗症

47 副腎酵素欠損症

48 副腎低形成（アジソン病）

49 偽性副甲状腺職能低下症

50 ビタミンＤ受容機構異常症

51 ＴＳＨ受容休異常症

52 甲状腺ホルモン不応症

53 再生不良性貧血

54 溶血性貧血

55 不応性貧血（骨髄異形成症候群）

56 骨髄線織症

57 特発性血栓症

58 血栓性血小板減少性紫斑病（ＴＴＰ）

59 特発性血小仮減少性紫斑病

60 lgA腎症

61 急速進行性糸球体腎炎

62 難治性ネフローゼ症候群

63 多発性嚢胞腎

64 肥大型心筋症

65 拡彊型心肪症



　

地域の皆暉と共に予八で370年一

時代のニーズにお応えして “今日と明日を結ぶ。
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オフィス家具

　

和洋紙

Kizya
総務部岩手県盛岡市南大通二丁目3 －20

　　　　　　

TEL 019-623-1251　FAX 019－622－0653

紙

　

業

　

部

　

岩手県紫波郡矢巾町流通センター南二丁目6－3
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･・；。Ξ。利次ｊｊ回答禁句

１９－ 614-0711専用電話

　　

E-mail:iwanan@io.ocn.ne.jp

httｐ://ｗｗｗ17．０ｃｎ．ｎｅ．jｐ/'"iwanan

ふれあいランド岩手に「岩手県難病相談支援センター」を開設しています。

岩手県の委託事業として、相談員がお待ちしています。

､ヽ・池j，

４ｉ，・・

---

　

蓋

岩手県難病・疾病団体連絡協議会

〒020-0831

　

盛岡市三本柳８－１－３

　

ふれあいランド岩手内

TEL

　

019-614-0711

　

FAX

　

019-637-7626

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容

Ⅲ

　

難
病
患
者
・
家
族
に
対
す
る
各
種
相
談
支
援
事
業
等

　

・
心
話
や
而
接
に
よ
る
療
養
や
‐
常
生
活
に
お
け
る
、
佃
別
的
・
‐
ぷ
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供

４
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病
相
談
支
援
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行
護
師

　
　
　
　
　
　

松
川
ａ
ｆ

　
　
　

行
護
師
・
養
護
教
諭

　

矢
羽
々
京
’
Ｐ

ｉ
ｎ

　

そ
の
他
、
既
存
の
難
病
施
策
等
と
の
有
機
的
な
連
携

鼎

　

実
施
主
体
岩
手
県

　
　
　

知
叫
か
適
当
と
認
め
る
団
体
（
岩
Ｆ
県
饉
病
・
疾
病
団
体
辿
絡
協
議
会
）
へ
委
託
し
て

　
　

い
る
。
運
営
委
託
費

　

３
８
６
万
円

７

　

設
置
場
所

　
　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
ｒ
（
社
会
福
祉
法
人
岩
１
県
社
会
福
祉
協
議
会
）
内

　
　

雌
病
相
談
々
援
セ
ン
タ
ー

～

　

対
応
日
・
時
間

　
　

月
・
火
・
水
・
金
・
Ｌ
曜
‐

　

1
0
時
～
1
6
時

　
　

木
曜
‐

　

１
　
１
時
～
仙
一
時

訊ﾐ



平
成
2
1
年
度

　

重
点
事
業
の
総
括

１
、
相
談
室
整
備

　
　

平
成
2
0
年
1
2
月
に
保
健
衛
生
課
よ
り
、
相
談
室
を
現
在
の
場
所
に
整
備
す

　

る
案
で
打
診
が
あ
り
、
承
諾
し
た
。
元
喫
煙
室
の
室
内
を
改
装
し
、
備
品
配

　

置
し
て
い
た
だ
き
、
平
成
2
1
年
４
‐
‥
‥
１
日
よ
り
開
設
で
き
た
。
中
庭
が
口
の

　

前
に
広
が
り
庭
木
の
緑
が
清
々
し
く
、
セ
キ
レ
イ
が
飛
来
し
て
歩
き
ま
わ
る

　

な
ど
、
来
所
者
に
は
大
変
好
評
で
あ
る
。

　
　

相
談
支
援
業
務
は
、
各
関
係
機
関
と
の
迎
携
に
よ
る
相
談
例
が
増
え
、
支

　

援
内
容
も
質
的
に
充
実
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

２
、
緊
急
医
療
手
帳
の
配
付
と
活
用

　
　

財
団
法
人
長
寿
社
会
福
祉
財
団
の
助
成
金
を
受
け
て
、
緊
急
時
医
療
手
帳

　

を
2
0
0
0
部
作
成
し
た
。
難
病
連
会
員
の
み
な
ら
ず
、
県
内
各
保
健
所
の

　

希
望
者
に
配
付
し
た
。
知
的
障
害
者
施
設
か
ら
の
要
請
も
あ
り
送
付
し
た
。

　

1
0
0
0
部
ほ
ど
配
付
し
た
が
、
実
際
の
利
用
に
つ
い
て
啓
発
の
必
要
が
あ

　

ろ
う
。

３
、
難
病
遅
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

　
　

こ
の
広
い
県
内
に
、
少
な
く
と
も
県
南
部
と
沿
岸
部
に
支
部
を
置
き
、
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
た
い
。
と
く
に
も
大
規
佼
災
害
時
の
互
助
を
想
定
し
て

　

い
る
が
、
次
年
度
以
降
の
課
題
で
あ
る
。

４
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み

　
　

事
例
に
応
じ
、
主
に
各
団
体
の
代
表
者
に
サ
ポ
ー
ト
を
依
頼
し
て
い
る
。

ピ
ア
（
仲
間
）
と
し
て
病
気
の
良
き
理
解
者
で
あ
り
、
療
養
の
こ
と
、
口
常

生
活
に
つ
い
て
適
切
な
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
も
協
力
を
得

て
継
続
し
た
い
。
さ
ら
に
、
志
あ
る
会
員
に
は
刄
門
的
な
研
修
を
受
講
し
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。

５
、
就
労
支
援
に
つ
い
て

　
　

理
事
の
一
人
が
、
就
労
支
援
に
協
力
し
て
い
る
。
歩
行
困
難
と
な
り
他
機

　

関
を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
電
話
に
よ
る
支
援
・
助
言
か
主
で

　

あ
る
。
非
常
勣
で
就
労
支
援
の
専
門
相
談
者
配
置
が
望
ま
れ
る
。
在
職
難
病

　

患
者
交
流
会
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

６
、
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会

　
　

厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
楽
で
、
岩
手
県

　

で
開
佻
さ
れ
た
。
平
成
2
1
年
1
0
月
1
7
‐
（
上
）
、
1
8
口
（
ロ
）
。
会
場
は
ふ
れ
あ

　

い
ラ
ン
ド
岩
手
。
参
加
者
は
県
外
１
０
０
名
、
県
内
は
会
員
を
含
め
て
3
0
名

　

で
、
会
貝
の
一
般
発
表
が
３
題
。
研
修
講
演
は
、
音
楽
療
法
士
智
田
邦
徳
先

　

生
の
講
演
「
嗇
楽
療
法
の
実
際
」
で
あ
っ
た
。

７
、
情
報
提
供

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
年
４
回
ほ
ど
吏
新
し
て
い
る
。
（
９
９
一
年
３
‐
･
h

　

o
口
現
在
ア
ク
セ
ス
回
数
１
２
、
８
８
８
件
）

郎
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平成21年度

　

難病相談支援事業実績

１

　

難病相談支援Ｕの配置

　

1r

　　　

項

難病杜1談支援員

難病相談支援員補助貝

配置人員

-

　

１名

　

１名

氏

根

　

田
一一
欠羽々

豊

京

名

子
一
子

年
齢
１性
別

女

一
女

o
ｏ
　
　
ｔ
^

ρ
り

　

７

ド
・
゛
―
一

２

各種相談1μ業

資

　　

格

　　

等

　　

－－－

　

－

　

一一
石･Ji師

　　

一一一

　　　

一
ｙ呵師、養護教諭

H21. 4～H22. 3 )

'μ　　項
日常生活
-

　484

医　療 　就　労
- 難病団体

一一

497

関係機関一一一

　147

－－　－

　31

-一

一
　178

　7.0％

その他　　計　二

千子

　　(35,0%)

電話相談延べ件数 339

来所相談延べ件数 240 88 36 　405

一一一

　－－－　902

35.096

弁護士相談延ぺ件数

　一一270

10.0%

2.601

100.0％
計

　724

28.0％

　427

16.0%

　100

4.0％

＜参考＞

　

平成20年度

　

各種相談事業 (H20. ４～H21. 3)

事項 日常生活 医　療 　就　労
一一一

難病[1休 福畦･その他
　計一一
　1.610

　(72.9%)
-

　599

　(27,1％)
‥-
　　1

電話相談述べ件数 421 293 494 327

来所相談述べ件数 70 39 37 323 　　130

-一一　－

　　0一一一一一　　457

　(20.6％)

弁護士相談 １ ０ ０ ０

計
　492

(22.3%)

　332

(15.0%)

　112

(15.1%)

　817

(37.0％)

　2.210

(100.0％)

平成21年度

　

相談・支援事業の概要

　　

今年度４月～22年度３月までの１年間の相談・支援件数は、2,601件で前年度の2.200

　

件より400件多い。

　　

最も多いのは、難病迎の各団体からの

　

902件（35．0％）である。多くの患者会は、商

　

齢化と病状不安定な方が日立ち、独自の活動が困甦になっている状況が見える。会の小:

　

業や運営の相談や支援・協力がある。文化的活勁は合唱３団体、巾いすダンス・ヨガ同

　

好会および‘心助車いすサッカーがある。病状安定と仲閥作りと生きがいになっている。

　　

11常生活については、収入がないなど生活費のこと、住居探し、［死にたい］、家族が

　

無理解といった対応閑難な例に悩まされる。病気の確定診断を受けた後など本人や家族

　

の枡神的サポートも大きな役割と心得て相談支援に当たっている。



方法別・内容別・相談者別 (H21. 4～H22. I月）

　　　　　　　　月一相談方法別相談件数

300 r　　　　　　　　　　　　　l

心JU

200

150

100

　50

｢¬ ‾1

５

-

ＥＥ
－

３

5k　「1 １

１

・

１

－

２｝Ｆ
０
３３ ｝

｜

Ｉ 圖
｜

4月　　6月　　8月　　LO月　　12月　　2月

　　　　　　　　　ii‾莱室　口電話そ縦毎］

　年間相談内容割合

　Ｃ

？ｎ　ほ

　i難

ﾑ

s　　s9

　‰

　　　就労

i口日常口医療口就労口難病団体口関係機関口その他

相談者別相談件数割合

ロ本人口家族口その他

　　　　　　　　

-
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４

　

就労支援の状況

’
ｉ就

　
　
　

労

支

援

の

状

　
　
　

況

○

　

在職難病患者・家族交流会

　　

・

　

平成21年10月31口（1こ）10: 00～17 : 00

　　

・

　

盛岡巾中央公民館

　

現聴覚室

　　

・

　

参加者

　

18名（皮膚筋炎

　

もやもや病

　

てんかん

　

SLE

　

シェーグレン症候

　　　　　　　　　　　

群

　

筋ジストロフィー

　

多発性筋炎

　

脊髄小脳変性症

　

ベー

　　　　　　　　　　　

テエット病の患者・家族）

　　

・

　

内

　

容

　

職場における就業の様子、働き続けるために病気とどのようにつき

　　　　　　　　

あっていくかなどを話しあった。仲間の励ましや支えが大きな力と

　　　　　　　　

なったようである。盛岡市内はもちろん、花巻市や』ﾋ上巾からの参

　　　　　　　　

加かあった。

　　　　　　　　

家族の参加は５人で、もっともよき理解者になれると確信した。

○

　

平成21年度

　

障害者職業生活相談具資格認定講習会に講師派遣

　　

・

　

七

　

仙

　

（社）岩手県雁川開発協会

　　

・

　

対象者

　

民闘企業所属職員

　

50名

　　

・

　

平成21年11月６日（上）盛岡市｀

　

国保会館

　　

・

　

内

　

容

　

・障;11者職業生活相談Ｕの役割・障害者雇川の理念及び雇川の現状

　　　　　　　　

・職場適応・労務管理・各種助成金制度についてなど２日間のうち

　　

・

　

講

　

話「難病患軒の就労の現状と課題」

　

50分

　　

・

　

講

　

師

　

千葉健一代表

　

中村康夫就業支援補助員

　

関村臣一

　　　　　　　　

いかに多くの雛病患者が就労出来ずに苦労をしているか。難病に罹

　　　　　　　　

患しても働きたい、働けることを理解してほしい。同情してほしい

　　　　　　　　

のではなく、ほんの少しの援助があれば働けると訴えた。

○

　

就労

　

１名（障害者雇用）

　　　

難病迎噸問の方から就労担当者に直接電話があり、ひとり障;11者を屈川したい

　　

のでと紹介を依頼された。早速当該する障害者２級の手帳保持者に連絡し、屈川

　　

が実現した。就職した本人の精勤ぷりは雇川主に歓迎されていると報告があった。

５

　

他期間との連携の状況

　

・県内各保健所との連携

　　

保健所の饉病患者対象の医療講演会や交流会の案内が届く。削談員は訓演会に続く懇

　

談会や交流会には必ず同席し、難病患嗇の在宅における療餐の様子を把握し、相談支援

　

に役立てたいと考えている。平成21年度は、朧岡市保他所、宮古保健所、花巻保健所、

　

久慈保健所、大船渡保健所に赴き参加した。それぞれの患者会から協力か得られる。

　

・市町村との連携

　　

当事嗇のｒ解を得てili町村役場に情報提供して支援を依頼した。状況の改善があった

　

と報告と感謝のａ･葉が届けられた。障害者支援小業所の担当者からの相談もあり、相談

　

支援センターが市民権を得てきているのではないかと感じている。

j叩



川j

平成21年度

難病相談・支援センター運営協議会

　　　

日

　

時

　

平成22年３月16日（火）15 : 00～16 : 30

　　　

場

　

所

　

ふれあいランド岩手

　

ＩＦレストラン雲の信号

○

　

運営協議会委員名簿

拿二＿こ

所

ｌｉ：岩手県保健所長会

２

３

　

属

-

　 　

- ●

いわてリハビリテーションセンター

岩手県社会福祉協議会

．１

委

　　

員

　　

氏

会長岩手県奥州保健所長

副センター長

総務課長

名

野村

　

暢郎

大井

　

清文

宇土沢

　

学

４

　

岩手県難病医療協議会難病医療専門員

　　

岩手医大医療福祉相談室

　　

熊谷佳保里

５

６

７

８

秦-

咄岩手県看護協会訪問看護ステーション

　

岩手訪問看護ステーション管理責任者

協議会

岩手県ホームヘルパー協議会

岩手県保健所保健師

市町村保健師

９

　

・難病患者・家族

10

11

12

13

14

１

１

副会長

岩手県宮古保健所主任保健師

内村

　

礼子

工藤

　

花子

笹島 尚子

八幡平市市民部保健課保健係長

　　　　　　　　　　　　　

藤田

　

演子
日本筋ジス協会岩手県支部支部長

　　　　　　　　　　　　　

駒場

　

恒雄

　　

Ｉ後縦靭帯骨化症友の会会長
＿コ．

　　

保健衛生課総括課長

岩手県保健福祉部保健衛生課（委託者）

（受託者）｜

保健衛生課主査

保健衛生課主査
-

ｉ代表理事

相談支援員

相談支援員

斉藤権四郎

佐々木

　

信

田端

　

政人

高橋

　

信之

千葉

　

健一

根田

　

豊子

矢羽々京子

５

　

；岩手県難病相談・支援センター

６



μゼ

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
を
な
く
そ
う
。
電
話
を
待
っ
て
い
ま
す
。

岩
手
県
難
病
相
談
・

　
　

相
談
支
援
員

　

…
Ｇ
Ｆ
県
雌
病
相
峡
・
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
支
援
Ｕ
の
根
田
ｔ
ｉ
^

さ
ん
や
矢
羽
＜
’
京
子
さ
ん
か
ら
話

を
う
か
が
う
と
、
人
間
が
健
康
で

。
生
を
全
う
で
き
る
の
は
奇
跡
に

近
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

岩
手
県
雌
病
・
疾
病
団
体
連
絡

協
議
会
｛
略
称
・
難
病
連
、
代
表

理
A
.
　
Ｖ
-
葉
健
一
さ
ん
｝
が
委
託

を
受
け
て
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

の
中
に
開
設
し
て
い
る
の
が
岩
手

県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
セ

ン
タ
ー
が
受
け
る
相
談
件
故
は
年

間
２
Ｌ
件
を
超
え
る
、
相
談
の
電

話
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。

　

相
談
の
例
で
は
I
f
.
0
a
代
の
舅

性
が
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
確
定

診
断
を
受
け
’
　
　
　
:
Ｋ
ｌ
>
ｖ
か
ら
「
泊
り

ま
せ
ん
治
す
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
、

も
う
衆
院
し
な
く
て
も
い
い
で

す
」
と
■
-
■
･
２
Ｃ
れ
た

　

別
な
患
抒
は
、

病
院
の
助
．
ａ
の
な
い
ま
ま
に
高
額

医
療
費
を
そ
の
ま
ま
支
払
っ
て
い

支
援
セ
ン
タ
ー

根
田
豊
子
さ
ん

矢
羽
々
京
子
さ
ん

た
り
、
病
院
か
ら
退
院
さ
せ
ら
れ

た
り
し
た
例
が
あ
っ
た
。
医
療
従

事
者
は
病
気
だ
け
を
診
て
、
患
者

の
生
活
や
桁
神
面
の
ヶ
ア
に
配
慮

が
Ｍ
い
て
い
な
い
と
相
談
支
援
ｎ

の
２
人
は
な
げ
く
。

　

相
談
は
佃
人
か
ら
と
難
病
剛
体

や
関
係
機
関
か
ら
あ
る
が
、
側
人

か
ら
の
相
談
で
は
、
‐
常
生
活
の

こ
と
、
医
療
の
こ
と
、
福
祉
施
設

や
就
労
の
こ
と
が
ｔ
な
も
の
だ
。

　

国
が
指
定
す
る
雌
治
性
疾
患
克

服
研
究
事
業
の
対
象
は
１
３
０

疾
患
も
あ
る
、
こ
の
ほ
か
に
も
把

搬
さ
れ
て
い
な
い
雌
病
も
あ
る
と

一
ゴ
‥
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら

し
て
も
、
生
命
を
維
持
し
て
い
く

の
は
た
い
へ
ん
な
こ
と
だ
と
分
か

る
。

　

…
ｈ
ｆ
県
の
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
1
5
年
に
全
国
で
最

も
ｙ
く
開
設
さ
れ
た
。
相
談
は
日

眼
日
を
除
く
毎
‐
受
け
付
け
て
い

る
．

　

セ
ン
タ
ー
の
運
営
母
体
で
あ
る

岩
ｆ
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協

旗
会
に
は
．
難
病
団
体
の
3
3
団
体
、

3
1
0
0
名
が
加
人
し
て
い
る
．

雌
病
忠
者
は
孤
立
し
が
ち
な
た

め
、
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
を
な
く
そ

う
」
と
、
合
唱
活
勁
（
３
合
唱
団

を
結
成
）
や
、
ボ
い
す
ダ
ン
ス
、

ヨ
ガ
同
好
会
、
美
術
作
品
展
を
開

佻
し
て
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
ク
オ
リ
テ
で
・

オ
ブ
ー
ラ
イ
フ
＝
生
活
の
質
‘
の

向
1
1
　
と
社
会
参
加
を
支
援
し
て
い

る
．
活
動
の
２
つ
日
は
、
患
者
の

根田豊子さん(左)と矢羽々京子さん

声
を
行
政
に
届
け
る
啓
蒙
活
動
と

し
て
、
毎
年
「
難
病
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

と
し
て
、
巾
町
村
に
要
請
を
し
て

い
る
。
３
つ
‐
は
、
難
病
の
研
究

と
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
に
国

へ
署
訊
‥
活
動
で
要
請
を
行
っ
て
い

（
0
9
年
1
0
月
Ｃ
Ｍ
日

　

盛
岡
タ
イ
ム
ス
「
フ
ォ
レ
ス
ト
」
）

よ
り

る
い

　

今
年
、
結
成
1
0
年

を
記
念
し
て
Ｈ
月
2
9

‐
（
Ｈ
）
、
午
後
1
2

時
3
0
分
か
ら
岩
手
県

民
会
館
で
「
雌
病
支

援
岩
ｆ
県
民
の
集

い
」
を
開
催
す
る
。

講
師
に
ア
グ
ネ
ス
・
チ

匹雀
ヤ
ン
さ
ん

を
招
く
。
演
胆
は
「
み
ん
な
地
球

に
生
き
る
ひ
と
し
入
場
は
無
料
。

【
ご
相
岐
は
】

岩
手
県
難
病
相
談
。

　
　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

〒
０
２
０
‐
0
8
3
1

盛
岡
市
三
本
柳
８
の
Ｉ
の
３

ｎ
０
１
９
－
６
１
４
‐
0
7
1
1



「
緊
急
医
療
手
帳
」

・
平
成
二
十
年
度

　
　
　

「
緊
急
医
療
手
帳
」
作
成

　

手
帳
作
成
に
あ
た
っ
て
、
財
団

法
人
い
わ
て
保
健
福
畦
基
ｉ
お
よ

び
財
団
法
人
…
Ｇ
手
県
艮
寿
社
会
振

興
財
団
よ
り
助
成
を
得
て
、
実
現

し
ま
し
た
。

●
平
成
二
十
一
年
度

　

配
布
開
始

　

岩
１
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡

協
議
会
の
所
属
同
体
の
会
Ｕ
に
送

付
し
ま
し
た
。
県
よ
り
「
特
定
疾

忠
治
療
研
究
事
業
対
象
疾
忠
」
患

者
に
周
知
し
、
希
望
す
る
個
人
宛

に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
に
お
い
て
は
「
災
害
時

要
援
護
行
の
避
難
支
援
計
画
」
策

定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
町
内
会
や

自
主
防
災
組
織
・
消
防
署
な
ど
の

支
援
者
や
支
援
機
関
と
悄
報
を
共

有
し
、
万
一
に
備
え
て
お
く
必
要

か
あ
り
ま
す
。

　

難
病
患
者
に
つ
い
て
は
「
個
別

配
布
に
つ
い
て

身体障害者手帳階級の状況岩手県特定疾病受給者

支
援
計
両
」
策
定
の
た
め
に
「
援
助
を
必
要
と
す
る
方
」
が
、

医
療
手
帳
を
も
っ
て
愉
報
を
提
供
し
て
お
く
べ
き
で
す
。

　

よ
り
効
果
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

自
ら
こ
の
緊
急

疾患群 1● 2畢 3敏 4● i● 6● 計 SZ 申
１ペーチｓット嘴 16 34 2j6 18.7

２多身性綱叱麗 25 16 69 222 31.1
３重ーー無力痙

12 229 6.2
４今身性エリテマトーデス 23 12 15 6S 邸2 9.S
５スそン

16 19 S4.3
６再生不良性貧血

肺 5.0
フサルコイドーシス ２１ 39 292 13.1
８屁萎縮性傷雷纒化痙 64 76 113 67.3

９恰度症、皮膚筋炎及び多発他薦炎 10 13 38 387 ９８

10特発唸血4噸減少性紫斑病 ７ 14 291 4.8

11結節性動脈鯛菌吸 16 79 Z0.3

12價喬性大暑喪 15 21 46 桐1 4.S

13大助iiR≪ff≪in 12 22 74 Ｓ．７

14ピａルガー鋼 卯 Ｓ 31.I

16^)Slff 槌 10.9

16脊軸小脳変性蜜 33 邸 25 1S8 307 GI.5

t7クローン嶼 14 2? 加○ 9､0

18難陰性の肝喪のうち劇症肝炎 0,0

IBS4≪閤節リウマチ 呻 2S 41 61.0

29パーキンソンmmmmB 93 卵 75 27 19 32↓ 1.530 ２１０

ZIアミロイドーシス １５ 26.7

21後継靭帯骨化崖 18 16 S8 14S 邨.0

Z3ハンチントン痢 57.1

Z4そヤそヤ哨（ウィリヌ動脈輸閉塞痙） 19 ２ 39 1邱 26.2

26ウｘゲナー肉芽騰嵯 13 7.7

2個棒蔓性拡張倒（うっ血吏｝心筋痙 27 ９ 16 7S 293 Ｓ．６

27多系統萎樗症 27 2S Ｓ 125 65.2

29庚良木吸塵

Z9鱗毛性屹● 23

30広嶋脊柱曾狭窄甕 10 90.0

3j潭蔓性飢汁性肝礦変 11 190 ６１

32重症急性祚喪
恥.a

S3棒身性大ａ賛嘆壊死症 13 31 51 93 u.e

き4薦合性結合組廠桐 ll白 ６１

35原発糧免疫不全痙憐群 16 １１５

38粋蔓性閔貿性肺炎 14 37 37.8

37網膜色素変性鳶 3S 砧 16 17 13右 267 6Z9

38プリオン痢
2S.0

39豚蔓性加高血圧症
57.I

40神●騰維錐疸
47 H.9

41 ≪･性硬化性全脳炎

42バｙド・キアリ(BudかChig1）童僕叙 0.0

43特発性慢他肺・栓寥栓痙（紳高●rF型） fiO.0

44ライソソームm KV-rフリー[FabrrJ m*む） ０ 67.1

45副腎白質ジストロフィー 0､0

針 493 393 3S 213 閔 32 1,503 7,5H 加.0

1昭



＜緊急医療手帳の記載内容＞

本

人

　ふりかな　　　　　　　　　性別

　氏名　　　　　　　　　男・女

　　　　　大正

生年月日　昭和　　年　　月　　日

　　　　．平成　　　　　　　　　＿

血液型〔A･B･○･AB〕〔Rh十･－〕

　　　　　4〒　－　　）

現住所･

ふりかな゜　　　‾　　　　‾　　‾

世帯主

電話
携帯

FAX

｜
｜

｜

｜

｜
｜

地

区

昌;ﾀﾞ

氏名|
　　　　　　－－　　　　一
塁

災害時・緊急時のお願い

私は、

　

病名 のため

私が倒れている場合は、医療の助けが必要です。

●医療施股（ａ）

所在地

　

‥‥

　

一一一

電話番号（ｂ）

－

医

－

り９
師

ａ

名

一

●緊急連絡先{W≫M)

(ａ)

(ｂ)

に連んでください。

に電話してください。

関係機

－

　　

一一

救急車

所瞎の消防l

薬

　　

局

ｇＵｽﾃｰｼｮﾝ

木－ムヘルバー等

１

４、聞こえ

-

-

-

関連絡先

　

１１９

-

不自由

筆談

"

全介助

手話

104

医療機器店

　　　　　

＿＿＿＿

家族・親戚・友人・隣人等

搬送時の留意点

　

～私の状態～

　

呼吸

　

問題ない

　　

酸素療法中

　　　　

人工呼吸器使用

2、移動

　

歩ける

　　　　

車いす

3、視力

　

問題ない

　

見えにくい

　　　　　

ほとんど見えない

問題ない

　

聞こえにくい

全く聞こえない

５、会話

　

お話できる

　　　　　

文字盤

６、その他

０印を付|‘?てＴき¶｡ヽ。



1０5

IE治医のコメントと必要な支援

本人より

一興いし（ｔぺて●●づくり

所
ｃ
>
。

業

1 1

7八
〒

所
Ｃ
Ｍ

蕪
”

２

３

11頃から心かけておく
W
－ と

この緊急医療Ｆ帳に、診察券、保険証、

障害者F帳や薬の処方■などのコピーを

同封しておきましょう

お友だちや近隣の方々のj'水をi!1て。災

゛､り時の連絡先に加えておきましょう｡

災害宛生のときは、あわてずに、災‘､りの

状況を確かめてから行勁しましょう

崎表紙の上部の穴に咄を通し、

ｌ（目につくところに下ITfでJjやましＪう

この手帳は財嘉手県侈獅社会振輿財団・いりr≪≪≪w≪i*ふ

助成にＪり作成したしのて１

白石食品工業株式会社

　

ＵＲＬ　http://ｗｗｗ．siraisi．ｃｏ．jp

　　

代表取締役

　

白

　

石

　　　

茂

　

〒020-0495盛岡市黒川23－70－1

TEL 019 (696) 2111㈹　FAX 019 (696) 2134㈹

?森県八戸市卸センター1丁目7番5号

　

秋田営業所

　

株111会社丸祐運送八戸営業所内」〒011-0951
電話

　

号

　

0 17 8-51-1075
FAX番号

　

0 1 7 8-20-2 1 6 4

宮城県黒川郡大和町吉岡字雷神7番地1
場

　
　

所

願
一 ０２２－３４５－
0 2 2-34 5

02

02

２

２

－３

－３

O
i
O
）

351
333

4 5-9 3
4 5-9 3

３

５

秋田県秋田市上崎港相染町字冲谷地153番地

　

｢株式会社はまなす

　

敗地内｣

電話番号

　

０１８－８１６－0607
FAX番号

　

０１８－８１６－0970

大館営業所秋田県大館市二井田

　

前田野37-25
〒018-5751「株式会社丸祐運送Z:北営業所内」

　　　　　　

電話番号

　

0186-4 4-6300

　　　　　　

FAX番号

　

0186-44-5775

１

　

郡山営業所福島県郎山市田村町上行合字北川田15S2
5

　

〒963-0724電話番号

　

0 2 4-942-8181

　　　　　　　　　

FAX番号

　

024-942-8170
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岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会
役
員

　

理

　
　

事

　

西

代
襄
理
事

剛
代
表
理
事

　
　
　

が

常
任
理
事

　
　
　

が

　
　
　

μ

　
　
　

が

　
　
　

μ

　
　
　

μ

　
　
　

が
/／/／

･
－
･
･
･

Ｕ
Ａ
ｉ

≫
＊

ｉ
ｃ
ｒ

　
　
　
　
　

Ｎ

　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　

μ

　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　

V

　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　

〆ﾉ／〆／

千

　

葉

斉

　

藤

矢
羽
々

津

　

嶋

帷

　

子

菊

　

池

佐
々
木

冨

　

水

中

　

村

寺

島

小
野
寺

健

　

一

　

（
岩
予
県
ベ
ー
チ
エ
″
ト
病
友
の
会
）

権
四
郎
（
後
縦
靭
帯
骨
化
症
友
の
会
）

　

言ﾆ
尿豊信賢

子
（
岫
日
本
て
ん
か
ん
協
会
岩
手
県
支
部
）

明
（
岩
乎
県
町
臓
病
の
会
）

貢
（
岩
手
ス
モ
ン
の
会
）

浩
（
い
わ
て
心
臓
病
の
’
ｒ
ど
も
を
守
る
会
）

治
（
い
わ
て
Ｉ
Ｂ
Ｄ
）

金

　

佑
（
…
石
手
県
血
管
閉
塞
症
の
会
）

康

　

夫
（
岩
手
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病
友
の
会
）

久
美
子
（
人
動
脈
炎
症
候
群
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
あ
け
ぽ
の
会
・
収
北
）

廣

阿

部

洋

村

上

由

大

洋

武

小

番

信

吉

川

重７

日

子
（
咀
症
筋
無
力
症
友
の
会
）

一

　

（
い
わ
て
肝
友
ネ
″
ト
）

則
（
岩
手
県
ヘ
モ
ヒ
リ
ー
友
の
会
）

仁
（
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
岩
予
県
支
部
）

也
（
‐
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
岩
１
県
支
部
）

絢

　

子
（
企
国
膠
原
病
友
の
会
岩
１
　
県
支
部
）

ｍ
鶴
子
（
県
央
地
区
重
症
心
身
障
害
児
行

　
　
　
　
　
　
　

問
題
連
絡
協
議
会
～
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
）

駒

場

恒

千

葉

禎

雄
（
岫
臼
本
｛
肋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
岩
于
県
支
部
｝

子
（
咄
口
本
て
ん
か
ん
協
会
岩
１
県
支
部
～
波
の
会
）

/ノ/／/／/／/／/／
ノノ〆／/／/／

　
　
　

が

　
　
　

な

監

　
　

事

　
　
　

が

事
務
局
長

田

義

高

橋

義

橋

本

一

内

沢

常

菊

地

健

阿

部

洋

平

野

大

野

政

大

塚

義

沢

山

利

工

藤

淑

阿

部

容

西

脇

一

鈴

木

深

山

禎

清

水

光

w
ｆ
ｃ
　
ｊ
Ｃ
'
-
'
ａ
　
ｙ
≫
|
ｙ

　

鈴

　

木

稗

克
（
岩
１
　
県
多
発
性
硬
化
症
友
の
会
）

光
（
岩
手
県
網
膜
色
素
変
性
症
友
の
会
）

美
（
岩
予
県
ウ
ィ
ル
ソ
ン
病
友
の
会
）

子
（
肺
リ
ン
パ
脈
粁
筋
肌
症
Ｊ
－
Ｌ
Ａ
Ｍ
の
会
）

治
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
－
Ｉ
型
関
迎
作
髄
症
Ｈ
Ａ
Ｍ
患
抒
会
）

一

　

（
い
わ
て
肝
友
ネ
″
ト
）

功
（
岩
手
県
重
症
心
身
障
轡
児
（
者
）
を
守
る
会
）

秀
（
岩
手
県
拡
張
型
心
筋
症
友
の
会
）

博
（
も
や
の
会
東
北
ブ
ロ
″
ク
岩
手
県
支
部
）

Ｍ
（
岩
手
県
バ
ッ
ド
ー
キ
ア
リ
症
倹
■
ｔ
ｕ
.
友
の
会
）

子
（
免
疫
不
令
症
候
群
友
の
会
～
シ
ク
ラ
メ
ン
の
会
）

子
（
全
国
抒
髄
損
傷
行
迎
介
会
？
ｃ
手
県
支
部
）

元
（
慢
性
炎
症
性
脱
随
性
多
発
神
経
炎
友
の
会
）

司
（
-
Ｉ
v
手
県
急
性
間
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
友
の
会
）

信
（
む
于
県
脊
髄
小
脳
変
性
症
友
の
会
）

司
（
岩
１
県
腎
臓
病
の
会
）

治
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

岩
手
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

四
Ｊ
『
心
根
田
ａ
子
（
難
病
相
談
一
一
〇
番
）

四
心
『
心
矢
羽
々
京
予
（
難
病
相
談
一
一
〇
唇
）



秋阿阿阿

◆
岩
手
県
難
病
連
の
顧
問

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

山

　

信

　

勝
（
秋
山
信
勝
悦
理
士
小
務
所
長
）

部

　

隆

　

志
（
あ
べ
神
経
内
科
ク
リ
ニ
＾
ク
院
艮
）

部

　

正

　

隆
（
北
上
済
生
会
病
院
長
）

部

　

憲

　

男
（
独
立
行
政
法
人
国
＞
ａ
*
＊
'
Ｓ
院
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
病
院
長
）

生

田

石

川

石

孝

　

雄
（
前
岩
手
県
久
慈
傑
健
所
艮
）

育

　

成
（
岩
于
県
医
師
会
長
）

橋

　

乙

　

秀
（
石
橋
法
律
事
務
所
艮
）

石
ほ
田

伊愉遠大

明
（
虹
の
家
施
設
長
）

藤

　

忠

　

一

　

（
前
労
働
福
祉
小
業
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
労
災
病
院
長
）

沢

　

公

　

明
（
総
合
佗
巻
病
院
神
経
内
科
長
）

藤

　

五

　

郎
（
宮
占
山
口
府
院
艮
）

井

　

消

　

文
（
い
わ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）

大

　

堀

及折

居

鎌

田

狩

　

野

菅黒

　

…
…
…

久

慈

小

林

忠

　

人
（
収
八
幡
平
病
院
長
）

正

　

之
（
岩
ｆ
医
科
大
学
助
教
授
）

潤

　

巾
｝
（
お
お
ど
お
り
鎌
川
内
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

　
　

敦
（
岩
于
県
対
癌
協
会
セ
ン
タ
ー
長
）

三

　

郎
（
岩
１
　
県
社
会
柵
祉
協
議
会
艮
）

清

　

司
（
く
ろ
だ
脳
神
継
・
頭
痛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
艮
）

屯

　

血
（
株
式
会
社
久
慈
設
計
社
艮
）

　
　

高
（
小
林
産
婦
人
科
医
院
院
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
医
師
会
長
）

駒
ヶ
嶺

　

正

　

隆
（
駒
ヶ
倣
リ
ウ
マ
チ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

佐菅須高

藤

　

昇

　

一

　

（
前
釜
石
巾
民
叫
院
長
）

藤

　

倫

　

子
（
胆
江
病
院
医
師
）

原

　
　
　

智
（
岩
１
　
県
立
人
眼
病
院
艮
）

藤

　

守

　

夫
（
須
藤
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

橋

　

八

　

郎
（
岩
１
　
県
社
会
保
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
協
議
会
長
）

高

橋

　

保

　

雄
（
有
限
会
社
杜
陵
プ
リ
ン
ト
社
社
長
）

土

肥

中中永野

守
（
独
立
行
政
法
人
国
立
’
■
Ｚ
院
機
ｔ
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

釜
石
病
院
長
）

屋

　

重

　

Ｓ
―
I
（
岩
于
医
大
客
員
教
授
）

村

　

儀

　

孝
（
有
限
会
社
Ｖ
ｉ
-
年
興
研
杜
長
）

井

　

謙

　

一

　

（
…
い
い
Ｆ
県
立
官
占
病
院
長
）

村

　

暢

　

郎
（
県
南
広
域
振
興
-
o

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
健
福
吐
環
境
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
州
保
健
所
艮
）

干

　

田

　

圭

　

二
（
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
病
院
剛
院
艮
）

長
谷
川

　

忠

　

久
（
岩
手
県
身
体
障
害
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
祉
協
会
会
艮
）

樋

口

本

田

星
d.-

１１

　
　

紘
（
八
角
病
院
名
誉
院
艮
）

　
　

忠
（
前
盛
岡
市
立
病
院
艮
）

進

　

悦
（
前
釜
石
市
民
病
院
長
）

ロ

　

ー

　

彦
（
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
術

　
　
　
　
　
　
　
　

国
立
療
養
所
盛
岡
病
院
艮
）

田

　

郁

　

彦
（
前
：
ｎ
>
手
県
－
・
＾
久
慈
病
院
長
）

勉
（
岩
１
　
医
科
人
学
理
小
長
）

jθ7



岩手県難病連加盟団体一覧

岩手県難病遅事務局

　

〒020 －0831　盛岡111三本柳８－１－３　ふれあいランド岩予内

雲019(61･1)0711

　

F A X 019(637)7626

E-mail:iwanan@io.ocn.ne.jp

　

httｐ://ｗｗｗ17.０ｃｎ.ｎｅ.jｐ/"iwanan

Ｍ　休名　　！　　　　　代表者・1哨局・所在地（住所）・電話番りなど

岩手県腎臓病の会

会長津嶋豊明

　〒020 0831 盛岡市三本柳８－１－３ふれあいランド岩Ｆ内
　n 019(639)1330　FAX 019(637)7626

岩手低肺の会 ※連絡は岩11難連lμ務局へ

岩手スモンの会
会長帷　子　　貢

　〒020-0173岩手群滝沢村滝沢字室小銘4･11 OF AX 019(687)2057

岩手パーキンソン病

　　　　　　　友の会

会長代理・乍務局長小原　　勝

　ホームページ　hup://chu ro taka@ninus.ocn.ne.jp

全国膠原病友の会
　　　　　岩手県支部

(支部長　　　　　　)事務局　吉川絢　子

事務局〒020-0134盛岡市南青山19-46 ≪FAX 019(641)0809

日本ＡＬＳ協会

　　　　　岩手県支部

支部長大洋武仁事務局長　石橋俊一

社団法人
日本筋ジストロフィー
　　　協会岩手県支部

支部長駒場恒雄
事務局長遠藤久子

いわて心臓病の
　　　子どもを守る会

代表者菊池信浩

社団法人

日本てんかん協会
　岩手県支部(波の会)

代表者　不　葉禎　j｀

事務局
　　いきいき牧場のびやか丸矢羽々京ｆ

岩手県
　　ヘモヒリー友の会

代表者川辺久男　事務局村　ｋ　由則

岩手県

ベーチェット病友の会

岩手県

　　　血管閉塞症の会

代表者中村哲夫

代表者冨永金佑

岩手県

脊髄小脳変性症友の会

代表者坏　山禎信

県央地区重症心身障害
児者問題連絡協議会

　　　(たんぽぽの会)

会長　占　田　ｍ鶴子

いわてI BD

会　艮　、Z花弘之　事務局佐々木賢治

(岩ｆパーキンソン病友の会

　

会長高檎忠郎さんは、平成20年６月10ロにご逝去されました)
108



1０９

団体名 代表者・事務局・現住所・7ti話番号など

岩手県

多発性硬化症友の会
代表者西田義克

岩手県

網膜色素変性症友の会
代表者高橋義光　嘔務局長菅原智　1｀

岩手県

後縦靭帯骨化症友の会
代表者斉藤権四郎

ウィルソン病友の会
代表者橋　本一美

飾リンパ脈管筋腫症
Ｊ－ＬＡＭの会

代表者内　沢常　ｆ

ＨＴＬＶ－Ｉ型開運脊
髄症（ＨＡＭ）患者会

代表者菊地健治

いわて肝友ネット
会長阿部洋一

岩手県重症心身障害児
　　　　(者)を守る会

会長平野　　功　事務局長千葉久　了-

岩手県ミトコンドリア
　　　　　　病友の会

代表中村康夫

岩手県拡張型心筋症

　　　　　　　友の会

代表大野戦秀

大動脈炎症候群友の会

　(あけぼの会・東北)

代　表寺島久美ｆ

もやの会東北ブロック
岩手県支部

(ウィリス動脈輪閉塞症)

代　友大塚義博

岩手県バッド・キアリ

症候群友の会

代　表沢　山　利　昌

免疫不全症候群友の会

　(シクラメンの会)

代表工藤淑　子

全国脊髄摸傷者連合会

　　　　　岩手県支部

代　表阿部容　予

　〒020－叱31盛岡1liミ本柳8－1－3　OFAX 019(637)8001

岩手県重症筋無力症の

会（きぴだんごの会）
代表者小野寺膚　ｆ

岩手県急性間欠性ポル

フィリン症の会

代表者鈴木　　司

岩手県CIDPサポート

クラブ

(慢性炎症性盈鑓性参発神睡炎)

代表西脇一元



●賛助会員のみなさま

（21年4月１日～22年３月30 B ‘敬称略）

朝倉和子

　

赤坂康子

　

秋山信勝

　

阿部和弔

　

阿部健治

　

安部ミヱ

　

石橋乙秀

　

泉田裕樹

伊勢志穂

　

一條敬子

　

今川好子

　

家子寿

　

石母田明

　

伊藤淳子

　

伊藤ミチ

　

伊東宗行

　

猪

股健治

　

岩舘佐吉

　

y1谷次雄

　

岩手県社会保障推進協議会

　

岩手県の医療を考える会

　

岩

手スモンの会

　

内川瑛子

　

内田修吉・由子

　

遠藤五郎

　

大井清文

　

大浦佳子

　

小野寺アキ

f･

　

小原和子

　

小野寺有一

　

小笠原清

　

及川清仁

　

及川静子

　

小原皓司

　

大渾幹史

　

大信

田恒一

　

人谷朱美

　

大塚義博

　

大橋祥治郎

　

大場信子

　

大森みや

　

岡崎範幸

　

小笠原一雄

小を原公子

　

小笠原才子

　

小笠原早前

　

岡川要二

　

小序慶一

　

小序サワ予

　

小野あさよ

鎌川れん

　

川村聴

　

柏紀子

　

帷子貢

　

甲木茂也・葉子

　

鎌ｍ良子

　

狩野

　

敦

　

川井治美

川又正人

　

菊池玲子

　

北田克浩

　

北田洋子

　

木下妙子

　

桐生一子

　

菊池武人

　

工藤智子

久保久子

　

熊谷佳保肌

　

久慈竜胞

　

工藤光機

　

照序寿寿子

　

幸クリニック

　

越戸洋子

　

後

藤イマ子

　

後藤昌弘

　

小林産婦人科医院

　

小林雄吾

　

駒ケ嶺iE隆

　

駒木勝一(位門会)河

野智枝子

　

小平芳孝

　

小林稔

　

小瀬川尚

　

小島仲公

　

駒場恒雄

　

斎藤悦子

　

佐熊晋

　

佐々

木兄

　

佐々木セヤ

　

佐々木ヤエコ

　

佐竹強

　

佐藤啼久

　

佐藤倫子

　

佐藤ﾘ〕子

　

沢山利昌

佐々木重夫

　

深田三雄

　

桜井政太郎

　

崎山節郎

　

佐々木ふさ子

　

佐々木裕子

　

佐藤ヨシノ

佐々木保昭

　

坂本良子

　

佐々木賢治

　

渋谷キエ

　

司束礼津子

　

階

　

猛

　

島途正子

　

清水京

下屋敷ミキ

　

上路守

　

鈴木淑子

　

鈴木拓史・厚子

　

鈴木司

　

鈴木善治

　

須藤内科クリニッ

ク

　

鈴木長英

　

鈴木仙

　

鈴木民子

　

関村恭子

　

相馬誠子

　

商田松枝

　

高橋朝咲

　

高橋jR幸

武田ひとみ

　

立花クニ子

　

武旧和子

　

高橋寛一

　

高橋ひかる

　

瀧本慶子

　

田鎖誠子

　

川屋

テウ

　

立原雄持

　

千葉久四郎

　

千葉健一

　

千葉悟郎

　

千葉洋子

　

千葉洋子(北上)千葉貞;

紀

　

千葉幹f･

　

出口千･代子

　

寺島亮

　

寺鳥久美子

　

㈲杜陵プリント社

　

鳥養敏江

　

土肥

守

　

長岡さつ子

　

中川静伎

　

中鳥千恋

　

長鳥展子

　

長島博一

　

中条鈴枝

　

中村敏

　

中村康

夫

　

中屋敷広子

　

中屋)R直

　

函澪子

　

西川義克

　

西村紀子

　

二本柳富美子

　

㈱日本眼科医

療センター

　

根田幸悦

　

野村暢郎

　

則武祝子

　

野崎廣

　

林邦雄

　

晴山貞美

　

畠山貞子

　

東

八幡平病院

　

平野杉子

　

藤沢ﾘ3

　

藤沢大

　

藤元ａ紀子・涼子

　

藤原盛

　

古舘孝恭

　

藤岡直

子

　

膜村和子

　

細川裕子

　

細田ミツエ

　

松水ルミ

　

三浦輝夫・ツエ

　

三浦久幸

　

水野昌竃

三.h要]Ξ

　

三浦久予

　

三浦陽子

　

村井軍一

　

村井禎子

　

村h祥子･

　

村上7t子

　

村Ｅ違夫

向山弓ﾐF

　

森川小児科医院

　

矢羽々京子

　

山口一彦

　

山仁キヨ

　

山根力子

　

山巻幸子

　

山

田珠美

　

吉川憲子

　

占田郁彦

　

吉田耕太郎

　

占川寿克

　

吉田川鶴子

　

吉田洋

　

吉川洋治

米沢満j｀

　

占田弟子

　

米介圭一郎

　

横川ａ

　

渡辺典子

　

渡辺久子

　

ご寄付・協力金等ありがとうございます（平成21年４月～平成22年３Ｕ）

佐々木利雄様20.000円・高山瞳様20.000円・河野智枝子様10.000円・山仁キョ様3.500円・

遠藤瓦郎様50.000円・沼崎様はがき・匿名様10.000円・小原勝様10,000円・匿名様10.000円・

ヨガ同好会様21.080円・ギフトアトリエ様合計55.no円（21年度）・

伊藤幸隆様11.900円（切１・テレホンカード）・匿名様6.000円・高山仁志様10.000円・

唆間潤≪13.571円・木村か博様100.000円・佐々木政了･様20.000円・中屋敷廣子様10.000円・

住旧町役場保健柵吐課6.439円・暖名様200.000円・小野寺アキフ･様10,000円・

予をつなぐ介成会様5.000円・高檎浩思様10.000円・佐藤倫子様10.000円・

ヨガ同好会様10.000円・米谷沢山芙子様10.000円・藤沢盛様3.000円・

きびだんごの会様10.000円・あけぽの会様10,000円・10年記念人会募金箱50.375円・

11０



１川

FI･川;健治fJfir).(H)()円・雲のじり･様川,間0円・哭川部由紀j'一様,")().()()()円・

僻岡‘ノンククうブ様乱.０㈲円・ヨカ同好会fJ^L'T.T.'H)円・中り･ﾄI刀仙川.川O円・

中忖公ym＼u.間日円・鈴佃ｿj゛一様油.叩口円・目口|肌会肖F一県センターf|r,.()叩円・

松4こ泥11ﾐ揉1.()()()円・駒鳩恒川]随:団間円・哭孚に昭人様:匪2測円・匿名印川,間0円・

松尾洋mw.間0円・ふれあいう，ト怒lj川円・鈴恥降しfJt 1.(1110円

○国会請願募金として

高橋ひかる随ｙO間円・沢山利ｎ随2.0叩円・沢山八丈様2.叩口円・

　

･條敬ｆ様1､叩0円・

匂地邪frlfJELOiH)円・小味唸随2.間U円・向山弓j'･随に㈲円・河野誠多様ふ0㈲円・

人び宋.几様1.川O円・河野PI'伎j゛月山.間日円・河野ﾀﾞ万代j'月よO川円・山ドギz随2j川}円・

越田博j'･様皿口川円・伊藤ミチ様1.日間円・ヽ･回L7二j'･随1.川O円・駿河h'^ j'･随I.間O円・

関り然j'･随乱間o円・沼崎商)り゛･随:川間円・j､J橋旺治郎随他に川円・，り11憲j'･様:川00円

の会様８.開川11 ・ ペモ，び)会様:UJ闇円

－－
Ｉ
Ｉ

|'tｄヽ1紀j'一様他口,開川'J ・ 人森iivf.)ii.()()i>円・小笠11;吋イ様他l,即川'J ・ 14や恥ゼヤtj:i;5.(i(io円・

狩野敦様ｙO開円・肖腎会採2ふ頷O円・ウ▽でオうび)会様6.0間円・出目｢一代｣'･採1.叩日円

Ｑ介は127,1刈円てした



第８条〈役員の任期〉

　　

Ⅲ

　

役ｎの任期は、２年間とする。但し、再任は妨げない。

　　

（2）役几に欠員が生じた場合は、新たに選任し、任期は、前任者の歿任期間とする。

　　

（3）役員は、辞任または任朗満了後においても、後任者が就任するまでは。その職務を行わなければな

　　　

らない。

第９条〈顧問〉

　　

巾

　

この会に顧問をおくことができる。

　　

（2）顧問は、この会の求めに応じて必要な助言・桁導を行うものとする。

　　

（3）顧問は、理’1r会の決定に基づき、代表理事が委嘱する。

第10条〈総会〉

　　

巾

　

総会は、毎年１回代表理!μカリ｛集し開催する。

　　

（2）総会の議事は、出席者の過半数をもって決定する。

　　

（3）加ほ団体の３分の１以上の要求があったとき、または、理小会が必要と認めたときは臨時総会を開

　　　

催することができる。

第11条〈常任理事会〉

　　

（1）常任理!μ会は、この会の運営に貴任を持つ協議執行機関である。

　　

（2）常任理事会は、必要に応じて代表理事が召集する。

　　

（3）常任理事会の構成員は、代表理事、剛代表理事、常任理事、事務局長、事筋局次長とする。

第12条〈理!μ会〉

　　

（1）理事会は、総会で議決した事項に関すること。総会に提出する事項、その他この会の運営に関する

　　　

重要事項を協蹴決定する機関とする。

　　

（2）理･μ会は、必要に応じて代表理事が召集する。

　　

（3）理事会の出席者は、代表理111 ・剛代表理事・常任理小・理小・小務局長・小務局次長とする。

第13条〈その他の委【1会〉

　　　

この会の口的達成のため、委貝会を設置することができる。

　　

川

　

委員会の設置に関しては、理事会が決定する。

　　

（2）委員艮は、委貝の互選とする。

第14条〈財政〉

　　　

この会の財政は、加盟団体からの会費、tt助会費、寄付金、自治体の助成金、その他の収入によって

　　

行うものとする。会費は次の通りとする。

　　　　　

fi助会貝

　　

年間一口3.000円以上

　　　　　

11体会費

　　

年額、人斂に100円を乗じた金額とする。但し、lj体の実状に配慮することができる。

　　　　　

寄付金随時、ｇる。

　　　　

会計年度は、４月１日より翌年の３月31日までとする。

第15条〈規約の改廃〉

　　　

この規約の改iEまたは、廃止は、理事会の決議を経て総会で決定する。

附則

　

この規約は、平成12年５月20日から施行するものとする。

　　

・平成18年5J」14Hの定期総会において、第５条〈役口〉に剛代表理事を代表理事の指名により置くこ

　　　

とができることとした。

　　

・平成20年５月24［］の定期総会において、第１条＜名称＞を岩手県鮭病・疾病団休連絡t鵬議会と変更し

　　　

た。

112
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岩手県難病・疾病団体連絡協議会〈岩手県難病連〉規約

第１条〈名称及び事務局〉

　　　

この会は、岩手県難病・疾病団体連絡協議会〈略称

　

岩手県難病連

　

〉と祢し、事務局を盛岡市内に

　　

おく。

第２条〈目的〉

　　　

この会は、次の各事項の達成をはかることを目的とする。

　　

川

　

難病患行・家族及び加盟11体相互の親睦と経験の交流を図る。

　　

（2）治僚法が確立していない難病を抱える患者・家族の実態を広く県民に訴え、県及び各市町村の社会

　　　

的・公的対策の充実を期す。

　　

（3）難病の原閃の早期究明と治療法の確立を求める。

　　

（4）難病に苦しむ患者と家族の願いを火現するため、県民の協力のもとに、患者が人間としてａかに生

　　　

活できる環境整備をすすめる。

第３条〈事業〉

　　　

この会は、前条の口的を達成するために、次の事業を行う。

　　

Ⅲ

　

加盟会員・団体の相互交流を深めるための活動

　　

(2) m病患行及びその家族の＼mの育成と相厦協力の授助活動

　　

（3）難病患者の医療・福祉・教y’f・就労問題などに対する具体的援助活動

　　

｛4｝難病に関する学習会・研究会の開佻

　　

（5）県内や令岡の患者・家族団体・障害行iflW:などと迎携し、難病患者の医療・嘔祉の向上を期すため

　　　

の活動

　　

（6）その他この会のI」的を達成するために必要な事業

第４条〈会員の構成〉

　　　

この会の会員は、難病連の趣旨に11同する次の会几とする。

　　

(1) 5名以上で構成する難病患者及び家族等団体会員

　　

（2）当会を支え、縄済的な援助を行うぞ?助会員

第５条〈役几〉

　　　

この会に次の役八をおく。

　　　　

代表理事

　　　　

副代衣理小

　　　　

常任理小〈若干名〉

　　　　

理小〈各団体から１名〉

　　　　

12?μ（2名）

　　　　

小筋局長

　　　　

事務局次長

第６条〈役員の選出〉

　　　

代表理小、常任理小、監小、小筋1,a長、･imhi次長は理･μ会で選出し、総会で承認する。

　　　

理･lfは、各加盟I倒本より１名選川する。

第７条〈役員の任務〉

　　

川

　

代表理事は、この会を代表し、会務を統括する。

　　

（2）剛代友理小は、代表理小に事故あるときは、その職彷を代行する。

　　

13）常任理事は、この会の運営に関する財政、渉外、広報等の会務の遂行にあたる。

　　

（4）理事は、会筋の運営に関する恥項の協議を進めると具に各加盟団体との連絡調整にあたる。

　　

（5）会計監査は、業務及び会計を監在し、総会に報告する。

　　

（6）事務局長は、小務局業務の責任者として、II常業務の遂行にあたる。

　　

｛71

　

事窃局次艮は、事pi局長を柿佐する。
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難病連行事(31

11月

　

４

６

水

　

福祉機器講習会（ローヴィジョン）

　　　

網膜色素変性症患者交流会（岩手県久慈保健所）

金

　

「障客者職業生活相談員」資格昭定講習会講師

　　　　

（盛岡市国保会館）

　　

岩手県履用開発協会主催

７土・８日ＡＬＳ吸引講習会

　

（ふれあいランド岩手）

　　　　　　

（日本ＡＬＳ協会岩手県支部

　

主催）

８

　　

日

　

童瑶・唱歌を歌う会

　

出演

　

（ギャラホール主催）

　　　　　　

てんかん市民講座（水沢市）てんかん協会岩手県支部

９

　　

月

11

　　

水

13

　　

金

14土・15日

18

　　

水

29

　　

日

12月

　

10

３

９

１月

８

　

‥
‐

神経難病思者思者・家族学習会（岩泉町保健センター）

岩手県社会福祉大会（岩手県民会館）

10年紀念誌

　

最終校正

J PA　患者家族交流会（東京晴海ホテル）

岩手県障害者関係団体との意見交換会（ふれあいランド岩手）

難病連結成10年記念「難病支援岩手県民の集い」

岩手県民会館

　

中ホール

　

参加者500名余

通院ボランティア（アクセス）

　

94回

木

　

岩手県議会「地域医療等対策特別委員会」調査

　　　

（委員長

　

三浦

　

賜子）

　　

県議会議員

　

13名

　　　

難病連

　

３名

　

出席

　

（ふれあいランド岩手

　

会旗室）

日

　

難病連

　

クリスマス交流会（ふれあいランド岩手）

土

　

IBO

　

医療講演会

　

（岩手県花巻保健所主催）

　　　　

講師

　

岩手医大附属病院

　

千葉

　

俊美先生

　　　

通院ボランティア（アクセス）

　

92回

金

月

財団法人岩手県福祉基金に活動助成金申臍書提出

特定疾患患者の自立支援体制の確立に関する研究報告会

　

(東京

　

都市センターホール)

13

　　

水

　

パーキンソン病医療講演会と交流会（盛岡市保健所）

　　　　　　　

講師

　

二宮内科クリニック

　

二宮

　

由香里先生
C
Ｏ

ｔ
ｏ

Ｃ
Ｍ

Ｃ
Ｎ

土

火

ＢＤ市民講座

　

（味の素ファルマ主催・アイーナ）

市町村巡回キャラバン

　

北上市役所訪問

市児竃家庭課

　

４名、北上保健所

　

３名

難病連

　

５名

　

北上市在住会員

　

３名

　

出席

通院ボランティア（アクセス）

　

65回



８

９

月

５

　

９

　

1
4

18

水

日

金

長寿社会福祉財団へ活動助成金申請書

　

提出

いわてＩＢＤ医療講演会

フルートコンサートーウィーンから（ふれあいランド）

「夢と希望・虹のコンサート」

火

　

第24回

　

岩手雛病連理事会

　　　

難病還結成10年記念大会

　

第１回実行委員会

20

　　

木

26

　　

水

29土～30日

月

日
火
金
日
金

６

　

８

　

1
1

　

1
3

　

1
8

火
水

ｏ
＞
　
　
　
ｏ

Ｃ
Ｍ

Ｃ
Ｏ

10月

　

10

　　

土

　

14

　　

水

　

16金～25日

　

17土～18月

岩手県璽症難病患者入院施設確保連絡協議会

パーキンソン病患者交流会（岩手県大船渡保健所）

北海道・東北ブロック交流会（秋田市）

通院ボランティア（アクセス）

　

72回

ふれあいランド祭2009(合唱）

パーキングパーミット制度にかかわる利用対象者との意見交換会

10年記念応募「闘病記」審査会（ふれあいランド教養室）

全国C I DPサポートクラブ東北支部交流会（仙台市）

「視覚障害者リハビリテーション」講習会

盲導犬協会主催（岩手県立久慈病院）

10年記念誌

　

第１次校正

膠原病患者交流会（岩手県大船渡保健所）

通院ボランティア（アクセス）

　

70回

10年記念事業

　

実行委員会

美術・作品展作品搬入始まる

第６回

　

岩手難病連美術・作品展

全国難病センター研究会

　

第12回大会（盛岡）

　　　　　　　　　　

ふれあいランド岩手

　

ふれあいホール

20

　　

水

　

平成21年度難病医療従事者研修会

　　　　　　　

「遺伝性神経難病における遺伝子医療」

　　　　　　　　

講師

　

東京女子医大附属遺伝子医療センター

　　　　　　　　　

所長・教授

　　

斎藤

　

加代子

22

　　

木

　

難病患者・家族のための交流会（岩手県二戸保健所）

25

　　

日

　

第９回

　

交流集会

　

ふれあいホール

26

　　

月

　

保健福祉部長との懇談会（盛岡地区合同舎8F講堂）

31

　　

土

　

在瞰難病患者経験交流会（盛岡中央公民館）

　　　　　　

通院ボランティア（アクセス）

　

74回

難病連行事f21
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平成20年度・難病連活動行事（抄）

第18回

　

常任理事会

　

出席９名

第23回

　

理事会

　　　

出席15名

網膜色素変性症友の会

　

総会

　

アイーナ

日本てんかん協会岩手県支部

　

総会

岩手県!XI症筋無力症友の会

　

総会

ＴｓＫ〔東北障害者団体定期刊行物協会〕総会

岩手県腎臓病の会

　

総会

通院ボランティア（アクセス）

　

58回

岩手県重症児（者）を守る会

　

総会

ＨＴＬＶ-１型関連脊髄症(HAM)患者会

　

講演会

岩手県難病・疾病団体連絡協議会

　

総会

岩手パーキンソン病友の会

　

交流会

通院ボランティア（アクセス）

　

58回

岩手パーキンソン病友の会

　

総会

とっておきの音楽祭（仙台）

岩手県民の医療を考える会

日本筋ジストロフィー協会岩手県支部

　

総会

　　　

同

　　　　

東北ブロック大会

　　　　　　

岩手心臓病を守る会

　

総会

　　　　　　

岩手県ヘモフィリー友の会

　

総会

28

　　

日

　

いわて肝友ネット

　

総会

　　　　　　

全国膠原病友の会岩手県支部

　

総会

　　　　　　

通院ボランティア（アクセス）

　

80回

７月

　

4

　

5

　

12

　

17

　

26

土

　

網膜色素変性症友の会

　

研修会（白杖の使い方）

日

　　　　　

同上

　　　　

交流会

日

　　

J PA　幹事会（東京）

金

　

脊髄小脳変性症

　

交流会（岩手県大船渡保健所）

日

　　

日本てんかん協会

　

てんかん市民講座（久慈）

　　　

もやの会岩手県支部

　

医療講演会

　

交流会（仙台）

　　　

通院ボランティア（アクセス）

　

61回



編
集
後
記

◇

　

永
遠
の
話
題

　
　

今
年
度
の
岩
１
　
県
難
病
述
を
総
括
す
る
機
関
誌
「
い
わ
て
な
ん
れ
ん
」
第
1
0
り

　

の
原
稿
は
、
設
立
記
念
誌
「
1
0
年
の
希
望
（
ね
か
い
）
」
な
ど
も
あ
っ
て
膨
大
な

　

資
料
で
あ
る
。
嬉
し
い
悲
鳴
を
ｈ
げ
な
が
ら
、
さ
あ
、
編
集
…
。

　
　

折
し
も
、
ア
ナ
ロ
グ
ー
テ
レ
ピ
は
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

　

ク
会
場
か
ら
日
本
選
手
の
メ
ダ
ル
獲
得
を
伝
え
て
絶
叫
し
て
い
る
。

　
　

間
も
な
く
日
本
岡
中
が
「
地
デ
ジ
」
化
し
て
、
脱
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ

　

の
テ
レ
ビ
。
け
れ
ど
も
、
消
え
ゆ
く
感
傷
に
浸
る
暇
は
な
い
。
メ
ダ
ル
の
色
や
人

　

賞
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
今
の
こ
の
瞬
間
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知
る
だ
け
で
よ
い
。

　
　

「
い
わ
て
な
ん
れ
ん
」
の
原
稿
・
賢
料
も
亦
、
今
の
こ
の
機
会
に
収
録
し
て
、

　

大
勢
の
方
々
に
一
瞥
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
価
値
を
話
題
に
し
て
ほ
し
い
。
さ
ら

　

に
、
そ
の
作
品
に
注
い
だ
創
作
行
の
時
間
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
質
皿
と
英
知
は
、
等

　

し
く
、
永
遠
に
梧
り
継
が
れ
る
も
の
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
折
る
。

◇

　

Ｔ
Ｖ
情
報
で
得
た
驚
き

　
　

総
合
テ
レ
ビ
の
「
爆
問
学
問
」
で
、
全
盲
全
ろ
う
博
±
3
1
？
授
ｉ
ｒ
ｔ
＾
Ｊ
ｔ
ｅ
の
こ
と
を
知
っ

　

た
。
９
歳
で
失
明
し
、
1
8
歳
で
聴
力
も
失
っ
た
4
7
歳
の
柵
島
智
さ
ん
（
東
京
大
学

　

先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
研
究
家
）
は
、
ほ
親
の

　

考
案
し
た
「
桁
点
字
」
を
使
う
介
護
人
か
ら
の
愉
報
の
み
を
頼
り
に
、
周
囲
の
環

　

境
や
対
人
の
感
情
・
態
度
を
誂
み
と
り
な
が
ら
生
活
す
る
。
対
話
は
、
一
常
者
と

　

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
速
さ
と
正
確
さ
だ
。
時
折
「
下
ネ
タ
」
の
冗
談
さ
え
話
す
。

　

無
声
動
画
で
は
あ
っ
た
が
、
余
暇
に
は
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い
て
い
た
。

◇

　

「
光
と
影
」
と
「
音
と
気
」

　
　

柵
島
博
む
の
愉
熱
謡
録
。
「
見
え
な
い
闘
こ
え
な
い
と
い
う
の
は
、
極
限
状
態

　

な
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
ど
ん
な
状
態
に
な
っ
て
も
、
人
生
は
終
わ
る
わ
け
で
は
な

　

い
と
い
う
こ
と
。
」
ま
た
、
そ
の
生
き
様
か
ら
は
「
光
か
な
く
て
も
心
で
想
う
陰

　

彫
で
感
知
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
音
が
な
く
て
も
気
血
、
気
配
で
感
知
で
き
る
も

　

の
で
あ
る
。
」
と
い
う
気
功
術
の
枠
で
も
実
践
し
て
い
る
よ
う
な
示
唆
を
り
え
ら

　

れ
た
。

◇

　

難
病
支
援
岩
手
県
民
の
集
い

　
　

晩
秋
1
1
月
2
9
日
の
当
日
、
大
勢
の
会
員
、
一
般
人
の
参
加
か
あ
っ
た
。
あ
る
い

　

は
、
福
島
博
士
よ
り
も
厳
し
い
境
遇
を
乗
り
越
え
て
の
参
加
者
が
い
た
か
も
し
れ

　

な
い
。
他
の
催
し
と
１
な
り
、
会
場
の
岩
１
　
県
民
会
館
の
人
口
隋
段
に
は
’
　
　
　
１
-
３

　

か
ら
千
人
を
超
え
る
人
々
が
並
ん
で
待
っ
て
い
た
。
（
実
は
大
ホ
ー
ル
の
お
客
様
）

　
　

式
典
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
講
演
か
ら
は
、
待
ち
時
間
を
忘
れ
さ
せ
る
満
足
と

　

感
動
を
具
行
す
る
こ
と
か
で
き
た
。
本
誌
で
は
、
可
能
な
限
り
多
く
の
方
々
の
息

　

吹
か
伝
わ
る
よ
う
に
努
め
た
。
そ
の
一
つ
が
襄
紙
の
Ｓ
（
合
記
念
組
写
真
（
6
2
人
榔

　

載
）
で
あ
る
。
ま
た
、
日
次
の
頁
か
ら
本
文
中
ま
で
、
過
去
の
機
関
誌
に
娼
載
さ

　

れ
て
い
な
い
方
々
の
原
･
：
２
や
写
輿
な
ど
で
埋
め
尽
く
す
こ
と
を
‐
標
と
し
た
。
そ

　

の
た
め
に
、
紙
幅
の
関
係
で
掲
載
し
き
れ
な
い
原
稿
、
作
品
が
残
っ
た
。
こ
れ
ら

　

は
、
次
廿
以
降
に
期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇

　

五
輪
マ
ー
ク
が
象
徴
す
る
も
の

　
　

今
冬
は
、
温
吸
化
の
喧
噪
を
せ
せ
笑
う
か
の
よ
う
な
極
寒
、
降
雪
撒
で
あ
る
。

　

卒
聞
、
卒
業
、
転
勁
の
邪
・
３
月
に
な
っ
て
も
、
夜
の
降
雪
が
朝
陽
に
輝
く
日
々

　

で
あ
る
。

　
　

冬
の
祭
典
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
選
手
・
役
員
、
応
援
団
が
帰
閥
し
た
。

　
　

引
き
続
き
バ
ン
ク
ー
バ
ー
2
0
1
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
人
会
が
開
佻

　

さ
れ
る
。
‐
本
選
手
団
9
5
名
の
中
に
？
ｚ
手
県
か
ら
選
手
１
名
（
紫
波
郡
欠
巾
町
）

　

と
役
員
１
名
が
参
加
す
る
。
チ
ェ
ア
ス
キ
ー
選
于
の
横
深
さ
ん
は
、
ア
ル
ペ
ン
ス

　

キ
ー
競
技
に
出
場
す
る
。
曖
か
い
話
題
を
期
待
す
る
。
ま
た
、
五
輪
の
マ
ー
ク
が

　
　
　
　
　

Ｉ

　

意
味
す
る
「
殴
‥
界
五
人
陸
」
「
ス
ポ
ー
ツ
の
五
六
鉄
則
」
「
瓦
っ
の
自
然
現
象
」
を

118

ト
こ
分
に
吸
収
し
、
持
て
る
力
を
発
押
し
て
ほ
し
い
。
○
腎
＝
か
一
ｔ
ｙ
弓
Ｅ
．
＝
水

〔
阿
部

　

健
治

　

記
〕

９
‐
水
。
○
黒
＝
ア
フ
リ
カ
＝
栄
毅
＝
ｔ
。
○
赤
‐
ア
メ
リ
カ
＝
椚
黙
‐
火
。
○

政
‐
割
沼
η
＝
倣
力
＝
砂
。
○
緑
＝
'
ｒ
ｎ
＾
ｒ
'
ｎ
ｒ
＞
Ｔ
=
技
術
＝
木
。

　

岩
于
県
難
病
連
も
、
五
輪
マ
ー
ク
が
象
徴
す
る
「
人
間
の
生
命
要
素
」
の
こ
と

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
歩
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
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